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市川健夫「ブナ林帯文化論の復権」

永 田  信「林政史が語る日本の森」

徳地直子「森の保全と物質循環」

半谷栄寿「森を守るために消費地が今できること」

藤田正治「土砂災害と土砂資源」

石  弘 之「森林からの警告」

水の文化楽習実践取材「新しい〈クニ〉の形」

中村文明  シリーズ里川「源流を極めると森林再生に行き着く」

古賀邦雄  水の文化書誌「森の国土環境保全論」
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協同組合ウッドワークの会員がつくった、杉テーブ
ルの天板アップ。堅木と呼ばれる広葉樹と杉・檜な
どの針葉樹とでは、使う刃物の角度のつけ方からし
て異なる。建具づくりを生業として、針葉樹を扱い
慣れていた職人ならではの「角の立った」仕上がり。



森
林
の
流
域

南
北
に
細
長
い
地
形
に
脊
梁
山
脈
を
持
つ
日
本
で
は

森
林
の
ほ
と
ん
ど
が
、
急
峻
な
山
岳
地
帯
に
あ
り

山
仕
事
に
は
大
変
な
労
苦
が
伴
い
ま
す

戦
後
の
住
宅
不
足
か
ら
、
拡
大
造
林
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が

伐
期
を
迎
え
た
現
在
、
市
場
環
境
の
変
化
の
た
め
に

杉
・
檜
は
、
行
き
場
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

予
測
が
つ
か
な
い
長
い
ス
パ
ン
を
必
要
と
す
る
林
業
に
と
っ
て

変
化
の
振
れ
幅
が
大
き
い
現
代
社
会
は

対
応
し
づ
ら
い
時
代
な
の
で
し
ょ
う

解
決
の
糸
口
を
見
出
す
の
は
、
な
か
な
か
大
変
な
の
で
す
が

世
界
も
日
本
も

林
業
も
生
態
系
も
山
間
地
の
暮
ら
し
も

見
る
べ
き
こ
と
、
知
る
べ
き
こ
と
が
、
山
積
し
て
い
ま
す

分
断
さ
れ
た
森
林
の
機
能
を
、
流
域
の
発
想
で
包
括
的
に
見
る
こ
と
も

新
た
な
糸
口
発
見
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

ま
ず
は
、
希
望
の
光
が
見
え
る
モ
デ
ル
を
探
し
に

森
林
に
足
を
運
び
、
ま
た

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
人
に

話
を
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
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風
土
へ
の
目
利
き
で
多
様
な
森
林
利
用
を
　

ブ
ナ
林
帯
文
化
論
の
復
権

モ
ン
ス
ー
ン
的
風
土

日
本
列
島
は
東
ア
ジ
ア
の
東
の
端
に

あ
り
ま
す
。
海
洋
の
影
響
を
ま
と
も
に

受
け
、
夏
が
雨
季
、
冬
が
乾
季
と
な
る

モ
ン
ス
ー
ン
的
な
風
土
で
す
。

し
か
し
、
気
候
学
者
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー

ル
・
Ｐ
・
ケ
ッ
ペ
ン
は
、
日
本
の
気
候

を
Ｃ
ｆ
ａ
︵
湿
潤
温
暖
気
候
︶
と
表
現

し
て
い
ま
す
。

ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ピ
ー
タ
ー
・
ケ
ッ
ペ
ン

（W
ladim

irP
eterK

öppen

１
８
４
６
〜
１
９
４
０
年
）

ド
イ
ツ
の
気
候
学
者
、
ま
た
植
物
学
者
。
両
親
は
ド

イ
ツ
人
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
に
生
ま
れ
た
。
ド
イ
ツ
学
派
の
気
候
学
の
大
成

者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
ケ
ッ
ペ
ン
の
考
案
し
た
ケ

ッ
ペ
ン
の
気
候
区
分
は
、
改
良
を
加
え
ら
れ
な
が
ら

現
在
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

Ｃ
は
最
寒
月
の
平
均
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
３
℃
か
ら
18
℃
の
温
帯
気
候
を
意
味

し
、
ｆ
は
乾
季
が
な
く
降
雨
が
一
年
中

あ
る
と
い
う
意
、
ａ
は
最
暖
月
の
平
均

気
温
が
22
℃
以
上
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

日
本
海
側
に
は
、
青
潮

あ
お
し
お

︵
対
馬
海
流
︶

の
影
響
で
本
来
乾
燥
し
て
い
る
は
ず
の

北
西
季
節
風
が
水
分
を
た
っ
ぷ
り
吸
収

し
、
脊
梁

せ
き
り
ょ
う

山
脈
に
ぶ
つ
か
っ
て
大
量

の
降
雪
を
も
た
ら
し
ま
す
。
太
平
洋
側

に
も
、
と
き
お
り
通
過
す
る
温
帯
低
気

圧
が
、
雪
や
雨
を
も
た
ら
し
ま
す
。

こ
う
し
た
要
因
で
、
ケ
ッ
ペ
ン
が
Ｃ

ｆ
ａ
と
表
わ
し
た
よ
う
に
、
日
本
に
は

厳
密
な
意
味
で
の
乾
季
が
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
気
候
条
件
と
肥
沃
な
森

林
褐
色
土
は
、
日
本
の
森
林
を
極
め
て

豊
か
に
育
み
ま
し
た
。
加
え
て
熱
帯
と

は
異
な
り
、
森
林
の
復
元
力
が
強
い
こ

と
も
、
特
筆
す
べ
き
特
徴
で
す
。

こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
と
生
活
が
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
、
我
が

国
の
歴
史
に
は
よ
く
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
に
は
、
森
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
野
生
動
物
や
野
鳥
は
、
狩
猟
民
に

と
っ
て
大
切
な
蛋
白
源
で
し
た
し
、
森

林
土
壌
を
有
効
に
利
用
す
る
焼
畑
耕
作

に
よ
っ
て
、
食
糧
栽
培
も
営
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

大
陸
か
ら
稲
作
が
伝
わ
っ
て
か
ら
は
、

豊
か
な
森
林
に
よ
っ
て
涵
養
さ
れ
て
い

る
水
資
源
は
、
生
命
維
持
に
重
大
な
意

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
畜
産
の

市川健夫
いちかわたけお

地理学・地誌学専攻　理学博士

1927年長野県生まれ。1948年東京高等師

範学校を卒業。東京学芸大学を経て、信

州短期大学学長、東京学芸大学名誉教授。

長野県立歴史館館長などを歴任。

主な著書に『日本のブナ帯文化』（朝倉書

店 1984）、『森と木のある生活』（白水社

1992）、『風土発見の旅』（古今書院 1995）、

『青潮文化』（古今書院1997）ほか

照
葉
樹
林
文
化
で

日
本
人
の
深
層
心
理
を
解
き
起
こ
す
文
化
論
が
一
世
を
風
靡
し
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

長
野
県
小
布
施
に
生
ま
れ
育
っ
た
市
川
健
夫
さ
ん
は
、

日
本
列
島
は
照
葉
樹
林
文
化
一
辺
倒
で
は
な
い
と
、
ブ
ナ
林
帯
文
化
論
を
説
き
ま
し
た
。

風
土
の
目
利
き
が
説
得
力
を
持
つ
の
は
、

人
の
暮
ら
し
が
自
然
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

文
化
の
多
様
性
と
森
と
し
て
の
機
能
の
再
発
見
を
う
な
が
す
、

市
川
さ
ん
か
ら
学
び
ま
す
。

比
重
が
低
か
っ
た
我
が
国
に
お
い
て
、

灌
漑
用
水
か
ら
供
給
さ
れ
る
天
然
肥
料

分
が
、
２
０
０
０
年
以
上
に
わ
た
る
稲

作
の
栽
培
を
支
え
て
き
た
の
で
す
。

木
の
実
や
漆
や
木
蝋

も
く
ろ
う

の
採
取
と
い
っ

た
森
の
恵
み
の
利
用
、
馬
産
や
養
蜂
と

い
っ
た
空
間
の
利
用
は
、
持
続
的
な
利

用
を
可
能
に
す
る
見
識
に
よ
っ
て
維
持

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長
と
、

そ
れ
に
伴
っ
て
起
こ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
が
、
そ
ん
な
森
林
と
人
々
の
暮
ら

し
を
分
断
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
大
変

残
念
な
こ
と
で
す
。
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照
葉
樹
林
文
化
論

今
日
で
は
、
日
本
民
族
の
基
層
文
化

に
、
照
葉
樹
林
文
化
が
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
概
念
に
学
問
的

な
定
義
を
与
え
た
の
は
﹃
栽
培
植
物
と

農
耕
の
起
源
﹄（
１
９
６
６
岩
波
書
店
）
を

著
わ
し
た
中
尾
佐
助
で
す
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
か
ら
華
中
・
華
南
、

日
本
列
島
に
至
る
照
葉
樹
林
帯
と
い
う

生
態
系
に
共
通
す
る
基
層
文
化
が
、
照

葉
樹
林
文
化
複
合
で
す
。
こ
こ
に
は
水

稲
栽
培
を
基
本
と
す
る
国
家
観
、
宗
教

観
が
あ
り
ま
し
た
。

稲
作
を
中
心
と
し
た
照
葉
樹
林
文
化

国
家
で
あ
っ
た
大
和
朝
廷
の
支
配
に
よ

っ
て
、
北
九
州
、
瀬
戸
内
、
近
畿
地
方

の
中
央
低
地
、
濃
尾
平
野
、
福
井
平
野
、

加
賀
平
野
な
ど
に
は
条
里
制
の
水
田
が

広
く
分
布
し
て
い
き
ま
し
た
。
条
里
制

の
遺
構
水
田
は
、
律
令
国
家
に
と
っ
て

権
力
の
物
質
基
盤
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

実
は
東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
諸
国

で
は
、
気
候
的
に
は
二
期
作
が
可
能
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雨
季
の
み
の

一
期
作
に
留
ま
っ
て
い
る
水
田
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
充
分
な
灌
漑

施
設
が
な
く
、
多
く
を
天
水
に
頼
っ
て

い
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
我
が
国
に
お
い
て
﹁
旱
魃

か
ん
ば
つ

に
凶

作
な
し
﹂
と
言
わ
れ
る
の
は
、
灌
漑
施

設
が
発
達
し
、
徹
底
的
な
ま
で
に
稲
作

を
実
現
し
て
き
た
背
景
が
あ
る
か
ら
で

す
。

森
林
は
、
水
田
の
主
要
な
肥
料
分
で

あ
る
刈
敷

か
り
し
き

の
供
給
源
で
も
あ
り
ま
し
た
。

中
世
に
入
る
と
、
新
し
い
作
物
と
し

て
綿
花
栽
培
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
綿

は
無
霜
期
間
が
２
１
０
日
以
上
な
い
と

成
熟
し
な
い
亜
熱
帯
作
物
の
た
め
、
照

葉
樹
林
の
森
林
限
界
以
北
で
は
栽
培
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
非
常
に
肥
料
を
必

要
と
す
る
植
物
で
、
干
鰯

ほ

し

か

な
ど
の
魚
肥

が
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
地

力
を
必
要
と
す
る
綿
花
栽
培
の
た
め
で

し
た
。

１
８
５
８
年
（
安
政
５
）
施
行
し
た
安

政
の
開
国
以
来
、
伝
統
的
な
照
葉
樹
林

文
化
複
合
は
解
体
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
後
、
綿
花
や
菜
種
栽
培
は
減
少
し
ま

す
が
、
生
糸
輸
出
の
増
加
に
よ
り
、
蚕

糸
業
と
い
う
新
た
な
照
葉
樹
林
文
化
が

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

画
一
視
す
る
こ
と
の
過
ち

照
葉
樹
林
の
生
育
に
は
、
温
量
指
数

の
暖
か
さ
の
指
数
が
85
〜
１
８
０
℃
で

寒
さ
の
指
数
が
マ
イ
ナ
ス
10
℃
以
上
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

温
量
指
数

生
態
学
者
の
吉
良
竜
夫
が
提
唱
し
た
、
植
生
の
変
化

と
気
温
と
の
相
関
関
係
を
表
わ
す
た
め
の
指
標
。
暖

か
さ
の
指
数
と
寒
さ
の
指
数
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
温

量
指
数
と
呼
ば
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
各
月
の
平
均
気
温
と
５
℃
と
の
差
を

累
積
し
て
平
均
気
温
が
５
℃
よ
り
高
い
月
の
累
積
が

暖
か
さ
の
指
数
で
あ
り
、
５
℃
よ
り
低
い
月
の
累
積

が
寒
さ
の
指
数
で
あ
る
。

A熱帯

熱帯雨林気候 Af

熱帯モンスーン気候 Am

熱帯夏季少雨気候 As

サバナ気候 Aw

B乾燥帯

砂漠気候 BWk BWh

ステップ気候 BSk BSh

C温帯

地中海性気候 Csa Csb Csc

温暖冬季少雨気候 Cwa Cwb Cwc

温暖湿潤気候 Cfa

西岸海洋性気候 Cfb Cfc

D冷帯

高地地中海性気候 Dsa Dsb Dsc Dsd

冷帯冬季少雨気候 Dwa Dwb Dwc Dwd

冷帯湿潤気候 Dfa Dfb Dfc Dfd

E寒帯

ツンドラ気候 ET

氷雪気候 EF

東アングリア大学の気候調査部門（CRU）とドイツ気象局
の世界降水気候センター（GPCC）がまとめた1951年か
ら2000年の気象データを基に、ケッペンおよびガイガー
の気候区分にしたがってつくられた気候図
Kottek, M., J. Grieser, C. Beck, B. Rudolf, and F. Rubel
(2006). World Map of the Köppen-Geiger climate
classification updated. Meteorol. Z., 15, 259-263

1.気候帯

赤道から極地に向けて５つの気候帯に分類し、最初の大文字で表記する。
A（熱帯） B（乾燥帯） C（温帯） D（冷帯） E（寒帯）

2.気候区-1

２文字目の大文字は、区域を表す。
W（砂漠） S（ステップ） T（ツンドラ） F（氷点下）

3.気候区-2

２文字目の小文字は湿度によって分けた区域を表す。
s（夏乾燥） w（冬乾燥） f（湿潤） 注：気候帯によって基準値は異なる

4.気温区分

３文字目の小文字は平均気温によって分けた区域を表す。
aー最暖月が22℃以上
bー最暖月が10～22℃未満、かつ月平均気温10℃以上の月が4カ月以上
cー最暖月が10～22℃未満、かつ月平均気温10℃以上の月が3カ月以下、

かつ最寒月がマイナス38℃以上、マイナス3℃未満
dー最暖月が10～22℃未満、かつ月平均気温10℃以上の月が3カ月以下、

かつ最寒月がマイナス38℃未満、マイナス3℃未満
hー年平均気温が18℃以上、
kー年平均気温が18℃未満

1923年、植生分布に注目して考案された。気温と降水量などの変数から単純な計算で決定される。
気候帯ー気候区ー月平均気温をそれぞれ記号化し、その組み合わせにより、気候区分を表すもの。

ケッペンの気候区分



北上川

阿武隈川

利根川

最上川

石狩川

天塩川

十勝川

天竜川

木曽川

信濃川
阿賀野川

長良川

吉野川

筑後川

紀ノ川
熊野川

富士川
大井川

浜名湖

宍道湖 中海

岩木川

米代川

雄物川

猪苗代湖

十和田湖

小川原湖

サロマ湖

支笏湖

屈斜路湖

洞爺湖

霞ヶ浦

庄川

九頭竜川

淀川
琵琶湖

由良川

江の川

那珂川

荒川

四万十川

五ヶ瀬川

大淀川

十勝岳

幌尻岳

羊蹄山

大雪山

富士山

岩木山 八甲田山

岩手山

早池峰山
鳥海山

蔵王山

月山

磐梯山

燧ヶ岳

男体山浅間山

白馬岳

妙高山

立山

穂高岳

御嶽山

白山
八ヶ岳

駒ヶ岳 北岳

赤石岳

那須岳

大台ヶ原山
剣山

石槌山

阿蘇山

雲仙岳

御岳

霧島山

大山 氷ノ山

宮之浦岳

常緑針葉樹林帯潜在的ブナ帯ブナ・ミズナラ帯照葉樹林帯

ブナ林帯の北限
寿都・黒松内・長万部ライン

日本におけるブナ林帯の分布

『森と木のある生活』市川健夫 （白水社 1998） 85 ページの図をもとに編集部で作図
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私
が
住
む
長
野
県
北
部
の
場
合
、
暖

か
さ
の
指
数
が
１
０
０
℃
、
寒
さ
の
指

数
が
マ
イ
ナ
ス
16
℃
と
な
っ
て
お
り
、

照
葉
樹
林
は
生
育
で
き
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
私
は
、
照
葉
樹
林
文
化
論
に
対
し

て
、
日
本
に
お
い
て
も
ブ
ナ
林
帯
文
化

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
提
唱
し
た

の
で
す
。

水
稲
は
夏
作
物
で
す
か
ら
、
短
期
間

で
あ
っ
て
も
夏
の
高
温
に
よ
っ
て
生
育

で
き
ま
す
が
、
永
年
作
物
で
あ
る
茶
は

冬
の
寒
さ
で
凍
害
を
受
け
ま
す
。

と
こ
ろ
が
晩
秋
か
ら
大
量
に
雪
が
降

っ
て
根
雪
に
な
る
地
域
で
は
、
積
雪
に

守
ら
れ
て
茶
の
木
が
枯
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
北
緯
40
度
を
超
え
る
秋
田

県
能
代
市
で
、
茶
が
生
産
で
き
る
の
は
、

１
ｍ
以
上
に
も
な
る
積
雪
の
お
陰
で
す
。

明
治
政
府
が
殖
産
興
業
政
策
と
し
て

行
な
っ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
は
、
こ
う

し
た
植
生
を
無
視
し
た
政
策
で
失
敗
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
１
９
５
３
年
（
昭
和

28
）
に
東
北
地
方
で
起
き
た
大
冷
害
に

お
け
る
被
害
も
同
様
で
す
。

こ
う
し
た
例
は
、
日
本
を
画
一
的
に

照
葉
樹
林
帯
に
属
す
る
と
誤
解
し
た
過

ち
で
、
風
土
を
無
視
し
た
農
政
の
失
敗

で
す
。
ブ
ナ
林
帯
で
は
照
葉
樹
林
文
化

が
風
土
に
合
わ
な
い
こ
と
は
当
た
り
前

の
こ
と
な
の
で
す
。

ブ
ナ
林
帯
文
化
の
再
考

私
は
１
９
５
０
年
代
（
昭
和
25
〜
）
か

ら
、
日
本
に
お
け
る
高
冷
地
と
寒
冷
地

研
究
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

地
域
は
森
林
植
生
の
上
で
は
ブ
ナ
林
帯

に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
辺
境
の

地
と
見
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
世
界

的
に
見
た
ら
け
っ
し
て
厳
し
い
酷
寒
の

地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
真
夏

で
も
冷
涼
で
、
快
適
に
過
ご
せ
る
居
住

環
境
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
ブ
ナ
林
帯
の
風

土
を
知
っ
て
、
適
切
な
対
応
を
す
る
知

恵
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
﹁
西
の
牛
に
東
の
馬
﹂
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
東
日
本
で
馬
が
卓

越
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

気
候
が
冷
涼
な
地
域
が

多
い
た
め
に
、
馬
の
ほ
う

が
︿
糞
畜
﹀
と
し
て
優
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
馬
の

厩
肥
の
発
酵
温
度
は
牛
よ

り
も
６
℃
も
高
い
の
で
す
。

耕
地
面
積
が
広
く
田
植
え
の
適

期
が
短
期
間
で
あ
る
東
日
本
で
は
、

脚
の
速
い
馬
が
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
反
芻
動
物
で
な
い
た
め
、

飼
料
の
熱
効
率
が
低
く
、
牛
に
比

べ
て
30
％
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す

る
馬
は
、
農
地
開
発
が
遅
れ
た
た
め
に

粗
飼
料
の
供
給
地
が
豊
富
に
残
っ
て
い

た
東
日
本
の
ほ
う
が
適
し
て
い
た
の
で

す
。ブ

ナ
林
帯
で
風
土
認
識
を
改
め
た
い

も
の
の
筆
頭
に
、
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

兼
好
法
師
が
﹁
住
ま
い
は
夏
を
も
っ
て

羅
臼

旭羊
蹄

八
甲
田

岩
手

鳥
海蔵

王

白
根穂高

富
士

赤
石

伊
吹

大
峰剣

石
鎚

久
住

霧
島

宮
之
浦
（
屋
久
）

1000

2000

3000 m

亜熱帯 暖温／低山帯 冷温／山地帯 亜寒／亜高山帯 寒／高山帯

ハイマツ
タカネナナカマド

エゾマツ
トドマツ
シラビソ

オオシラビソ
トウヒ

ブナ
ミズナラ

イタヤカエデ
ヤマモミジ
ウラジロモミ

アラカシ
シラカシ
スダジイ
タブノキ
クスノキ
ヤブツバキ

マングローブ
ガジュマル
ソテツ
アコウ
木生シダ

40°

35°

30°

45°

日本の森林分布
森林・林業学習館HPをもとに編集部で作図
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宗
と
す
べ
し
﹂
と
﹃
徒
然
草
﹄
で
述
べ

た
の
は
、
照
葉
樹
林
帯
で
の
話
で
す
。

第
二
次
大
戦
前
、
当
時
の
植
民
地
で

あ
っ
た
樺
太
（
現
・
サ
ハ
リ
ン
）
に
住
ん
だ

日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
の
燃
料
消
費
量
は

36
対
１
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
バ
ラ
ッ
ク

の
よ
う
な
小
屋
と
ル
ン
ペ
ン
ス
ト
ー
ブ

対
イ
ズ
バ
建
築
（
丸
太
を
横
積
み
し
た
校
倉
構

法
の
民
家
）
と
ペ
チ
カ
の
違
い
が
、
燃
料

消
費
に
格
差
を
生
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、

住
人
の
健
康
や
生
命
に
も
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
や
っ
と
日
本
で
も
二
重
窓

が
普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け

で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
大
い
に
貢

献
で
き
ま
す
。

入
母
屋
造
り
の
住
宅
は
、
気
候
が
温

暖
な
近
畿
地
方
の
中
央
部
で
発
達
し
た

様
式
で
す
。
寺
院
に
多
く
、
格
式
が
高

い
と
さ
れ
る
た
め
に
、
経
済
的
に
余
裕

の
あ
る
人
が
入
母
屋
造
り
の
家
を
建
て

た
が
り
ま
す
が
、
寒
冷
で
雪
が
多
い
ブ

ナ
林
帯
で
採
用
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
森
林
と
生
活
の
深
い
結

び
つ
き
に
も
、
風
土
に
根
ざ
し
た
理
由

が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
さ

ん
が
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま
す
。

焼
畑
耕
作
の
消
滅

か
つ
て
の
武
蔵
野
台
地
や
房
総
半
島
、

三
浦
半
島
と
い
っ
た
関
東
平
野
に
は
、

広
い
照
葉
樹
林
帯
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
は
焼
畑
耕
作
に
よ
っ
て

消
失
し
ま
す
。
雑
木
林
と
呼
ば
れ
て
い

る
コ
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
や
赤
松
の
林
は
、

焼
畑
の
跡
地
に
で
き
た
二
次
林
で
す
。

焼
畑
耕
作
も
西
日
本
の
照
葉
樹
林
帯

と
東
日
本
の
ブ
ナ
林
帯
で
は
、
や
り
方

が
違
い
ま
す
。

照
葉
樹
林
帯
で
は
、
冬
の
う
ち
に
森

林
を
伐
採
し
、
春
先
に
野
火
を
つ
け
て

焼
き
、
す
ぐ
に
種
を
蒔
く
の
で
、
焼
き

払
っ
た
初
年
度
か
ら
粟
・
黍

き
び

な
ど
が
栽

培
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ブ
ナ
林
帯
で
は
雪
が
深
く

春
の
種
蒔
き
に
間
に
合
わ
な
い
た
め
、

梅
雨
明
け
し
た
あ
と
に
火
を
入
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
初
年
度
の
穀
作
は
蕎
麦

そ
ば

ぐ
ら

い
し
か
蒔
け
な
い
の
で
す
。
日
本
で
蕎

麦
食
が
東
日
本
に
偏
在
し
て
い
る
の
は
、

こ
う
し
た
焼
畑
耕
作
と
関
連
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

焼
畑
は
４
〜
６
年
間
輪
作
を
繰
り
返

し
て
か
ら
放
棄
さ
れ
、
森
林
に
転
用
さ

れ
ま
し
た
。
栽
培
さ
れ
た
の
は
、
蕎
麦
、

粟
、
大
豆
、
荏
胡
麻

え
ご
ま

、
里
芋
、
赤
蕪
、

あ
ず
き
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
典
型
的
な

焼
畑
作
物
で
す
。

１
９
６
０
年
代
（
昭
和
35
〜
）
の
拡
大

造
林
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
切
替
畑
に

杉
・
檜

ひ
の
き

が
植
林
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
野
火
を
入
れ
た
あ

と
１
年
間
お
い
た
だ
け
で
、
切
替
畑
に

使
わ
れ
ず
に
直
ち
に
植
林
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
造
林
は
急
ピ
ッ
チ

で
進
み
ま
し
た
が
、
新
た
な
焼
畑
用
地

が
な
く
な
っ
た
１
９
７
０
年
代
（
昭
和
45

〜
）
後
半
か
ら
一
気
に
過
疎
化
が
進
み

ま
し
た
。

景
観
的
な
美
し
さ
だ
け
で
な
く

武
蔵
野
な
ど
に
残
っ
た
二
次
林
は
、

西
日
本
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
平
地

林
で
す
。
狭
い
沖
積
平
野
し
か
持
た
な

い
我
が
国
に
お
い
て
、
特
に
西
日
本
で

は
早
く
か
ら
水
田
と
し
て
開
発
さ
れ
尽

く
し
た
た
め
に
、
平
地
林
は
残
さ
れ
な

か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
海
地
方
に
は
牧
ノ
原
・
磐
田
原
・

三
方
ヶ
原
と
い
う
﹁
遠
州
の
三
大
原
野
﹂

が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
多
く

は
明
治
に
な
っ
て
開
拓
さ
れ
農
地
に
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
で
関
東
平
野
に

平
地
林
が
残
っ
た
の
は
、
強
酸
性
で
痩

せ
た
火
山
灰
質
の
土
壌
ゆ
え
に
、
水
田

で
は
な
く
畑
作
が
多
く
、
有
機
質
の
堆

肥
を
必
要
と
し
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。山

付
き
の
農
村
な
ら
、
山
間
部
で
刈

敷
も
得
ら
れ
ま
す
が
、
洪
積
台
地
が
広

が
る
と
い
う
地
形
的
な
条
件
で
す
か
ら
、

平
地
林
を
入
会
で
使
っ
て
落
葉
を
施
肥

と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

関
東
平
野
で
は
そ
の
よ
う
な
平
地
林

を
﹁
山
﹂
と
呼
び
ま
す
。
鹿
児
島
県
大

隅
半
島
の
シ
ラ
ス
台
地
で
も
同
様
で
す
。

﹁
お
じ
い
さ
ん
が
山
に
柴
刈
り
に
﹂
の

山
は
薪
を
取
る
農
用
林
野
の
こ
と
で
、

山
地
の
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

今
で
も
、
﹁
山
﹂
の
自
然
保
護
に
熱

心
な
生
態
学
者
ま
で
が
雑
木
林
と
呼
ん

で
は
ば
か
り
ま
せ
ん
。

20
世
紀
初
頭
は
日
本
に
産
業
革
命
が

勃
興
し
た
時
代
で
、
自
然
主
義
文
学
が

開
花
し
ま
し
た
。﹃
武
蔵
野
﹄（
民
友
社
１

９
０
１
）
で
国
木
田
独
歩
が
、
ま
た
﹃
自

然
と
人
生
﹄（
国
民
新
聞
１
９
０
０
）
で
徳

富
蘆
花
が
、
雑
木
林
の
美
し
さ
を
述
べ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
産
の
傍
観
者
で
あ
っ
た

都
市
民
は
﹁
山
﹂
が
農
用
林
野
で
あ
っ

た
記
憶
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
平
地
林
を

美
し
い
自
然
だ
と
認
識
し
た
も
の
の
、

農
業
生
産
の
場
で
あ
る
と
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
人
は
ま
ず
水
稲
栽
培
を
基
本
と

す
る
照
葉
樹
林
文
化
複
合
に
基
層
文
化

の
源
を
求
め
、
ブ
ナ
林
帯
の
持
つ
独
自

性
を
見
失
い
ま
し
た
。
次
に
拡
大
造
林

で
培
わ
れ
た
人
工
林
を
美
林
と
し
て
尊

重
し
て
、
経
済
的
価
値
の
低
い
広
葉
樹

林
を
雑
木
林
と
し
て
蔑
視
し
て
き
ま
し

た
。こ

う
し
た
認
識
は
、
森
林
と
人
の
暮

ら
し
が
稀
薄
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

り
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。
か
つ
て

の
密
接
な
か
か
わ
り
を
掘
り
起
こ
し
、

時
代
を
経
て
形
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
の

関
係
性
を
守
り
続
け
る
大
切
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

森
と
林
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

英
語
で
は
森
と
林
を
そ
れ
ぞ
れ

fo
re

st

とw
o

o
d

、
ド
イ
ツ
語
でF

o
rst

とW
a

ld

、
フ
ラ
ン
ス
語
でfo

rê
t

と

bois

と
使
い
分
け
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
で
も
森
と
林
と
い
う
語
が
あ

り
ま
す
が
、
違
い
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
来
、
林
と

は
用
材
・
薪
炭
・
落
葉
な
ど
を
得
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
直
接
的
な

経
済
性
を
目
的
と
し
な
い
場
合
は
森
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
寺
社
や
公
園
、
屋

敷
森
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

私
た
ち
は
と
か
く
林
に
ば
か
り
目
を

向
け
が
ち
で
し
た
が
、
公
共
的
な
働
き

を
持
つ
森
に
も
、
も
っ
と
意
識
を
向
け

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。世

界
遺
産
に
な
っ
た
白
神
山
地
の
よ

う
に
、
東
日
本
に
は
、
幸
い
に
し
て
残

さ
れ
た
ブ
ナ
林
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
次
世
代
に
守
り
伝
え
る
に
は
、
経
済

性
と
い
っ
た
単
一
の
価
値
観
に
と
ら
わ

れ
て
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
森
林
の
持

つ
、
森
と
し
て
の
機
能
を
積
極
的
に
見

出
し
て
い
く
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
は
大

切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
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永田信
ながたしん

東京大学大学院農学生命科学研究科教授

1976年、東京大学大学院農学系研究科林学専
門課程博士課程入学。アメリカ・Amherst大学、
Yale大学大学院博士課程（経済学部）入学。北
海道大学経済学部助教授、東京大学農学部助教
授を経て、1996年より現職。

主な著書、論文に「世界と日本の森林・林業」
（『現代森林政策学』日本林業調査会 2008）、
「新たな墓地形態としての樹木葬墓地の現状と
今後の課題」（共著／『林業経済』林業経済研
究所 2008）、「社会的共通資本としての森林」
（佐々木恵彦・木平勇吉・鈴木和夫編／『森林
科学』文永堂 2007）ほか

日本の森林は、豊富にあるけれど使われずに荒廃していると思っていましたが、

実はストックを上回る量の木材が使われていて、

自給率を上げるにも限界があることが、永田信さんのお話からわかりました。

木材の安全保障という発想からも、

森林資源を「つくる」ことと「使う」ことのバランスを取り、

木材の出所に気を配り、使い方まで再考する時期にきているようです。

昔
々
あ
る
所
に

私
は
い
つ
も
学
生
に
、
講
義
の
最
初

の
と
こ
ろ
で
、
桃
太
郎
の
話
を
し
ま
す
。

﹁
昔
々
あ
る
所
に
、
お
じ
い
さ
ん
と

お
ば
あ
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
お
じ
い

さ
ん
は
山
に
シ
バ
刈
り
に
﹂
と
、
こ
こ

で
話
を
終
え
る
ん
で
す
。

林
学
を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
ま
ず
話
を

し
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、

日
本
の
森
林
と
い
う
も
の
は
、
誰
が
持

っ
て
い
て
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
利
用

し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
の
森
林
に
つ
い
て
は
も
っ
と
遡
っ

た
話
も
で
き
ま
す
が
、
お
じ
い
さ
ん
が

山
に
シ
バ
刈
り
に
行
っ
て
い
た
と
い
う

話
か
ら
は
、
江
戸
時
代
の
こ
ろ
の
典
型

的
な
利
用
の
在
り
方
が
学
べ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
、
桃
太
郎
の
話
を

引
き
合
い
に
出
す
わ
け
で
す
。

ま
ず
﹁
シ
バ
刈
り
っ
て
な
ん
だ
か
わ

か
る
か
﹂
と
、
学
生
に
聞
く
。
や
は
り

草
冠
の
ほ
う
の
﹁
芝
﹂
し
か
出
て
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
お
じ
い
さ
ん
が
山
に
取

り
に
行
っ
た
の
は
下
に
木
が
つ
い
て
い

る
﹁
柴
﹂
の
ほ
う
で
す
ね
。
小
柴
と
い

う
言
い
方
も
あ
り
ま
す
。
薪
に
す
る
た

め
の
小
枝
な
ど
の
細
い
木
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
﹁
お
じ
い
さ
ん
が
行
っ
た

と
い
う
山
は
、
誰
の
山
だ
っ
た
ん
だ
ろ

う
か
﹂
と
聞
く
と
、
た
い
て
い
の
学
生

は
ポ
カ
ン
と
し
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
が
山
持
ち
で
あ
っ
て
、

自
分
の
山
か
ら
柴
を
刈
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
ら
、
桃
太
郎
が
頑
張
る

必
要
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

れ
じ
ゃ
あ
、
人
様
の
山
だ
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
盗
ん
で
き
た
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
も
ま
た
困

っ
た
話
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
お
じ
い
さ
ん
だ
け
で
は
な

く
同
じ
よ
う
な
立
場
の
人
が
い
っ
ぱ
い

い
て
、
み
ん
な
で
使
っ
て
い
る
よ
う
な

山
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く

江
戸
時
代
に
は
、
こ
の
お
じ
い
さ
ん
の

よ
う
な
人
が
た
く
さ
ん
い
て
使
っ
て
い

く
﹁
入
会
山

い
り
あ
い
や
ま

﹂
の
よ
う
な
山
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
話
か
ら
入
る
ん

で
す
ね
。

日
本
人
は
こ
の
よ
う
に
し
て
森
林
を

利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
に

な
っ
て
、
こ
の
利
用
方
法
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
一
番
大
き
な
変
化
は
、

地
租
改
正
で
す
。

地
租
改
正
で
は
地
券
と
い
う
も
の
を

発
行
し
て
、
誰
が
土
地
を
持
っ
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
所
有
者

が
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
税
金
は
、

原
則
と
し
て
貨
幣
で
納
め
ま
す
。
そ
れ

ま
で
の
税
金
で
あ
る
年
貢
は
、
お
米
で

納
め
て
い
ま
し
た
。

秋
田
の
杉
で
あ
る
と
か
、
木
曽
の

檜
ひ
の
き

は
藩
や
幕
府
が
治
め
て
い
た
の
で
、

個
人
所
有
に
は
し
な
い
で
明
治
政
府
が

召
し
上
げ
ま
し
た
。

問
題
は
入
会
の
山
な
ん
で
す
が
、
地

券
を
発
行
し
て
税
金
を
納
め
て
も
ら
う

と
い
っ
て
も
た
い
し
た
額
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
当
初
は
︿
比
隣
保
証
﹀
と
い
っ

て
隣
村
が
Ｏ
Ｋ
を
す
れ
ば
認
め
ま
す
よ
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

れ
だ
と
入
会
山
の
ま
ま
民
有
地
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
後
︿
明
文
保
証
﹀

と
い
っ
て
明
ら
か
な
書
に
な
っ
て
い
な

い
と
認
め
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
入
会
の
山
と

い
う
の
は
多
く
が
官
有
地
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
し
か
し
要
存
地
、
不
要
存

地
、
つ
ま
り
お
金
に
な
る
所
と
な
ら
な

い
所
を
分
け
て
、
役
に
立
た
な
い
所
は

払
い
下
げ
る
と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
地
価
と
い
う
も
の
を
定

め
て
、
そ
の
３
％
を
地
租
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
地
価
の
考
え
方
で
計
算
す
る
と
、

収
穫
高
の
６
割
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
、
非

常
に
高
率
の
税
金
で
全
国
を
統
一
し
た

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
血
税
と
い
う
こ
と
で
、
暴
動

が
起
き
た
り
し
て
、
大
変
問
題
に
な
り
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ま
し
た
。
そ
の
後
2.5
％
に
引
き
下
げ
て
、

収
穫
高
の
５
割
に
落
ち
つ
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
は
禿
げ
山
だ
っ
た
か

江
戸
時
代
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
、
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
本
当
の
と
こ
ろ
が
ど

う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
当
時
の
写
真
や
絵
を
見

る
と
、
確
か
に
森
林
が
豊
か
で
あ
っ
た

よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
。
広
重
の
絵
を

見
て
も
、
山
が
緑
に
塗
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
か
ら
、
お
そ
ら
く
荒
れ
て
い
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

た
だ
私
は
、
桃
太
郎
の
お
じ
い
さ
ん

た
ち
の
よ
う
な
人
た
ち
に
管
理
を
さ
れ

て
い
た
森
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
に
ひ

ど
い
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
明
ら
か
に
村
が
管
理
し
な

が
ら
使
っ
て
い
た
と
き
に
は
、
み
ん
な

で
守
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

豊
か
な
山
で
は
な
く
て
も
、
伐
っ
た

あ
と
か
ら
芽
生
え
た
︿
ひ
こ
ば
え
﹀
も

利
用
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
。
︿
ひ
こ

ば
え
﹀
の
こ
と
を
、
我
々
の
業
界
で
は

萌
芽

ぼ

う

が

更
新

こ
う
し
ん

と
呼
び
ま
す
。
萌
芽
と
書
い

て
、
な
ぜ
か
︿
ぼ
う
が
﹀
と
読
み
ま
す
。

ま
た
、
次
の
世
代
に
な
る
こ
と
を
更
新

と
呼
ぶ
の
も
、
こ
の
業
界
特
有
の
こ
と

で
す
ね
。

お
そ
ら
く
、
江
戸
時
代
全
般
を
通
し

て
禿
げ
山
が
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ

と
は
な
く
て
、
江
戸
時
代
後
期
に
幕
府

の
統
治
が
う
ま
く
機
能
し
な
く
な
っ
て

か
ら
、
ま
た
明
治
時
期
の
混
乱
期
に
禿

げ
山
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

世
界
を
見
回
し
て
豊
か
に
森
林
が
あ

る
所
と
い
う
の
は
、
ま
ず
は
既
発
展
国

で
す
。
発
展
途
上
国
は
、
森
林
が
ぐ
ん

ぐ
ん
減
少
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
既
発
展
国
が
ず
っ
と

昔
か
ら
引
き
続
い
て
緑
豊
か
だ
っ
た
か
、

と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

例
え
ば
日
本
の
場
合
を
見
て
も
、
そ
れ

は
明
ら
か
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
森
林
と
い
う
の
は
い
っ

た
ん
貧
し
く
な
っ
て
再
び
豊
か
に
な
る

と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。
私
は
、

そ
れ
を
Ｕ
字
型
仮
説
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

で
は
、
日
本
に
お
け
る
Ｕ
字
型
の
底

と
い
う
の
は
、
い
つ
ご
ろ
だ
っ
た
の
か
。

地
目
上
で
森
林
と
い
う
名
前
に
な
っ
て

い
る
も
の
だ
け
し
か
デ
ー
タ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
１
９
１
０
年
（
明
治
43
）
ご
ろ

が
底
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ

と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

し
か
し
、
北
海
道
は
少
し
事
情
が
違

い
ま
す
。
北
海
道
の
国
有
林
は
、
は
じ

め
内
務
省
が
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

な
ぜ
内
務
省
が
持
っ
て
い
た
か
と
い

う
と
、
森
林
経
営
を
し
て
い
く
場
所
で

は
な
く
開
発
用
地
で
あ
る
、
と
い
う
考

え
か
ら
で
は
な
い
か
。
実
際
に
北
海
道

の
森
林
は
、
そ
の
後
ず
っ
と
開
発
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。

そ
れ
で
北
海
道
を
合
わ
せ
て
１
９
１

０
年
（
明
治
43
）
ご
ろ
底
が
き
て
い
る
の

で
、
本
州
・
四
国
・
九
州
だ
け
を
見
れ

ば
、
も
う
少
し
前
の
時
代
に
底
が
き
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

治
水
三
法
と
呼
ば
れ
る
河
川
法
が
１

８
９
６
年
（
明
治
29
）
、
砂
防
法
と
森
林

法
が
１
８
９
７
年
（
明
治
30
）
に
で
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
法
律
が
で
き
た
の

は
、
お
そ
ら
く
１
８
９
７
年
（
明
治
30
）

ご
ろ
か
ら
山
や
川
が
荒
れ
て
い
る
と
い

う
認
識
が
生
ま
れ
、
﹁
対
処
し
な
く
て

は
﹂
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
戦
争
中
の
混
乱
期
に
も
、

禿
げ
山
が
増
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

戦
後
の
林
業
政
策
は
、
そ
う
し
た
木
の

生
え
て
い
な
い
所
に
植
林
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
わ
け
な
の
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
薪
炭
山

し
ん
た
ん
や
ま

日
本
の
森
林
の
中
で
は
、
お
そ
ら
く
、

人
が
木
を
伐
っ
て
、
芽
生
え
を
育
て
な

が
ら
使
う
と
い
う
よ
う
な
薪
炭
山
が
非

常
に
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
は
ず

で
す
。
人
の
手
が
入
っ
て
い
な
い
森
林

︵
原
生
林
︶
と
い
う
の
は
、
日
本
に
は

ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
言
っ
て
構
わ
な
い

で
し
ょ
う
。

二酸化炭素吸収
　化石燃料代替
　　保健・レクリエーション

表面侵食防止

表層崩壊防止

洪水緩和

水資源貯留

水質浄化

水質浄化

水資源貯留

二酸化炭素吸収

保健・レクリエーション

洪水緩和

表面侵食防止

表層崩壊防止

146,361億円

87,407億円

12,391億円

2,261億円

64,686億円

282,565億円

84,421億円

木材

食材（きのこ等）

3,838億円

2,888億円

木材

食材
環境 資源としての機能経済資源としての機能

70兆2,638億円

6,726億円

森林の
環境資源としての機能
経済資源としての機能
林野庁HPおよび日本学術会議「地球環境・人
間生活にかかわる農業及び森林の多面的な機
能の評価について（答申）」より編集部で作図
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︿
拡
大
造
林
﹀
と
い
う
の
は
不
思
議

な
言
葉
で
、
本
来
は
木
が
な
い
所
に
木

を
植
え
る
と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で

し
ょ
う
。
し
か
し
日
本
で
は
林
種
転
換

で
、
薪
炭
山
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
天

然
林
を
人
工
林
に
す
る
の
も
︿
拡
大
造

林
﹀
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

林
種
転
換
は
、
供
給
す
る
山
村
側
の

問
題
と
消
費
す
る
都
市
側
の
問
題
と
い

う
、
二
つ
の
こ
と
が
同
時
に
起
き
た
こ

と
で
、
飛
躍
的
に
進
み
ま
し
た
。

山
村
側
の
問
題
と
し
て
は
、
山
か
ら

人
が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
薪
や
炭
の

価
格
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と
。
都
市
側

の
問
題
と
し
て
は
、
ガ
ス
や
電
気
の
利

便
性
が
認
知
さ
れ
、
収
入
が
増
え
て
可

能
に
な
れ
ば
、
薪
や
炭
で
は
な
く
ガ
ス

や
電
気
を
使
い
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
薪
や
炭

を
つ
く
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
薪
炭

山
が
、
加
速
度
的
に
意
味
を
失
っ
て
い

き
ま
し
た
。

拡
大
造
林
の
時
代

で
は
、
な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

戦
争
で
焼
け
出
さ
れ
た
り
、
外
地
か

ら
引
き
上
げ
て
き
て
住
む
家
が
な
い
人

た
ち
の
た
め
に
、
大
量
の
住
宅
需
要
が

引
き
起
こ
さ
れ
木
材
不
足
に
陥
る
と
い

う
背
景
が
あ
っ
て
、
木
材
が
大
変
な
投

資
目
的
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め

に
、
三
つ
の
対
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
国
有
林
で
の
伐
採
。
も
う
一

つ
は
、
港
湾
を
整
備
し
て
、
外
材
を
輸

入
し
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
人
工
造
林

を
進
め
て
製
材
が
取
れ
る
よ
う
な
木
材

生
産
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

が
起
こ
り
、
薪
や
炭
が
石
油
・
石
炭
に

急
激
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
国
有
林
の
伐
採
と
い
う
の
は
、

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ま

で
は
、
生
長
量
に
見
合
っ
た
分
だ
け
を

伐
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
っ
て
い
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
か
ら
は
技
術
の

発
達
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も

っ
と
大
き
な
生
長
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た

生
長
量
を
上
回
っ
て
伐
っ
て
も
い
い
ん

だ
、
と
い
う
考
え
方
が
主
張
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
国
有
林

の
伐
採
が
ど
ん
ど
ん
進
め
ら
れ
、
こ
う

し
た
無
理
を
し
た
こ
と
が
、
今
日
の
国

有
林
の
赤
字
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
外
材
導
入
で
す
が
、
港

湾
整
備
だ
け
で
な
く
、
関
税
を
下
げ
て
、

外
材
を
輸
入
し
や
す
く
す
る
政
策
を
進

め
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
今
日
の
国
産

材
自
給
率
の
低
下
を
招
き
ま
し
た
。
２

０
０
８
年
（
平
成
20
）
あ
た
り
は
24
％
で

少
し
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
一
時
期
は

18
％
ま
で
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

戦
後
す
ぐ
の
外
貨
の
割
り
当
て
が
な
か

っ
た
こ
ろ
は
自
給
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％

だ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
大
変
な
減
少

の
仕
方
で
す
。
た
し
か
、
１
９
６
９
年

（
昭
和
44
）
に
ち
ょ
う
ど
50
％
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

単
に
自
給
率
を
見
る
の
で
は
な
く
、

今
日
の
需
要
の
中
身
を
見
て
い
き
ま
す

と
、
紙
と
製
材
で
80
％
を
越
し
て
い
て
、

そ
の
あ
と
に
合
板
が
続
く
、
と
い
う
よ

う
な
内
訳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
合
板
は
も
と
も
と
は
南
洋
材

の
ラ
ワ
ン
が
主
流
で
し
た
か
ら
、
合
板

の
自
給
率
は
非
常
に
低
い
。
ま
た
紙
は

為
替
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
る
存
在
で

も
あ
り
、
紙
の
自
給
率
も
10
％
程
度
で

す
。
こ
れ
ら
の
自
給
率
が
低
い
こ
と
が
、

木
材
全
体
の
自
給
率
を
下
げ
る
大
き
な

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
製
材
だ
け
に

つ
い
て
み
る
と
、
自
給
率
は
40
％
ぐ
ら

い
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
が
み
ん
な
重
な
っ
て
、

そ
れ
ま
で
天
然
林
で
あ
っ
た
森
林
を
杉

や
檜
の
人
工
林
に
変
え
る
政
策
が
、
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す
か
ら
、
縄
文
時
代
ま
で
戻
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
。

日
本
に
お
け
る
こ
の
度
の
人
口
減
少

は
、
長
い
歴
史
に
お
け
る
４
回
目
の
人

口
減
少
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、
縄

文
時
代
に
も
人
口
減
少
が
起
き
て
い
ま

す
。大

規
模
な
人
口
減
少
は
、
森
林
の
増

加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
Ｕ
字
型
で
は
な
く

Ｗ
字
型
回
復
で
す
。
黒
死
病
の
影
響
で

人
口
が
減
少
し
た
と
き
に
、
森
林
増
大

に
転
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の

人
口
増
減
は
、
そ
の
速
度
が
ゆ
っ
く
り

で
す
の
で
、
再
び
人
口
増
加
に
転
じ
て

も
、
森
林
の
減
少
に
結
び
つ
く
よ
う
な

こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

韓
国
で
は
木
の
本
数
で
は
な
く
て
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
見
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
、

と
考
え
て
い
ま
す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
こ

と
を
、
業
界
用
語
で
材
積

ざ
い
せ
き

と
呼
ん
で
い

ま
す
。
普
通
は
体
積
と
か
容
積
と
い
い

ま
す
が
、
木
材
の
体
積
と
い
う
こ
と
で

材
積
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。

現
在
、
日
本
に
ど
れ
だ
け
の
量
の
木

が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

森
林
簿
を
も
と
に
す
る
や
り
方
と
サ
ン

プ
リ
ン
グ
法
の
２
つ
の
量
り
方
が
あ
り

ま
す
。

人
工
林
は
面
積
と
林
齢
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
だ
い
た
い
に
お
い
て
補
助
金

で
植
林
し
て
い
ま
す
か
ら
、
報
告
の
た

め
に
こ
う
し
た
デ
ー
タ
が
森
林
簿
と
い

う
帳
簿
に
残
っ
て
い
る
の
で
す
。
本
数

も
森
林
簿
に
残
っ
て
い
ま
す
。
林
齢
に

沿
っ
た
地
域
ご
と
の
生
長
量
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
の
林
齢
の
樹
木
が
何
本
あ

れ
ば
こ
れ
ぐ
ら
い
の
材
積
に
な
っ
て
い

る
、
と
い
う
よ
う
に
標
準
値
を
も
と
に

し
て
計
算
で
き
る
の
で
す
。
木
は
生
長

し
ま
す
か
ら
、
帳
簿
上
、
木
の
材
積
は

増
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
森
林
面
積
は
約
２
５

０
０
万
ha
で
す
。
５
％
近
く
が
無む

立
り
ゅ
う

木ぼ
く

地ち

で
す
か
ら
、
95
％
が
森
林
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
の
量
り
方
は
、
あ
ま
り
公

表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
サ
ン
プ
リ
ン

グ
で
や
る
方
法
で
す
。
世
界
的
に
は
サ

ン
プ
リ
ン
グ
法
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
Ｃ
Ｏ
2

の
吸
収
源
と
し
て

の
森
林
評
価
な
ど
は
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ

法
か
ら
算
出
さ
れ
た
数
値
が
も
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
森
林
簿
を
も
と
に
し
て
計

算
し
て
お
り
、
こ
の
や
り
方
に
つ
い
て

は
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
調
べ
て
み
る
と
間
伐

が
遅
れ
て
い
る
地
域
で
は
生
長
が
標
準

値
に
満
た
な
い
場
合
が
あ
り
、
必
ず
し

も
実
勢
に
見
合
っ
て
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

も
う
一
つ
問
題
な
の
は
、
生
長
曲
線

と
呼
ば
れ
る
標
準
値
が
、
古
い
デ
ー
タ

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
戦
後
ま
も
な
く

は
若
木
の
段
階
、
つ
ま
り
木
が
大
き
く

な
る
前
に
伐
っ
て
し
ま
う
の
が
普
通
だ

っ
た
ん
で
す
。
杉
や
檜
の
標
準
伐
木
齢

が
、
35
〜
40
年
と
い
わ
れ
て
い
た
こ
ろ

の
話
で
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
高
齢
で

残
っ
て
い
る
大
木
と
い
う
の
は
、
お
そ

ら
く
あ
ま
り
生
長
が
良
く
な
く
て
、
伐

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
残
っ
て
い
る
よ

う
な
木
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
生
長
曲
線
を
描
け
ば
、
若
い

林
齢
の
木
は
旺
盛
に
生
長
し
ま
す
が
、

高
齢
の
木
は
あ
ま
り
生
長
し
な
い
と
い

う
カ
ー
ブ
が
描
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
樹
勢
が
あ
る
木
だ
っ

た
ら
、
高
齢
に
な
っ
て
も
も
っ
と
生
長

し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

森
林
簿
の
デ
ー
タ
と
サ
ン
プ
リ
ン
グ

の
デ
ー
タ
に
食
い
違
い
が
生
じ
、
サ
ン

プ
リ
ン
グ
の
ほ
う
が
高
い
と
い
う
の
は
、

こ
の
よ
う
に
昔
の
生
長
曲
線
を
使
い
続

け
て
い
る
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

間
伐
の
必
要
性

多
分
、
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上

に
材
積
は
多
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

間
伐
を
す
る
と
木
と
木
の
間
が
空
き

ま
す
。
つ
ま
り
枝
︵
樹
冠
︶
を
伸
ば
す

空
間
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
樹
冠
に
葉

が
つ
い
て
い
て
、
葉
が
光
合
成
を
し
ま

す
か
ら
、
間
伐
を
し
て
樹
冠
が
空
く
と
、

一
時
的
に
上
長
生
長
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

や
が
て
空
い
て
い
た
隙
間
に
も
枝
が
伸

び
て
い
っ
て
、
樹
冠
が
ふ
さ
が
る
と
、

多
分
、
樹
冠
が
空
く
前
と
同
じ
よ
う
な

生
長
率
に
戻
る
わ
け
で
す
。

大
々
的
に
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

日
本
に
お
け
る
︿
拡
大
造
林
﹀
と
は
、

こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
っ
た
出
来
事
で

す
。こ

れ
は
当
時
の
状
況
に
即
し
て
考
え

る
と
、
政
策
的
に
必
ず
し
も
間
違
っ
た

こ
と
だ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま

す
。
当
時
の
政
治
的
状
況
の
中
で
は
、

国
有
林
に
も
っ
と
伐
れ
、
と
い
う
圧
力

が
か
か
っ
て
い
た
と
い
う
の
も
事
実
で

す
。
日
本
的
な
拡
大
造
林
は
、
必
要
な

こ
と
を
行
な
っ
た
結
果
だ
と
思
う
ん
で

す
ね
。

木
材
生
産
量
の
適
正
値

現
在
Ｃ
Ｏ
2

固
定
の
た
め
に
間
伐
を

頑
張
っ
て
や
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

出
す
ほ
う
は
熱
心
な
の
で
す
が
需
要
の

喚
起
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

で
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
ぐ
ら
い
が
日

本
の
木
材
生
産
量
の
適
正
値
な
の
で
し

ょ
う
か
。

新
し
く
政
権
与
党
に
な
っ
た
民
主
党

で
は
﹁
木
材
自
給
率
を
50
％
に
し
よ
う
﹂

と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
た
め
に

は
、
お
そ
ら
く
５
０
０
０
万
k
ぐ
ら
い

の
木
材
生
産
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
る
ん
で
す
が
、
私
は
そ
の
数
字
は

少
し
大
き
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

生
長
量
を
見
る
と
年
間
８
０
０
０
万

k
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
こ
れ
は
立
木
と

し
て
の
量
で
、
民
主
党
が
言
っ
て
い
る

５
０
０
０
万
k
は
丸
太
に
し
た
と
き
の

量
で
す
。
歩
留
ま
り
を
考
え
る
と
、
こ

れ
は
ぎ
り
ぎ
り
の
数
字
で
す
。
ぎ
り
ぎ

り
の
と
こ
ろ
ま
で
伐
っ
て
し
ま
っ
て
い

い
の
か
、
と
い
う
の
が
私
が
危
惧
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

拡
大
造
林
で
人
工
林
を
つ
く
っ
て
い

た
の
は
、
１
９
７
０
年
（
昭
和
45
）
ぐ
ら

い
ま
で
で
す
。
こ
の
時
代
ま
で
は
、

﹁
こ
こ
に
は
こ
れ
以
上
人
工
造
林
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
﹂
と
い
う
場
所
に
ま

で
植
林
し
て
い
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

人
工
林
の
生
産
に
向
か
な
い
所
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
い

う
年
間
生
長
量
８
０
０
０
万
k
と
い
う

の
は
一
つ
の
目
安
で
あ
っ
て
、
あ
ま
り

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
伐
っ
て
し
ま
う
と
弊
害

が
生
じ
る
恐
れ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
生
長
量
か
ら
見
た
ら
、
50
％

達
成
で
は
な
く
40
％
な
の
か
45
％
な
の

か
、
そ
れ
ぐ
ら
い
が
伐
っ
て
も
構
わ
な

い
木
材
生
産
量
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
が
擁
す
る
材
積

ざ
い
せ
き

は

私
が
先
程
申
し
上
げ
た
Ｕ
字
型
の
回

復
と
い
う
の
は
、
縄
文
時
代
に
は
お
そ

ら
く
森
林
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
だ
ろ
う

と
し
て
、
そ
こ
か
ら
使
い
続
け
て
明
治

の
は
じ
め
ご
ろ
に
谷
底
ま
で
き
た
。
そ

れ
以
降
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
回
復
基

調
に
あ
る
、
と
い
う
非
常
に
長
い
ス
パ

ン
で
の
話
で
す
。
回
復
し
て
い
る
と
は

い
っ
て
も
、
人
間
の
数
が
全
然
違
い
ま
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で
す
か
ら
間
伐
が
遅
れ
て
い
る
森
林

で
は
、
材
積
は
多
い
け
れ
ど
、
ひ
ょ
ろ

ひ
ょ
ろ
と
細
長
い
、
あ
ま
り
使
い
も
の

に
な
ら
な
い
木
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

間
伐
が
必
要
だ
と
い
う
理
由
は
、
こ

う
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

特
に
檜
は
、
間
伐
を
し
な
い
で
お
く

と
、
森
林
を
ひ
ど
く
荒
廃
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
檜
林
に
は
下
草
が
生
え
な
い

上
に
、
檜
の
葉
は
分
解
し
に
く
い
の
で
、

そ
れ
が
土
壌
を
一
面
覆
う
よ
う
な
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
、
雨
水
が
浸
透
し
ま

せ
ん
。
表
土
も
流
れ
て
し
ま
い
、
明
ら

か
に
荒
れ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
日
本
の
森
林
面
積
が
約
２
５

０
０
万
ha
、
そ
の
内
、
人
工
林
が
１
０

０
０
万
ha
。
間
伐
が
遅
れ
て
い
る
森
林

と
い
う
の
は
、
そ
の
１
０
０
０
万
ha
の

３
分
の
１
程
度
だ
と
思
い
ま
す
。

自
己
間
引
き
す
る
よ
う
な
樹
種
で
し

た
ら
、
間
伐
せ
ず
に
放
っ
て
お
い
て
も
、

そ
れ
ほ
ど
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
杉
や
檜
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん

ど
自
己
間
引
き
し
な
い
樹
種
な
ん
で
す

ね
。
し
か
も
表
土
が
流
れ
ま
す
か
ら
、

根
が
露
出
し
て
き
て
、
台
風
や
大
雨
の

と
き
に
倒
壊
す
る
と
い
う
こ
と
も
起
き

て
く
る
の
で
す
。

国
有
林
と
民
有
林

国
有
林
は
東
北
、
北
海
道
に
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
東
北
で
は

明
文
保
証
が
厳
し
く
実
践
さ
れ
た
の
で
、

国
有
林
に
な
っ
た
率
が
非
常
に
高
い
。

お
そ
ら
く
明
治
政
府
に
対
す
る
抵
抗
が

大
き
か
っ
た
た
め
に
、
政
治
的
な
理
由

か
ら
厳
し
く
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
民
有
林
と
し
て
認
め
ら
れ
た

入
会
の
山
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
と

い
う
と
、
明
治
以
降
こ
の
行
政
単
位
は
、

お
そ
ら
く
江
戸
時
代
の
村
が
五
つ
か
六

つ
分
合
わ
せ
ら
れ
て
行
政
村

ぎ
ょ
う
せ
い
そ
ん

を
構
成
し
、

市
政
町
村
制
が
敷
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
村
の
人
た
ち
は
、
入
会
山

の
口
開
け
の
日
を
決
め
た
り
背
中
に
背

負
え
る
だ
け
し
か
伐
っ
て
は
い
け
な
い

だ
と
か
、
資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
内

部
的
な
規
制
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
。

同
時
に
、
外
部
的
な
規
制
も
し
て
い

ま
し
た
。
隣
村
の
人
た
ち
が
盗
伐
を
す

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
巡
回
を
す
る
だ
と

か
、
入
っ
て
こ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
状
況
の
中

で
行
政
村
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
わ

け
で
す
か
ら
、
な
か
な
か
大
変
な
こ
と

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
所
は
立

派
に
守
っ
て
き
た
の
に
、
隣
の
貧
弱
な

山
と
一
緒
に
さ
れ
て
た
ま
る
か
、
と
い

う
よ
う
な
気
分
も
生
じ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。そ

れ
で
何
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、

割
山

わ
り
や
ま

と
い
う
こ
と
を
し
た
の
で
す
。
割

山
と
い
う
の
は
、
共
有
だ
っ
た
山
を
そ

れ
ぞ
れ
個
人
の
所
有
に
分
割
す
る
こ
と

で
す
。

供
給
サ
イ
ド
の
整
備
と
し
て
、
具
体

的
に
は
林
道
整
備
が
あ
り
ま
す
。
道
を

つ
く
れ
ば
搬
出
費
も
安
く
な
り
ま
す
し
、

伐
採
の
機
械
化
も
進
み
ま
す
か
ら
、
林

業
経
営
に
と
っ
て
は
い
い
こ
と
な
の
で

す
。し

か
し
、
割
山
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
日
本
の
森
林
と
い
う
の
は
非
常
に

零
細
で
錯
綜
し
て
い
ま
す
の
で
、
難
し

い
の
が
実
情
で
す
。
つ
ま
り
林
道
を
つ

く
り
た
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
土

地
を
ま
た
い
で
つ
く
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
た
め
に
、
一
人
で
も
嫌
だ
と
い
う

人
が
い
た
場
合
に
は
つ
く
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
で
す
。

ま
た
は
、
条
件
付
き
統
一
と
い
う
こ

と
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
山

で
取
れ
た
も
の
は
、
そ
の
地
域
だ
け
で

使
っ
て
も
い
い
と
い
う
条
件
を
つ
け
る

か
ら
、
名
目
上
は
統
一
さ
せ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
も
の
で
す
。

あ
と
は
財
産
区
有
林
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
方
自
治
法
が
法

人
格
を
認
め
た
特
別
地
方
公
共
団
体
が

森
林
を
所
有
す
る
や
り
方
で
す
。
運
営

に
つ
い
て
の
取
り
決
め
は
、
市
区
町
村

の
条
例
で
、
最
高
責
任
者
は
市
区
町
村

長
が
担
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
入
会
の
山
は
、
い
ろ
い

ろ
な
形
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
た
だ
、

入
会
の
山
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
た
か
と

い
う
の
は
、
難
し
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

問
題
に
な
る
の
は
、
縄
延
べ
と
呼
ば

れ
る
現
象
で
す
。
山
で
は
測
量
が
い
い

加
減
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

新
た
に
分
割
さ
れ
た
所
は
正
確
に
測
量

さ
れ
る
た
め
に
、
残
っ
た
土
地
の
縄
延

べ
は
、
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
す
か
ら
実
態
を
知
る
の
は
、

な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
。

今
、
国
有
林
の
面
積
が
７
６
０
万
ha

で
す
け
れ
ど
も
、
１
８
９
９
年
（
明
治
32
）

下
げ
戻
し
法
と
い
う
法
律
が
で
き
ま
し

た
。
正
式
名
称
は
、
国
有
林
野
下
げ
戻

し
法
と
い
う
ん
で
す
が
、
国
有
林
に
囲

い
込
ま
れ
た
こ
と
に
文
句
の
あ
る
人
は

１
年
の
間
に
申
し
出
な
さ
い
、
と
い
う

法
律
で
す
。

こ
う
い
う
法
律
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
だ
け
召
し
上
げ
に
対
す
る

苦
情
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
と
き
出
て
き
た
の
が
２
０
０

万
ha
と
い
う
面
積
な
ん
で
す
よ
。
た
だ
、

実
際
に
民
間
所
有
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、

そ
の
約
２
割
の
40
万
ha
だ
け
だ
っ
た
の

で
す
が
。

で
す
か
ら
入
会
の
山
が
ど
れ
ぐ
ら
い

あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
係
争
に
か
か
る

所
だ
け
で
も
２
０
０
万
ha
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
も
っ
と
た
く
さ
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頑
張
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
よ
。
三
浦
し

を
ん
さ
ん
も
林
業
小
説
（『
神
去
な
あ
な
あ

日
常
』
徳
間
書
店
２
０
０
９
）
を
書
い
て
く

れ
ま
し
た
の
で
、
是
非
、
こ
う
い
う
こ

と
を
き
っ
か
け
に
し
て
林
業
が
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
的
な
認
証
制
度

▼
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（ForestS

tew
ardship

C
ouncil：

森
林
管

理
協
議
会
）
▼
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
（P

rogram
m
e
for
the

E
ndorsem

entofForestC
ertification

S
chem

es：
P
E
FC

森
林
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
前
身
は
汎
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
森
林
認
証
制
度
）
▼
Ｃ
Ｓ
Ａ
（C

a
n
a
d
ia
n

S
tandards

A
ssociation：

カ
ナ
ダ
規
格
協
会
）
▼
Ｓ

Ｆ
Ｉ
（S
ustainable

Forestry
Initiative：

持
続
可
能

な
林
業
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）

日
本
の
認
証
制
度

▼
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
（S

ustainable
G
reen

E
cosystem

C
ouncil：

緑
の
循
環
認
証
会
議
）

需
要
を
喚
起
す
る
仕
組
み

う
ち
の
大
学
の
学
部
長
は
農
業
経
済

学
の
専
門
家
な
ん
で
す
が
、
食
料
の
安

全
保
障
は
い
う
の
に
木
材
の
安
全
保
障

を
い
わ
な
い
の
は
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
、

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

食
料
が
外
国
か
ら
入
っ
て
こ
な
く
な

っ
た
ら
大
変
だ
、
と
い
う
こ
と
は
、
多

分
、
み
な
さ
ん
気
づ
い
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
木
材
が
入
っ
て

こ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、
す

ぐ
に
は
困
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
を
こ
れ
か
ら

建
て
よ
う
と
思
っ
て
い
た
人
は
困
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
取
り
敢
え
ず
住
む

家
は
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど

困
る
こ
と
は
な
い
。

そ
う
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
木
材
の
安

全
保
障
と
い
う
発
想
は
な
い
の
か
な
、

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
紙
は
必
需
品

で
す
か
ら
、
実
際
に
は
か
な
り
困
る
こ

と
に
な
る
は
ず
で
す
。

ず
っ
と
政
府
の
下
支
え
で
や
っ
て
い

く
と
い
う
の
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
需
要
を
喚
起
し
て
市

場
経
済
の
も
と
で
や
っ
て
い
か
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

ひ
ょ
ろ
長
い
木
は
、
建
材
に
は
無
理

で
も
紙
パ
ル
プ
に
は
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
伐
採
や
運
搬
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、

安
価
な
輸
入
材
に
か
な
わ
な
い
の
で
、

間
伐
材
を
チ
ッ
プ
に
し
て
紙
パ
ル
プ
に

利
用
す
る
と
い
う
林
野
庁
の
政
策
も
、

な
か
な
か
進
ま
な
い
で
す
ね
。

日
本
人
の
住
宅
へ
の
意
識
を
改
善
す

る
た
め
に
、
ち
ゃ
ん
と
教
育
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
す
。
少
な
く
と
も
住
宅

を
買
う
と
き
に
、
構
造
や
使
わ
れ
て
い

る
木
の
種
類
を
知
っ
て
か
ら
買
う
、
と

い
う
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

ご
飯
を
食
べ
る
と
き
に
は
、
ど
こ
の

お
米
か
気
に
し
て
買
っ
て
お
ら
れ
る
は

ず
な
ん
で
す
が
、
家
や
紙
を
買
う
と
き

に
は
気
に
し
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

家
を
売
る
と
き
に
も
、
シ
ス
テ
ム
キ

ッ
チ
ン
が
ど
こ
の
メ
ー
カ
ー
の
も
の
か

は
書
い
て
あ
る
の
に
、
ど
こ
の
木
を
使

っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
書
い
て
あ
り

ま
せ
ん
。
木
造
で
あ
れ
ば
基
本
と
し
て

ん
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
租
改
正
で
す
べ
て
の
土
地
に
所
有

者
が
明
確
化
し
て
、
税
金
が
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
入
会
の
山
は

民
有
第
二
種
に
分
類
さ
れ
ま
し
た
。
ち

な
み
に
民
有
第
一
種
が
普
通
の
地
券
に

な
り
ま
す
。
民
有
第
二
種
は
村
持
ち
の

山
で
す
か
ら
、
お
そ
ら
く
税
金
は
か
か

ら
な
い
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

森
林
認
証
の
制
度

ま
た
林
野
庁
で
は
︿
違
法
伐
採
木
材

対
策
事
業
﹀
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い

ま
す
。
日
本
で
使
う
木
は
、
合
法
的
に

伐
採
さ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
木
だ

け
を
使
い
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
取
り
決

め
で
す
。
た
だ
、
す
べ
て
に
お
い
て
実

現
す
る
の
は
不
可
能
な
の
で
、
グ
リ
ー

ン
購
入
法
で
、
国
が
購
入
す
る
木
材
、

木
製
品
、
紙
の
購
入
に
際
し
て
は
合
法

的
に
伐
採
さ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

木
材
を
使
う
こ
と
、
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
に
つ
い

て
も
、
努
力
目
標
に
し
て
く
れ
、
と
言

っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
森
林
認
証
制
度
で
す
。

国
際
的
な
認
証
制
度
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
と

い
う
の
は
、
１
９
９
３
年
（
平
成
５
）
に

カ
ナ
ダ
で
創
設
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
は
も
と
も
と
北
欧
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
つ
く
ら
れ
た
認
証
制
度
で
、

Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
や
り
方
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
や
り
方
を
認
め
合
う
相
互
認

証
と
い
う
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

日
本
に
お
け
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
第
一
号
は
三

重
県
の
速
水

は
や
み

林
業
で
す
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
と
い

う
の
は
認
証
を
取
る
の
に
非
常
に
お
金

が
か
か
る
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
そ
れ
で

日
本
型
の
認
証
制
度
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
（
エ
ス
ジ

ェ
ッ
ク
）
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

Ｆ
Ｓ
Ｃ
も
他
の
認
証
制
度
が
で
き
て

競
争
が
激
し
く
な
っ
た
の
で
、
だ
い
ぶ

安
く
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、
日
本
に
も

対
応
す
る
良
い
制
度
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
や
は
り
こ
う
い
う
も
の
も
、
ち

ゃ
ん
と
競
争
が
な
い
と
だ
め
で
す
ね
。

国
産
材
を
推
進
し
た
い
と
思
う
人
に

と
っ
て
は
、
相
互
認
証
を
や
ろ
う
と
す

る
と
、
日
本
の
木
も
外
国
の
木
も
同
じ

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
国

産
材
推
進
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
の
中
に
は
否
定
的
な
人
も
い

ま
す
。
私
個
人
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ

も
相
互
認
証
す
べ
き
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。林

野
庁
は
国
産
材
を
使
っ
て
も
ら
う

よ
う
な
政
策
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
一

方
経
産
省
で
は
外
材
を
し
っ
か
り
使
っ

て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
、
と
い
う
方

針
で
や
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
縦
割
り

行
政
の
弊
害
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
、
地
方
公
共
団
体
は
も
う
少

し
風
通
し
が
良
く
て
、
県
産
材
使
用
へ

の
助
成
が
出
て
い
ま
す
。

も
っ
と
小
さ
な
地
域
ビ
ル
ダ
ー
も
、

明
記
し
て
あ
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

今
は
古
紙
配
合
率
１
０
０
％
の
紙
が
、

環
境
に
一
番
優
し
い
紙
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
私
は
と
ん
で
も
な
い
話

だ
と
思
う
ん
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

も
必
ず
目
減
り
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、

新
し
い
紙
パ
ル
プ
を
足
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
古
紙
１
０
０
％
の
紙
を
同

じ
だ
け
の
量
で
永
久
に
は
つ
く
り
続
け

ら
れ
な
い
の
で
す
か
ら
、
足
し
て
い
く

新
し
い
パ
ル
プ
に
ど
う
い
う
も
の
を
使

う
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
考

え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

紙
の
生
産
も
持
続
可
能
な
循
環
の
中

に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
で
紙
に

関
し
て
は
古
紙
１
０
０
％
が
一
番
い
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
私

と
し
て
は
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。

今
は
国
産
材
の
価
格
が
下
が
り
す
ぎ

て
い
て
、
輸
入
材
よ
り
安
く
な
っ
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
価
格
か
ら
だ
け
で
見

た
競
争
力
と
い
う
点
か
ら
は
強
い
の
で

す
。た

だ
、
国
産
材
は
ま
と
ま
っ
て
出
て

こ
な
い
と
か
、
欲
し
い
と
き
に
手
に
入

ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
ま
だ

弱
い
。

本
当
の
意
味
で
の
市
場
競
争
力
は
、

供
給
サ
イ
ド
の
整
備
が
進
ま
な
い
と
生

ま
れ
て
こ
な
い
の
で
す
。
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樹木や動物や微生物といった生物だけではなく、

土壌や水や大気といった非生物も含めた森林生態系という複雑なフィールドで、

要因を特定できるデータを取り続ける徳地直子さん。

モニタリングとは成果を出すものではない、

という地道な作業から教えられた自然の懐の深さをうかがいました。

徳地直子
とくちなおこ

京都大学農学部卒業、同 林学科森林生態学研究室助手、同 附属演習林助教授を経て、改組により京都大学フィ

ールド科学教育研究センター准教授。森林生態系における大気-植物-土壌間での物質（特に窒素）の循環に関す

る研究。日本及びタイ・シベリア・アラスカなどの森林調査。近年は、森林の施業方法が森林環境に与える影響

や、里山でのタケの侵入の影響などについても調査している。

主な著書、論文に、『森里海連環学—森から海までの統合的管理を目指して』（共著／京都大学学術出版会2007）、

Tokuchi,N.,Hirobe,M.,Kondo,K.,Arai,H.,Hobara,S.,Fukushima,K.andMatsuura,Y.(2010)Soil

NitrogenDynamicsinLarchEcosystem.InPermafrostEcosystems:SiberianLarchForests.(eds.)Osawa,

A.andKajimoto,T.EcologicalStudies.Springer-Verlag(inpress).

森
・
里
・
海
の
連
環
学

私
た
ち
は
、
京
都
大
学
農
学
部
附
属

演
習
林
で
森
に
か
か
わ
る
研
究
を
し
て

き
ま
し
た
。
演
習
林
で
す
か
ら
、
も
と

も
と
は
林
学
実
習
を
支
援
し
て
い
た
ん

で
す
ね
。

海
の
ほ
う
で
は
水
産
実
験
所
、
植
物

の
ほ
う
で
は
亜
熱
帯
植
物
実
験
所
と
い

う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
研
究

を
続
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
海
と
か
森
と
か
、
分
け
て

考
え
る
の
っ
て
変
で
す
よ
ね
。
川
は
森

と
も
海
と
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、

つ
な
が
り
の
境
界
領
域
の
研
究
と
い
う

の
は
ど
う
し
て
も
弱
く
な
り
ま
す
。
研

究
者
も
現
わ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
融

合
し
て
一
緒
に
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
領
域
が
カ
バ
ー
で
き
る
じ
ゃ

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
川
１
本
を
流
域
す
べ
て
で

と
ら
え
、
周
り
に
住
ん
で
い
る
生
物
、

人
、
存
在
す
る
物
・
者
を
ひ
っ
く
る
め

て
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
い
う

﹁
流
域
管
理
﹂
と
い
う
と
ら
え
方
が
提

唱
さ
れ
た
の
で
す
。
２
０
０
３
年
（
平
成

15
）
４
月
に
は
、
旧
理
学
研
究
科
附
属

瀬
戸
臨
海
実
験
所
、
農
学
研
究
科
附
属

演
習
林
、
亜
熱
帯
植
物
実
験
所
、
水
産

実
験
所
の
４
施
設
を
統
合
し
て
︿
フ
ィ

ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
﹀
に
す
る
と
い
う
組

織
改
編
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
、
何
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

し
た
か
と
い
う
と
、
境
界
領
域
の
薄
さ

を
な
く
し
て
、
森
・
里
・
海
の
連
環
を

す
べ
て
ひ
っ
く
る
め
て
１
カ
所
で
考
え

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
連
環
学
と
い
う
発
想
は
、

で
き
た
ば
か
り
の
ま
だ
ま
だ
新
し
い
働

き
で
す
。

し
か
し
正
直
な
と
こ
ろ
、
一
緒
に
な

っ
て
は
み
た
も
の
の
、
私
は
森
の
研
究

者
で
す
し
、
舞
鶴
で
は
海
の
研
究
を
し

て
い
る
人
が
い
ま
す
。
別
に
個
々
に
閉

じ
て
い
て
も
不
都
合
は
な
い
の
で
す
。

京
都
大
学
は
福
井
県
・
滋
賀
県
に
接

す
る
京
都
府
北
東
部
に
芦
生
研
究
林
と

い
う
も
の
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

こ
こ
は
由
良
川
の
源
流
域
に
な
っ
て
い

ま
す
。

由
良
川

延
長
１
４
６
D
、
日
本
で
19
番
目
の
長
さ
、
流
域
面

積
は
１
８
８
２
H
で
京
都
府
の
41
％
を
占
め
、
そ
の

83
％
が
森
林
と
い
う
。

由
良
川
は
舞
鶴
水
産
実
験
所
の
あ
る

丹
後
海
に
注
い
で
い
る
の
で
、
由
良
川

で
森
と
海
が
結
ば
れ
て
い
る
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
流
域
全
体
で
木

材
を
使
っ
た
木
の
文
化
を
考
え
直
す
と

い
う
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
我
々

の
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
由
良
川
で
構

想
し
ま
し
た
。

生
態
系
だ
け
の
話
と
か
魚
だ
け
の
話

で
は
な
く
、
そ
こ
に
生
き
て
お
ら
れ
る

方
々
ま
で
含
め
て
、
ど
う
い
う
風
に
流

域
を
管
理
す
る
の
が
望
ま
し
い
か
、
と

森の保全と物質循環
求められる長いスパンと広い視野　
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人
工
林
が
里
山
と
比
べ
て
低
く
評
価

さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
多
分
、
最
近
で

き
た
ば
か
り
で
、
使
わ
れ
て
き
た
歴
史

を
持
た
な
い
か
ら
。
周
囲
で
生
活
す
る

人
に
と
っ
て
も
、
未
だ
馴
染
み
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
見
直

し
て
、
い
っ
ぺ
ん
整
理
し
な
く
て
は
い

け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
人
工
林
に
手

を
入
れ
て
、
人
工
林
で
な
く
す
る
、
と

い
う
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

単
に
間
伐
し
て
捨
て
置
く
ん
で
は
な

く
て
、
ち
ゃ
ん
と
使
っ
て
や
ら
な
い
と
、

人
工
林
と
し
て
の
価
値
が
生
ま
れ
な
い
。

木
も
気
の
毒
で
す
し
ね
。

で
す
か
ら
﹁
使
う
﹂
と
い
う
出
口
の

と
こ
ろ
を
、
こ
こ
で
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

事
務
所
の
隣
に
建
っ
て
い
る
の
は
、

木
材
利
用
の
出
口
を
つ
く
る
た
め
に
開

発
さ
れ
た
︿
Ｊ
ポ
ッ
ド
﹀
で
す
。

木
で
家
を
建
て
る
と
い
う
の
は
、
木

材
利
用
の
大
き
な
需
要
で
す
が
、
問
題

に
な
る
の
は
耐
震
性
が
弱
い
こ
と
で
す
。

耐
震
性
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
開
発
さ

れ
た
工
法
が
︿
Ｊ
ポ
ッ
ド
﹀
な
ん
で
す
。

j.P
od

ロ
の
字
型
の
木
枠
を
等
間
隔
に
並
べ
て
、
木
枠
の
四

隅
を
繋
い
で
箱
の
形
を
し
た
木
造
構
造
体
リ
ブ
フ
レ

ー
ム
を
主
要
構
造
材
と
し
て
、
高
剛
性
・
高
耐
力
・

高
靭
性
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
。
京
都
大
学
の
フ
ィ

ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
とj.P

od

開
発
グ
ル

ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
、
産
官
学
が
連
携
し
て
開
発

さ
れ
た
。j.P

od

ユ
ニ
ッ
ト
の
開
発
だ
け
で
な
く
、
既

存
の
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
に
適
用
す
る
提
案
も
行

な
っ
て
い
る
。
京
都
大
学
知
的
財
産
室
で
は
、
国
産

地
域
材
の
性
能
を
最
大
限
に
生
か
し
た
シ
ス
テ
ム
を

開
発
す
る
こ
と
で
、
林
業
、
地
域
産
業
、
住
環
境
と

い
う
異
分
野
を
つ
な
げ
、
同
時
に
再
生
を
図
る
こ
と

い
う
と
こ
ろ
を
考
え
て
い
く
﹁
森
里
海

連
環
学
に
よ
る
地
域
循
環
木
文
化
社
会

創
出
事
業
︵
木
文
化
事
業
︶
﹂
と
呼
ぶ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
ん
で
す
。

人
工
林
を
ど
う
す
る
か

私
と
し
て
は
、
日
本
の
森
林
と
か
人

工
林
が
、
ま
と
も
に
考
え
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
﹁
人
工
林

な
ん
て
、
環
境
に
良
く
な
い
の
と
違
う

の
？
﹂
と
い
う
見
方
し
か
な
い
の
で
は

な
い
で
す
か
。

こ
れ
だ
け
あ
る
人
工
林
を
、
ど
う
活

か
し
て
い
く
か
は
大
き
な
問
題
。
実
際

に
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
工
林
を
つ
く
っ

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
あ
る
程

度
処
分
し
て
い
か
な
い
と
、
次
の
展
開

が
で
き
ま
せ
ん
。

を
目
指
し
て
い
る
。

h
ttp
://w
w
w
.sa
ci.kyo

to
-u
.a
c.jp
/jP
o
d
H
P
/

隣
地
に
建
っ
て
い
る
の
は
、
和
歌
山

研
究
林
で
収
穫
さ
れ
た
木
材
を
使
っ
た

ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。

︿
Ｊ
ポ
ッ
ド
﹀
の
シ
ス
テ
ム
が
わ
か
る

よ
う
に
、
壁
を
張
っ
て
い
な
い
小
さ
な

タ
イ
プ
の
建
物
が
、
京
都
大
学
農
学
部

の
敷
地
内
に
建
っ
て
い
ま
す
。
市
販
も

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
ま
だ
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

従
来
で
す
と
柱
と
梁
で
支
え
る
構
法

で
す
か
ら
、
材
に
あ
る
程
度
の
太
さ
が

な
い
と
ダ
メ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ

だ
と
間
伐
材
が
利
用
で
き
る
ん
で
す
よ
。

稀
有
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
合
う

私
は
Ｓ
エ
リ
ア
と
呼
ん
で
い
る
民
有

林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
、
人
工
林
の

伐
採
な
ど
の
施
業
が
流
出
水
の
水
質
や

水
量
に
与
え
る
影
響
を
調
べ
て
い
ま
す
。

流
出
水
に
含
ま
れ
る
溶
存
物
質
の
濃
度

や
量
は
、
森
林
生
態
系
の
内
部
の
状
態

を
反
映
し
て
い
ま
す
か
ら
、
森
林
の
健

康
状
態
の
指
標
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。Ｓ

エ
リ
ア
は
、
ゴ
マ
ダ
ン
サ
ン
（
護
摩

壇
山
　
標
高
１
３
７
２
ｍ
）
試
験
地
と
呼
ば

れ
る
地
域
に
あ
り
、
細
か
い
峰
が
あ
る

特
徴
的
な
地
形
で
、
谷
筋
に
は
魚
骨
状

に
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
前
任
者
の
大

畠
誠
一
教
授
が
、
一
目
見
て
研
究
フ
ィ
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ー
ル
ド
と
し
て
の
可
能
性
に
着
目
し
て
、

所
有
者
に
協
力
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

デ
ー
タ
を
取
る
た
め
に
は
、
林
齢
が
わ

か
っ
て
い
て
比
較
が
可
能
、
と
い
う
不

可
欠
な
条
件
を
備
え
た
フ
ィ
ー
ル
ド
に

出
合
え
た
の
で
す
。
メ
イ
ン
の
流
れ
は

東
西
方
向
に
流
れ
、
山
の
平
均
斜
度
は

40
度
、
地
質
は
中
古
生
層
砂
岩
頁
岩

け
つ
が
ん

互

層
で
す
。

紀
州
は
ブ
ナ
の
生
育
の
南
限
に
あ
た

り
ま
す
が
、
Ｓ
エ
リ
ア
の
植
生
は
も
と

も
と
モ
ミ
・
ツ
ガ
林
も
し
く
は
ブ
ナ
林

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

１
９
１
２
年
（
大
正
元
）
か
ら
１
９
１

６
年
（
大
正
５
）
に
か
け
て
皆
伐

か
い
ば
つ

し
た
と

い
う
記
録
が
﹁
森
林
簿
﹂
と
い
う
森
林

の
戸
籍
に
あ
た
る
記
録
簿
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
植
林
と
伐
採
が
繰
り

返
さ
れ
ま
し
た
。

皆
伐
後
に
植
林
さ
れ
て
以
降
は
、
結

果
と
し
て
ド
イ
ツ
式
の
森
林
経
営
で
あ

る
﹁
法
正
林
施
業
﹂
に
準
じ
た
経
営
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
集
水

域
ご
と
に
林
齢
が
異
な
り
、
Ｓ
エ
リ
ア

に
は
、
地
形
と
林
齢
と
い
う
二
つ
の
研

究
条
件
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

法
正
林
施
業

19
世
紀
、
ド
イ
ツ
の
フ
ン
デ
ス
ハ
ー
ゲ
ン
が
提
唱
し

た
林
業
の
理
論
体
系
。
実
際
の
森
林
経
営
は
木
材
の

需
要
量
や
価
格
、
災
害
な
ど
に
左
右
さ
れ
や
す
い
も

の
だ
が
、
毎
年
の
生
長
量
に
見
合
う
分
量
の
立
木
を

伐
採
、
植
林
し
て
、
持
続
的
に
森
林
経
営
が
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
出
さ
れ
た
。

ま
た
異
な
る
林
齢
が
そ
ろ
っ
て
い
る

こ
と
で
、
そ
の
時
の
林
齢
比
較
だ
け
で

は
な
く
、
年
を
追
う
ご
と
に
成
長
し
て

同
じ
林
齢
に
達
し
た
森
林
群
の
個
性
を
、

時
系
列
で
検
証
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
こ
は
40
カ
所
の
区
域
に
分
か
れ
、

34
カ
所
に
は
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。

植
林
は
戦
争
で
一
時
中
断
し
て
い
ま
す

が
、
中
に
は
皆
伐
か
ら
３
代
目
に
あ
た

る
区
域
も
あ
り
、
90
年
生
か
ら
植
栽
直

後
ま
で
の
針
葉
樹
が
生
え
て
い
ま
す
。

植
え
ら
れ
て
い
る
の
は
主
に
杉
。
檜

ひ
の
き

は
肥
沃
な
土
地
だ
と
成
長
が
早
く
な
り

す
ぎ
て
、
品
質
の
良
い
木
が
育
た
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
か
え
っ
て
地

味
の
痩
せ
て
い
る
所
に
植
え
る
傾
向
が

あ
り
、
尾
根
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

物
質
循
環
を
調
べ
る

森
林
の
こ
と
を
お
話
し
す
る
わ
け
で

す
が
、
こ
こ
で
対
象
と
す
る
の
は
樹
木

や
動
物
や
微
生
物
と
い
っ
た
生
物
だ
け

で
は
な
く
、
土
壌
や
水
や
大
気
と
い
っ

た
非
生
物
も
含
め
た
、
い
わ
ば
複
雑
系

の
話
に
な
り
ま
す
か
ら
、
森
林
生
態
系

と
呼
ぶ
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

森
林
生
態
系
は
火
災
・
台
風
・
虫
害
と

い
っ
た
自
然
な
攪
乱

か
く
ら
ん

か
ら
だ
け
で
は
な

く
、
伐
採
な
ど
の
人
工
的
、
人
為
的
な

攪
乱
か
ら
も
影
響
を
受
け
ま
す
。

最
近
で
は
、
化
石
燃
料
の
使
用
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
の
上
昇
が
主
な
原
因
と

考
え
ら
れ
る
、
酸
性
降
下
物
の
増
加
や

温
暖
化
も
、
森
林
生
態
系
に
多
大
な
影

響
を
与
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
攪
乱
の
影
響

が
、
流
出
水
に
含
ま
れ
る
溶
存
物
質
の

濃
度
や
量
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
調
べ

ら
れ
る
の
で
す
。

現
在
は
、
﹁
集
水
域
の
水
質
形
成
を

定
量
化
す
る
こ
と
﹂
を
目
的
に
し
て
、

川
筋
ご
と
の
水
位
を
機
械
的
に
５
分
ご

と
に
計
測
、
記
録
し
て
い
ま
す
。
降
水

量
と
降
水
水
質
も
計
測
し
て
、
水
収
支

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

森
林
生
態
系
で
は
、
私
た
ち
が
呼
吸

を
し
た
り
食
事
を
摂
っ
た
り
す
る
の
と

同
様
に
、
生
物
と
非
生
物
間
で
や
り
取

り
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
や
り
と

り
を
﹁
物
質
循
環
﹂
と
い
い
ま
す
。

植
物
が
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

を
光
合
成

に
よ
っ
て
固
定
し
、
植
物
体
を
形
成
す

る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知

で
す
よ
ね
。
植
物
体
に
合
成
さ
れ
た
炭

素
の
大
部
分
は
、
落
葉
・
落
枝
や
枯
死

神
納
川

古
川

小
森
谷

アズ
マタ
谷

湯川川

事務所
教育研究棟
（j Pod）

足
谷

風
呂
谷

Sエリア

和歌山研究林

大型機械倉庫

写
真
撮
影
地
点

十
津
川

有田川
湯川川

和歌山県

奈良県

三重県

大阪府

神納川

熊野川
（新宮川）

紀ノ川

北
山
川

高野山

燈明崎

和歌浦湾

和歌山線

阪和線

紀
勢
本
線

和歌山

紀伊田辺

海南

箕島

御坊

新宮

橋本

紀勢本線

S
エ
リ
ア

和
歌
山
研
究
林
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れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の

ミ
ネ
ラ
ル
分
は
土
壌
の
母
材
と
な
る
鉱

物
を
起
源
と
し
て
、
多
量
に
存
在
す
る

か
ら
で
す
。

現
在
は
無
機
成
分
の
大
小
関
係
し
か

検
証
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
有
機
成
分

の
定
量
化
ま
で
視
野
に
入
れ
て
研
究
を

進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

植
生
の
流
出
水
量
調
節

Ｓ
エ
リ
ア
で
は
ま
た
、
攪
乱
が
流
出

水
量
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
州
のC

o
w
e
e
ta

水
文

す
い
も
ん

試
験
地
で

も
１
９
６
０
年
代
（
昭
和
35
〜
）
か
ら
研

究
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
伐
採
に

よ
っ
て
植
生
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
植

生
の
あ
る
集
水
域
に
比
べ
て
、
降
水
が

河
川
に
流
出
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
い
ス
パ
ン
で
考
え
る

実
は
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
12
月
か

ら
北
海
道
・
標
茶

し
べ
ち
ゃ

の
根
釧
原
野
に
あ
る

研
究
林
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
と
は

い
っ
て
も
、
す
ぐ
に
こ
こ
で
の
研
究
を

や
め
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

の
で
、
間
隔
は
開
い
て
し
ま
い
ま
す
が
、

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
先
程
お
見
せ
し
た
Ｓ
エ
リ
ア
で

の
研
究
は
福
島
慶
太
郎
君
と
い
う
博
士

に
よ
っ
て
微
生
物
に
分
解
さ
れ
、
土
壌

呼
吸
を
経
て
Ｃ
Ｏ
２

と
し
て
再
び
大
気

中
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
窒
素
は
大
気
の
79
％
を
占
め
、

ガ
ス
態
で
の
動
き
を
持
つ
点
で
は
炭
素

と
同
様
で
す
。
し
か
し
、
大
気
中
の
窒

素
を
利
用
可
能
な
形
に
変
換
す
る
た
め

に
は
、
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と

な
る
の
で
、
移
動
に
際
し
て
炭
素
の
よ

う
な
経
路
を
と
り
ま
せ
ん
。

窒
素
は
、
枯
死
・
脱
落
し
た
有
機
態

窒
素
が
長
い
時
間
を
か
け
て
分
解
さ
れ

て
、
生
態
系
内
に
無
機
態
の
形
で
蓄
積

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
無
機
態

と
し
て
存
在
す
る
の
は
、
大
気
中
に
存

在
す
る
有
機
態
の
窒
素
に
比
べ
て
、
ほ

ん
の
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

無
機
態
窒
素
は
、
主
に
ア
ン
モ
ニ
ア

態
窒
素
と
硝
酸
態
窒
素
と
し
て
存
在
し

ま
す
。
窒
素
は
い
っ
た
ん
無
機
化
さ
れ

る
と
、
土
壌
溶
液
に
溶
け
込
ん
だ
り
し

て
か
ら
、
植
物
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。

窒
素
の
量

Ｓ
エ
リ
ア
で
は
流
出
水
の
中
に
含
ま

れ
る
窒
素
の
量
を
量
る
こ
と
で
、
攪
乱

に
よ
る
影
響
や
樹
木
の
生
長
に
伴
う
窒

素
の
利
用
量
の
変
化
な
ど
を
追
っ
て
い

ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
窒
素
は
植
物
の
生
長
を

制
限
す
る
要
因
だ
か
ら
で
す
。

伐
採
攪
乱
が
物
質
循
環
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
のH

u
b
b
a
r
d

B
ro
o
k

森
林
試
験
流
域
で
の
研
究
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
水
収
支
の
測
定
が
可
能
な

集
水
域
に
近
接
す
る
２
カ
所
の
小
集
水

域
に
お
い
て
、
１
カ
所
は
樹
木
を
伐
採

し
、
も
う
一
方
は
伐
採
し
な
い
と
い
う

﹁
対
照
流
域
法
﹂
に
よ
っ
て
、
植
生
の

除
去
︵
伐
採
︶
に
よ
る
森
林
生
態
系
の

物
質
循
環
を
追
跡
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
Ｓ
エ
リ
ア
で
行
な
っ
て
い

る
の
も
こ
の
﹁
対
照
流
域
法
﹂
で
、
２

カ
所
ど
こ
ろ
か
40
カ
所
も
の
比
較
対
照

が
で
き
る
試
験
地
を
使
う
こ
と
は
、
非

常
に
稀
な
恵
ま
れ
た
環
境
な
の
で
す
。

こ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
と
既
存
の

研
究
か
ら
、
伐
採
に
伴
う
渓
流
水
の
水

質
の
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
以
下
の

４
点
に
ま
と
め
ま
し
た
。

１
　
森
林
の
伐
採
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

吸
収
さ
れ
て
い
た
養
分
物
質
︵
特

に
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
︶
が
土
壌

中
に
余
剰
と
な
る

２
　
余
剰
と
な
っ
た
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒

素
が
土
壌
微
生
物
に
使
わ
れ
る

３
　
土
壌
微
生
物
に
も
使
い
き
れ
な
い

余
剰
が
硝
化
さ
れ
る

４
　
生
成
さ
れ
た
硝
酸
が
土
壌
中
を
移

動
し
て
、
渓
流
水
中
に
流
出
す
る

硝
酸
態
窒
素
は
、
林
齢
以
外
の
個
性

︵
地
形
な
ど
︶
に
ほ
と
ん
ど
左
右
さ
れ

ま
せ
ん
。
一
方
、
カ
リ
ウ
ム
や
カ
ル
シ

ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
個
性
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
水
質
に
表
わ

14-15ページの写真は、Sエリアの全景。
右の地図の中央にプロットした赤丸の
地点から東に向かって撮影した。
左大：Sエリアの西側に並ぶ魚骨状の流
れ。いわば肋骨の一つ。
左小：水量は機械的に5分ごとに計測。
上：小さな堰を設けると、水量の変化
が敏感に測定できる。

右地図2点：国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル
25000)「和歌山、奈良、大阪、三重」および国
土交通省国土数値情報「流路データ（昭和52年）、
鉄道データ（平成20年）、道路データ（平成7年）」
より編集部で作図。



時
間
と
手
間
を
か
け
て
お
い
し
い
ご
飯

を
炊
く
こ
と
の
価
値
、
そ
こ
か
ら
生
じ

る
灰
を
庭
に
撒
い
て
再
び
樹
木
の
栄
養

と
し
て
循
環
さ
せ
る
こ
と
の
価
値
を
、

認
め
る
よ
う
な
発
想
の
転
換
が
必
要
と

思
い
ま
す
。

古
い
こ
と
は
全
部
悪
い
、
新
し
い
こ

と
が
全
部
良
い
、
と
い
う
の
で
は
な
い

新
た
な
価
値
観
を
獲
得
で
き
れ
ば
、
物

事
が
今
と
は
少
し
違
っ
た
方
向
に
動
き

出
す
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

﹁
時
間
が
か
か
っ
て
も
私
は
こ
う
い
う

生
き
方
を
す
る
﹂
と
考
え
る
人
が
出
て

き
た
ら
、
何
か
希
望
が
持
て
る
か
な
あ
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

無
茶
苦
茶
遊
ぶ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
林
が
あ
っ
て
も
い
い
。
環
境
教
育
の

た
め
に
あ
ら
ゆ
る
所
に
看
板
を
立
て
ま

く
る
環
境
林
が
あ
っ
て
も
い
い
し
、
Ｃ

Ｏ
２

が
ど
れ
だ
け
吸
収
で
き
る
か
マ
ッ

ク
ス
を
追
求
す
る
実
験
林
が
あ
っ
て
も

い
い
。
も
っ
と
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み

た
ら
い
い
。
価
値
観
を
も
っ
と
バ
ラ
か

し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す

私
が
行
な
っ
て
い
る
物
質
循
環
の
話

に
戻
り
ま
す
が
、
先
程
お
話
し
し
た
フ

ィ
ー
ル
ド
で
の
実
験
は
林
齢
と
水
質
、

水
量
の
関
係
を
調
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
に
も
、
林
齢
は
関
係
な
く
し
て
、

土
壌
の
深
さ
や
標
高
差
に
応
じ
て
、
流

出
さ
れ
る
物
質
が
変
化
す
る
か
ど
う
か

と
い
う
研
究
も
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
研
究
は
以
前
も
行
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
た
だ
私
た
ち
の
研
究
に

18

研
究
員
と
最
初
か
ら
一
緒
に
や
っ
て
い

ま
す
。
２
０
０
２
年
（
平
成
14
）

に
彼
が
卒

業
研
究
と
し
て
始
め
、
現
在
で
９
年
目

で
す
が
、
森
林
の
成
立
や
樹
の
寿
命
な

ど
を
考
え
る
と
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

日
本
に
は
長
期
の
フ
ァ
ン
ド
が
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
長
期
の
研
究
を
日

本
で
行
な
う
の
は
難
し
い
の
で
す
。
日

本
で
長
期
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
文

部
科
学
省
の
５
年
の
科
学
研
究
費
が
最

長
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
系
の
話
に
な
る
と
、

５
年
は
長
期
と
は
い
え
な
い
で
す
よ
ね
。

も
っ
と
長
期
的
な
フ
ァ
ン
ド
が
欲
し
い

な
あ
、
と
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ん
か

は
２
０
０
年
と
か
３
０
０
年
の
フ
ァ
ン

ド
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

10
年
オ
ー
ダ
ー
と
い
う
の
は
当
た
り
前

に
あ
り
ま
す
が
、
10
年
で
は
安
定
し
て

研
究
が
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
２

０
０
年
の
フ
ァ
ン
ド
を
つ
く
ろ
う
と
し

て
い
る
ん
で
す
。

そ
う
い
う
気
運
が
出
て
き
て
い
る
と

き
に
、
日
本
は
５
年
で
す
か
ら
ね
え
。

そ
の
辺
の
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
と
い
う
こ

と
に
、
も
っ
と
気
づ
い
て
ほ
し
い
な
と
。

森
林
の
水
質
分
析
の
研
究
は
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
圧
倒
的
に
進
ん

で
い
ま
す
。
基
礎
研
究
の
重
視
な
ど
が

要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
研
究
成
果
が
認

め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
デ
ー

タ
量
が
多
い
こ
と
が
必
須
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
逆
に
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
デ
ー

タ
が
少
な
く
研
究
成
果
が
上
が
っ
て
き

ま
せ
ん
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は
成
果
を
出
す
も

の
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
成
果
を
早
急

に
出
す
こ
と
だ
け
が
、
求
め
ら
れ
過
ぎ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
の
森

林
の
状
況
は
、
50
年
前
で
す
ら
デ
ー
タ

が
な
い
。
写
真
す
ら
、
き
ち
ん
と
そ
ろ

っ
て
い
な
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
Ｓ
エ

リ
ア
は
、
た
ま
た
ま
非
常
に
条
件
が
そ

ろ
っ
て
い
た
と
い
う
稀
有
な
例
。

私
は
一
般
書
を
書
く
ほ
ど
の
文
章
力

も
な
い
し
、
研
究
を
実
際
の
暮
ら
し
の

役
に
立
つ
事
柄
に
、
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
情
報
に
触
れ
た
人

は
﹁
へ
え
﹂
と
思
っ
て
く
れ
る
ん
で
す

が
、
そ
の
間
を
埋
め
る
橋
渡
し
役
の
よ

う
な
人
材
が
、
日
本
に
は
い
な
い
ん
で

す
ね
。

学
芸
員
な
ど
の
よ
う
な
、
一
般
の
方

に
新
し
い
知
見
を
伝
え
て
く
れ
る
、
そ

う
い
う
方
を
も
っ
と
育
て
て
い
っ
て
ほ

し
い
な
と
。

価
値
観
を
バ
ラ
か
す

大
切
な
の
は
、
森
林
に
対
す
る
啓
蒙

活
動
。
発
想
の
転
換
と
価
値
観
の
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
が
近
代
化
す
る
過
程
で
、
薪
で

も
た
も
た
ご
飯
を
炊
く
の
は
遅
れ
て
い

る
こ
と
、
と
考
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。し

か
し
、
そ
の
価
値
観
を
見
直
し
て
、
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カマドウマに寄生しているが、水がある場所でないと卵が産めないため、産卵期になるとカマドウマの脳を操作
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よ
っ
て
、
硝
酸
態
に
形
を
変
え
た
窒
素

の
濃
度
を
決
定
す
る
最
大
の
要
因
が
林

齢
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
デ
ー
タ
か
ら

確
認
で
き
た
こ
と
と
、
そ
れ
が
集
水
域

の
個
々
の
特
質
に
起
因
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
地
域
で
は
林
齢
に
起
因
す
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と

が
、
新
し
い
発
見
と
い
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
﹁
一
定
期

間
に
間
伐
を
行
な
い
な
が
ら
、
森
林
更

新
を
促
し
た
ほ
う
が
安
定
し
て
良
い
水

質
が
得
ら
れ
る
﹂
と
言
っ
て
い
い
も
の

か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。

人
間
に
と
っ
て
は
安
定
し
た
良
い
水

質
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
の
生

物
に
と
っ
て
、
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な

い
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
藻
類
に
と
っ

て
は
栄
養
の
な
い
カ
ス
カ
ス
の
水
が
き

て
も
ら
っ
て
は
困
る
の
で
す
。
あ
る
程

度
栄
養
分
の
あ
る
水
の
ほ
う
が
う
れ
し

か
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。

い
っ
た
い
、
誰
に
と
っ
て
良
い
水
質

な
の
か
が
問
題
で
す
ね
。
し
か
も
、
悪

い
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
が
飲
ん
で
何

か
問
題
が
起
き
る
よ
う
な
水
質
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
。

そ
う
考
え
て
み
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な

水
質
の
水
が
川
に
供
給
さ
れ
て
も
、
川

は
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
て
、
そ
れ
な
り

の
生
態
系
が
成
り
立
つ
の
で
す
。
安
定

し
た
良
い
水
を
排
出
す
る
森
林
も
あ
れ

ば
、
伐
ら
れ
た
ば
か
り
で
濁
っ
た
水
を

出
す
森
林
も
あ
る
。
そ
れ
が
ま
た
育
っ

て
き
て
、
窒
素
を
た
く
さ
ん
蓄
積
で
き

る
森
林
に
な
る
。
こ
う
い
う
多
様
性
が

あ
っ
た
ほ
う
が
、
生
態
系
に
と
っ
て
は

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

節
度
を
持
っ
た
許
容

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
混
ざ
っ
て
、
多

様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
生
態
系

に
と
っ
て
許
容
範
囲
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
森
が

あ
っ
た
ほ
う
が
、
多
様
性
が
で
き
ま
す
。

多
様
性
を
目
指
す
と
い
う
の
は
変
な
言

い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

許
容
範
囲
と
い
っ
た
の
は
、
自
然
界

で
起
き
る
こ
と
は
、
生
態
系
を
壊
滅
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
る
と
い
う
意
味
で
す
。
農
薬
な
ど
の

人
工
物
は
、
自
然
界
で
は
あ
り
得
な
か

っ
た
物
質
で
あ
り
、
し
か
も
あ
り
得
も

し
な
い
濃
度
で
入
っ
て
く
る
か
ら
問
題

に
な
る
の
で
す
。
い
く
ら
多
様
だ
と
い

っ
て
も
、
そ
れ
は
許
容
範
囲
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
多
様
性
と
は
呼
べ
ま
せ
ん
。

こ
の
地
域
に
流
れ
る
有
田
川
を
調
べ

た
の
で
す
が
、
意
外
な
程
、
水
質
が
良

く
、
人
が
住
ん
で
い
る
影
響
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
多

分
、
地
域
の
人
が
水
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
川

が
持
つ
浄
化
能
力
と
住
ん
で
い
る
人
の

数
の
バ
ラ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
お
そ
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ら
く
住
ん
で
い
る
人
の
数
が
、
川
の
許

容
範
囲
を
超
え
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
汚
さ
れ
て
も
戻
れ
る
ん
で
す

よ
。
人
間
の
行
為
に
よ
る
攪
乱
作
用
が
、

一
体
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の
か
が
、
こ

れ
か
ら
は
問
題
に
な
り
ま
す
ね
。
今
ま

で
は
自
然
の
攪
乱
作
用
、
例
え
ば
台
風

や
土
砂
崩
れ
に
比
べ
て
人
間
が
与
え
る

攪
乱
作
用
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
影
響
を
与

え
る
の
か
が
、
明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
が
わ
か
れ
ば
、
森
林

を
ど
の
程
度
伐
採
し
て
も
い
い
か
が
わ

か
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

従
来
、
森
林
生
態
系
に
お
け
る
窒
素

は
不
足
し
て
い
て
、
い
か
に
効
率
よ
く

用
い
る
か
が
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
化
石
燃
料
の
使
用
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
の
上
昇
に
よ
っ
て
、

大
気
か
ら
の
窒
素
降
下
物
が
増
加
。
生

態
系
で
の
窒
素
要
求
量
を
上
回
り
、
窒

素
が
余
剰
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

渓
流
か
ら
流
出
し
た
窒
素
が
下
流
を
汚

染
す
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。

森
林
生
態
系
も
、
伐
採
に
よ
る
攪
乱

の
影
響
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
多
く

の
要
因
を
視
野
に
入
れ
て
研
究
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
ま
ず
は
自
然
攪
乱
が
森

林
に
与
え
る
影
響
を
定
量
化
し
て
、
許

容
範
囲
の
中
で
人
間
の
行
為
を
ど
こ
に

位
置
づ
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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森を守るために

消費地が今できること
用材を使いながら森を守ることには限界があるのではないか、

という仮説に真っ向から挑戦しているのが

〈森の町内会〉の活動を推進する半谷栄寿さんです。

「市場経済の力で、日本の森林はまだまだ救える」と

企業人の立場から、さまざまな仕組みを考え出しています。

日常性の中で、継続的な「森への貢献」の意識づけを醸成する、

その仕組みの数々を紹介します。

需
要
サ
イ
ド
か
ら

供
給
サ
イ
ド
に

︿
森
の
町
内
会
﹀
は
、
約
１
年
間
の
準

備
期
間
を
持
っ
て
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）

の
12
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

簡
単
に
言
う
と
、
紙
パ
ル
プ
と
し
て

間
伐
材
の
利
用
を
推
進
す
る
の
が
、

︿
森
の
町
内
会
﹀
の
活
動
で
す
。

し
か
し
、
伐
採
や
運
搬
コ
ス
ト
を
考

え
る
と
、
安
価
な
輸
入
材
に
か
な
わ
な

い
の
で
、
間
伐
し
て
も
利
用
さ
れ
ず
に

切
り
捨
て
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
山

が
多
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
間
伐
自

体
が
行
な
わ
れ
ず
に
荒
廃
し
た
森
林
も

あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
現
実
を
打
破
し
よ
う
と
す
る

︿
森
の
町
内
会
﹀
の
仕
組
み
を
ご
説
明

し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
﹁
需
要
サ
イ
ド
か
ら
供
給

サ
イ
ド
に
行
っ
て
い
る
﹂
と
表
現
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
発
想
が
︿
森
の
町
内

会
﹀
の
仕
組
み
を
動
か
す
鍵
に
な
り
ま

す
。市

場
側
が
ま
ず
間
伐
促
進
費
を
上
乗

せ
し
た
グ
リ
ー
ン
購
入
の
仕
組
み
を
つ

く
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。使

用
す
る
紙
に
間
伐
促
進
費
を
上
乗

せ
し
た
製
品
を
指
定→

間
伐
促
進
費
を

上
乗
せ
し
た
間
伐
材
チ
ッ
プ
を
製
紙
メ

ー
カ
ー
が
仕
入
れ
る→

森
林
組
合
に
間

伐
促
進
費
が
支
払
わ
れ
る
、
と
い
う
仕

組
み
で
す
。

間
伐
促
進
費
は
紙
を
指
定
し
た
ユ
ー

ザ
ー
に
よ
っ
て
先
に
支
払
わ
れ
ま
す
か

ら
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
も
安
心
し
て
割
高

な
間
伐
材
チ
ッ
プ
を
仕
入
れ
ら
れ
ま
す

し
、
森
林
組
合
も
間
伐
促
進
費
を
受
け

取
る
こ
と
で
、
利
用
せ
ず
に
切
り
捨
て

て
い
た
間
伐
材
を
、
輸
送
し
て
商
品
化

ま
で
で
き
る
ん
で
す
ね
。

こ
れ
が
も
し
供
給
サ
イ
ド
か
ら
の
流

れ
で
、
何
ha
間
伐
し
た→

不
承
不
承
だ

け
れ
ど
、
割
高
な
間
伐
材
チ
ッ
プ
を
製

紙
メ
ー
カ
ー
が
買
っ
て
く
れ
た→

そ
の

コ
ス
ト
を
載
せ
た
割
高
な
紙
を
つ
く
っ

て
は
み
た
け
れ
ど
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た

︱
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
１
回
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

志
は
あ
り
な
が
ら
、
従
来
う
ま
く
機

能
し
て
い
な
か
っ
た
グ
リ
ー
ン
購
入
の

仕
組
み
は
、
こ
の
よ
う
な
供
給
サ
イ
ド

か
ら
の
働
き
か
け
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
方
式
を
採
用

私
た
ち
は
、
１
o
あ
た
り
15
円
の
間

伐
促
進
費
を
上
乗
せ
し
た
こ
の
紙
を

︿
間
伐
に
寄
与
す
る
紙
﹀
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
︿
間
伐
に
寄
与
す
る
紙
﹀
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
間
伐
促
進
費
が
貯
ま

り
ま
す
。
製
紙
メ
ー
カ
ー
は
、
貯
ま
っ

た
分
だ
け
割
高
な
間
伐
材
チ
ッ
プ
の
仕

入
れ
を
し
ま
す
。

仕
入
れ
は
１
年
間
で
帳
尻
を
合
わ
せ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
は
東
京
の
企
業
71
社
が
４
１

５
ｔ
の
︿
間
伐
に
寄
与
す
る
紙
﹀
を
使

用
し
て
約
30
ha
の
間
伐
を
促
進
し
ま
し

た
。
︿
間
伐
に
寄
与
す
る
紙
﹀
と
い
う

製
品
名
か
ら
も
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
紙
に
含
ま
れ
る
間
伐
材
の
含

有
量
は
ま
っ
た
く
問
題
に
し
て
い
ま
せ

ん
。
紙
の
使
用
が
先
に
行
な
わ
れ
ま
す

か
ら
、
使
わ
れ
た
紙
に
は
極
端
な
話
、

協
力
関
係
に
あ
る
岩
手
県
の
岩
泉
町
・

葛
巻
町
及
び
、
青
森
県
の
三
沢
市
の
間

伐
材
が
１
ｇ
も
入
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
も
起
こ
り
得
る
の
で
す
。

要
す
る
に
環
境
ブ
ラ
ン
ド
を
冠
す
る

紙
の
重
量
と
間
伐
材
チ
ッ
プ
の
重
量
が

同
じ
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
間
伐
そ
の

も
の
を
促
進
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て

い
る
ん
で
す
。
同
重
量
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

方
式
と
考
え
て
い
た
だ
く
と
わ
か
り
や

す
い
と
思
い
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
方
式

ク
レ
ジ
ッ
ト
（credit

）
の
語
源
は
、
ラ
テ
ン
語
の

ク
レ
ド
（cred

）
で
「
信
用
」
を
意
味
す
る
。

京
都
議
定
書
で
約
束
し
た
排
出
削
減
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
途
上
国
に
お
け
る
排
出
削
減
事
業
（
Ｃ

Ｄ
Ｍ
）
の
実
施
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
）
の
取
引
を
京
都
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
呼
び
、
同

様
の
信
用
取
引
を
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
方
式
」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

︿
間
伐
に
寄
与
す
る
紙
﹀
と
い
う
の
は
、
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簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
１
o
あ
た
り

15
円
の
間
伐
促
進
費=

環
境
価
値
が
付

加
さ
れ
た
、
品
質
の
ち
ゃ
ん
と
し
た
普

通
の
紙
な
の
で
す
。

１
kg
あ
た
り
15
円
の
環
境
価
値

１
o
あ
た
り
15
円
と
い
う
金
額
が
、

山
側
に
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
か

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

一
般
的
に
木
材
は
リ
ュ
ー
ベ
（
１
k
の

業
界
用
語
。
立
方
メ
ー
ト
ル
を
立
方
米
と
記
述
し
た

も
の
を
立
米
〈
り
ゅ
う
べ
い
〉
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
）

で
取
引
さ
れ
ま
す
。
１
リ
ュ
ー
ベ
、
つ

ま
り
１
k
の
間
伐
材
チ
ッ
プ
か
ら
、
通

常
５
５
５
o
の
紙
が
つ
く
れ
ま
す
。
こ

れ
に
15
円
の
間
伐
促
進
費
を
掛
け
て
や

る
と
、
１
k
あ
た
り
８
３
２
５
円
に
な

り
ま
す
。

間
伐
材
と
い
う
の
は
樹
種
や
立
地
に

よ
っ
て
も
変
動
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
一

つ
の
例
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
い
た
い

の
で
す
が
、
赤
松
の
場
合
、
伐
り
出
せ

ば
リ
ュ
ー
ベ
（
１
k
）
あ
た
り
の
市
価
が

６
０
０
０
円
ぐ
ら
い
で
買
い
手
が
つ
き

ま
す
。
ス
ギ
で
３
０
０
０
円
、
檜

ひ
の
き

な
ら

２
０
０
０
〜
３
０
０
０
円
で
す
。

上
図
の
例
で
は
、
赤
松
を
リ
ュ
ー
ベ

６
０
０
０
円
で
買
っ
て
も
ら
っ
て
も
、

支
出
が
98
万
円
に
対
し
て
収
入
が
61
万

円
で
、
37
万
円
の
赤
字
が
出
る
ん
で
す
。

そ
れ
で
先
程
の
８
３
２
５
円
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
48
k
間

伐
し
て
い
ま
す
か
ら
、
８
３
２
５
円
×

48
k=

39
万
９
６
０
０
円
の
間
伐
促
進

費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
61
万
円

の
収
入
を
プ
ラ
ス
す
る
と
、
１
０
０
万

９
６
０
０
円
に
な
っ
て
、
支
出
を
ク
リ

ア
し
て
間
伐
と
間
伐
材
の
利
用
が
で
き

る
の
で
す
。

気
軽
に
続
け
ら
れ
る
環
境
貢
献

し
か
も
１
o
あ
た
り
15
円
と
い
う
間

伐
促
進
費
は
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
の
持
ち

出
し
で
は
な
く
、
間
伐
サ
ポ
ー
タ
ー
企

業
の
出
し
た
お
金
で
す
。
で
す
か
ら
紙

を
通
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
企

業
が
山
側
に
直
接
寄
付
を
し
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
す
。
し
か
し
こ
れ
は
紙
の

購
入
で
あ
っ
て
寄
付
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

製
紙
メ
ー
カ
ー
も
原
料
の
購
入
で
す
か

ら
、
寄
付
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
も
︿
森
の
町
内
会
﹀
の
工
夫
の

一
つ
で
す
。
寄
付
は
税
制
上
の
処
理
が

と
て
も
煩
雑
で
す
。
支
援
額
が
最
も
多

い
企
業
で
年
間
70
万
円
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
何
回
か
の
寄
付
に
分
け
て
し
た

ら
、
そ
の
会
社
の
総
務
部
は
、
き
っ
と

嫌
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。

し
か
も
、
10
万
円
単
位
で
寄
付
す
る

と
い
う
の
は
、
結
構
き
つ
く
感
じ
ま
す
。

か
と
い
っ
て
１
０
０
０
円
の
寄
付
と
い

う
の
も
、
企
業
と
し
て
は
あ
ま
り
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

で
す
か
ら
企
業
が
出
し
や
す
い
費
用

と
し
て
、
継
続
的
に
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
を
考
え
た
わ
け
で
す
。
費
用

0

100
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300

400

500

600
（t /年）

2005
（6社）

2006
（14 社）

2007
（37 社）

2008
（71 社）

（2008年度）

2009
（103 社）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45
（ha /年）

用
紙
使
用
量

間
伐
促
進
面
積

533
（想定）

415

90

56

4.0

6.5

29.9

38.4
（想定）

用紙使用量の内訳

印刷用紙
コピー用紙
寄付（換算）

374
41
―

2008
実績

2009
想定

320
80
133

計 415t 533t

需
要
サ
イ
ド

同重量のクレジット方式同重量のクレジット方式

供
給
サ
イ
ド

71社が 415t／年の

「間伐に寄与する紙」を

購入・使用

① 製紙メーカーは原料として

415t／年の間伐材チップを

仕入れ

② 森林組合は1039t／年

（748㎥／年）の原木に相当する

29.9ha／年を経済的に間伐

③

「森の町内会」は、下記の①→②→③を需要サイドから供給サイドへ「見える化」し、林業再生を支援「森の町内会」は、下記の①→②→③を需要サイドから供給サイドへ「見える化」し、林業再生を支援

1haの例 （間伐材48㎥、アカマツ36年生）

不足37万円

支出98万円 収入61万円

作業道の開設

間伐

間伐材の輸送

補助金

＋

市場で間伐材を
売却した代価

〈間伐に寄与する紙〉の使用量と間伐促進面積の拡大
森の町内会資料をもとに編集部で作図

需要サイドから林業再生を支援
森の町内会資料をもとに編集部で作図

間伐を停滞させる要因
森の町内会資料をもとに編集部で作図



と
は
言
え
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
間
伐

サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
さ
ん
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保

し
て
、
間
伐
促
進
費
を
き
ち
っ
と
管
理

す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
仕
組
み

の
信
頼
の
大
前
提
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ご
説
明
が
左
表
で
す
。

青
色
の
矢
印
が
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
、

赤
色
の
矢
印
が
お
金
の
流
れ
で
す
。
紙

販
売
会
社
で
お
金
が
二
つ
に
分
け
ら
れ

て
、
紙
の
ベ
ー
ス
に
な
る
と
こ
ろ
は
通

常
通
り
製
紙
メ
ー
カ
ー
に
支
払
わ
れ
、

間
伐
促
進
費
が
︿
森
の
町
内
会
﹀
に
い

っ
た
ん
プ
ー
ル
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

製
紙
メ
ー
カ
ー
に
間
伐
促
進
費
が
紙
の

生
産
量
に
応
じ
て
納
め
ら
れ
、
間
伐
材

チ
ッ
プ
の
代
金
と
間
伐
促
進
費
が
合
算

さ
れ
た
金
額
が
森
林
組
合
に
支
払
わ
れ

る
、
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

︿
紙
の
重
量
﹀
に
つ
い
て
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
管
理
を
︿
森
の
町
内
会
﹀
が
行
な

う
た
め
間
伐
促
進
費
の
移
管
を
受
け
、

い
っ
た
ん
お
金
を
プ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
製
紙
メ
ー
カ
ー
に
お
金
を
支

払
う
の
は
、
︿
間
伐
材
の
重
量
﹀
に
つ

い
て
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
管
理
料
で
す
。

間
伐
促
進
費
は
、
そ
の
全
額
が
間
伐

に
充
当
さ
れ
ま
す
。
で
は
︿
森
の
町
内

と
い
っ
た
っ
て
、
現
実
的
に
は
不
可
能

で
す
。
そ
れ
で
も
み
ん
な
が
集
ま
っ
て

協
力
す
る
こ
と
で
、
効
率
の
い
い
間
伐

作
業
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。

コ
ピ
ー
用
紙
も
始
め
る

一
方
で
、
コ
ピ
ー
用
紙
を
是
非
と
も

や
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
お
話
は
よ
く

い
た
だ
く
の
で
つ
く
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
は
間
伐
促
進
費
が
10
％
乗
っ
た
ら

ダ
イ
レ
ク
ト
に
10
％
上
が
り
ま
す
。
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
ね
。

コ
ピ
ー
用
紙
の
場
合
は
、
一
般
的
に

安
い
も
の
を
、
と
い
う
要
望
が
多
い
と

思
う
の
で
す
が
、
利
用
し
て
く
だ
さ
る

企
業
さ
ん
は
﹁
社
員
教
育
だ
﹂
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
印
刷
物
の
場
合
は

対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
に
役
立
ち
ま
す
が
、

コ
ピ
ー
用
紙
の
場
合
は
、
主
に
社
内
的

な
位
置
づ
け
に
な
り
ま
す
。

コ
ピ
ー
用
紙
は
ア
ス
ク
ル
さ
ん
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ア
ス
ク
ル
さ
ん
に

お
願
い
し
た
の
は
、
あ
そ
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
不
特
定
多
数
の
方
に
使
っ
て

い
た
だ
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
期
待
し

た
か
ら
で
す
。

信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ

１
o
あ
た
り
15
円
の
間
伐
促
進
費
は

大
き
す
ぎ
る
金
額
で
は
な
い
と
い
う
も

の
の
、
必
ず
し
も
小
さ
い
金
額
で
あ
る
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化
し
た
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
企

業
の
み
な
さ
ん
に
活
動
に
ス
ム
ー
ス
に

入
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま

す
。紙

を
媒
介
に
し
て
い
る
の
は
、
日
常

的
に
使
う
も
の
で
す
し
、
ど
こ
の
企
業

も
使
う
も
の
で
す
し
、
継
続
性
が
あ
る

と
い
う
点
か
ら
も
優
れ
て
い
る
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

ま
た
紙
代
が
10
％
上
が
っ
た
と
こ
ろ

で
、
印
刷
物
の
制
作
費
に
占
め
る
紙
代

は
わ
ず
か
な
も
の
で
す
の
で
、
あ
ま
り

大
勢
に
影
響
が
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
立
派
な
冊
子
の
場
合
も
、

ほ
と
ん
ど
が
制
作
に
か
か
る
企
画
料
や

人
件
費
で
、
紙
代
な
ど
20
％
以
下
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
紙
代
が

10
％
程
度
上
が
っ
て
も
、
企
業
は
印
刷

物
と
し
て
発
注
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

印
刷
費
と
し
て
は
せ
い
ぜ
い
１
〜
２
％

ア
ッ
プ
で
済
む
か
ら
、
無
理
な
く
続
け

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
０
０
８
年
（
平
成
20
）
は
71
社
が
２

８
５
回
、
印
刷
用
紙
を
使
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
紙
代
は
５
７
８
０
万
円
に

相
当
し
ま
す
。
そ
こ
に
間
伐
促
進
費
が

５
６
０
万
円
乗
っ
て
い
ま
す
。

71
社
の
う
ち
の
最
大
は
70
万
円
で
す

が
、
使
用
量
の
少
な
い
会
社
で
は
間
伐

促
進
費
が
２
０
０
０
円
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
金
額
の
多

少
で
は
な
く
、
志
は
み
な
さ
ん
同
じ
で

す
。
そ
し
て
、
ご
自
分
た
ち
の
状
況
に

あ
っ
た
無
理
の
な
い
形
で
貢
献
し
て
い

間伐サポーター企業

森林組合

印刷会社

紙販売会社

製紙会社

印刷代金の支払
寄付ではなく費用

岩手県岩泉町 / 葛巻町、青森県三沢町

「間伐に寄与する印刷物」の

納品

「間伐に寄与する紙」の

指定

「間伐に寄与する紙」の

納品

「間伐に寄与する紙」の

仕入れ

「間伐材」の

仕入れ

1

「間伐に寄与する紙」の生産報告 3

「間伐に寄与する紙」の使用報告

間伐と間伐材利用への
貢献の報告

4

5

間伐材受入報告 2

間伐報告 1

紙代金の支払 間伐促進費を含む2

間伐材代金の支払
間伐促進費を含む

5

-1  「間伐促進費」の移管 （クレジット管理費）3

「間伐促進費」の支払 （クレジット管理費）4

-2  紙代金の支払3

三菱製紙
八戸工場

市瀬

「
森
の
町
内
会
」事
務
局

（
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
）

間伐促進費
の管理

間伐促進費の流れとトレーサビリティ
森の町内会資料をもとに編集部で作図

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、

こ
の
仕
組
み
の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

初
め
は
だ
い
た
い
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト

の
印
刷
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
ん
で
す
が
、

そ
の
内
、
月
に
１
回
の
社
内
報
に
利
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
て
、
拡
大
し

て
い
く
。
年
間
23
回
も
利
用
し
て
い
る

会
社
も
あ
る
の
で
す
が
、
月
に
２
回
ペ

ー
ス
で
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

営
業
用
の
チ
ラ
シ
に
ま
で
使
っ
て
い

る
会
社
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
ご
時

世
で
す
か
ら
、
営
業
の
チ
ラ
シ
な
ん
か
、

少
し
で
も
経
費
を
下
げ
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
敢
え
て
︿
間
伐
に
寄
与

す
る
紙
﹀
を
使
っ
て
く
だ
さ
る
。

１
社
だ
け
で
森
の
整
備
ま
で
で
き
て

し
ま
う
規
模
の
企
業
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
い
う
規
模
で
は
な
い
企
業
も
あ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
別
々
で
は
﹁
○
○
の

森
の
間
伐
に
協
力
し
ま
し
た
﹂
な
ん
て

い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
︿
町
内
会
﹀
と
い
う
名

前
の
由
来
は
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
あ

る
ロ
ッ
ト
を
つ
く
り
出
す
、
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
ん
で
す
。

森
林
作
業
の
効
率
を
考
え
た
ら
、
１

回
に
１
ha
は
間
伐
し
た
い
ん
で
す
よ
。

１
ha
に
相
当
す
る
︿
間
伐
に
寄
与
す
る

紙
﹀
を
単
独
で
使
う
企
業
も
あ
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
１
ha
を
割
っ

て
し
ま
う
。
じ
ゃ
あ
、
そ
の
会
社
に
10

倍
と
か
20
倍
の
紙
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
、



年
度
、
会
員
総
会
で
認
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

︿
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
﹀
の

会
員
企
業
１
１
０
０
事
業
所
の
古
紙
回

収
を
活
動
の
ベ
ー
ス
と
し
て
独
立
採
算

体
制
を
と
っ
た
上
で
、
新
し
い
環
境
貢

献
と
し
て
︿
森
の
町
内
会
﹀
の
活
動
を

２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

オ
フ
ィ
ス
町
内
会
の
古
紙
回
収
は
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
事
務
局
経
費
を
頂
戴
し
て
も
賛
意

が
得
ら
れ
や
す
い
。
と
こ
ろ
が
︿
森
の

町
内
会
﹀
は
若
干
と
い
え
ど
も
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
か
ら
、
事
務
局
経

費
を
い
た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
︿
森
の
町
内
会
﹀
か
ら
も
事

務
局
経
費
が
出
る
仕
組
み
が
各
地
で
の

展
開
を
図
る
上
で
は
ふ
さ
わ
し
い
の
で

す
が
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
宿
題
で
す
。

︿
森
の
町
内
会
﹀
の

地
域
展
開
と
マ
イ
ン
ド
改
革

︿
森
の
町
内
会
﹀
は
、
東
京
の
支
援
企

業
１
０
３
社
が
︿
間
伐
に
寄
与
す
る
紙
﹀

を
年
間
５
０
０
ｔ
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
岩
手
県
岩
泉
町
・
葛
巻
町
・
青
森

県
三
沢
市
で
年
間
40
ha
の
間
伐
が
で
き

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
協
力
メ
ー
カ

ー
は
三
菱
製
紙
で
す
。

東
京
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
２
０
０
９

年
（
平
成
21
）
10
月
に
は
︿
ふ
じ
の
く
に

森
の
町
内
会
﹀
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
地
産
地
消
で
す
。
静
岡
県
内
の
企

業
が
︿
間
伐
に
寄
与
す
る
紙
﹀
を
使
う

こ
と
で
、
静
岡
県
内
の
間
伐
を
促
進
し

ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
12
月

か
ら
大
阪
で
︿
森
の
町
内
会
﹀
が
ス
タ

会
﹀
活
動
の
事
務
局
経
費
が
ど
こ
か
ら

出
て
い
る
か
と
い
う
と
、
︿
環
境
Ｎ
Ｐ

Ｏ
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
﹀
の
古
紙
回
収
の

事
務
局
経
費
の
中
で
ま
か
な
っ
て
い
ま

す
。

ス
タ
ー
ト
は
オ
フ
ィ
ス
町
内
会

私
が
︿
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス
町
内

会
﹀
の
活
動
を
立
ち
上
げ
て
19
年
経
ち

ま
す
。
こ
の
19
年
間
、
会
社
か
ら
兼
務

す
る
こ
と
に
理
解
を
も
ら
っ
て
い
て
、

現
在
、
東
京
電
力
の
執
行
役
員
の
立
場

に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
私
に
と
っ
て

環
境
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。
し
か
し
、
︿
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ

ス
町
内
会
﹀
の
古
紙
共
同
回
収
の
モ
デ

ル
が
新
し
い
仕
組
み
と
し
て
世
の
中
に

刺
激
を
発
し
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
た

よ
う
に
、
市
場
経
済
を
刺
激
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。本

業
の
方
々
が
、
新
し
い
仕
組
み
づ

く
り
が
難
し
い
と
諦
め
て
い
る
こ
と
を
、

私
た
ち
が
や
っ
て
み
て
う
ま
く
い
く
と
、

そ
れ
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
市
場
経
済
を

刺
激
し
て
い
く
。
最
終
的
に
は
、
本
業

の
方
々
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
社
会
経

済
の
仕
組
み
と
す
る
。
そ
う
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
流
に
言
う
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
か
社
会
起
業
家
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

オ
フ
ィ
ス
町
内
会
が
始
め
た
古
紙
回

収
シ
ス
テ
ム
は
、
最
近
も
青
森
市
の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、

社
会
的
に
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
が
提
唱
し
た
﹁
白
色

度
70
％
﹂
と
い
う
適
度
な
紙
の
白
さ
の

基
準
が
、
２
０
０
１
年
（
平
成
13
）
の
グ

リ
ー
ン
購
入
法
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

再
生
紙
の
啓
蒙
活
動
は
法
的
な
仕
組
み

と
し
て
、
社
会
的
に
実
現
し
た
と
い
え

ま
す
。

︿
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
﹀
に

三
つ
の
経
済
性
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

１
９
９
１
年
（
平
成
３
）
に
設
立
し
た
当

初
か
ら
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
で
１
９
９
４
年
（
平
成
６
）
に
内

閣
総
理
大
臣
賞
︵
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
功

労
者
等
表
彰
︶
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

企
業
や
団
体
が
紙
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
、

輸
送
費
と
処
理
費
が
か
か
り
ま
す
。
東

京
都
の
現
在
の
平
均
で
い
う
と
、
１
o

あ
た
り
32
・
５
円
か
か
り
ま
す
。
一
方
、

︿
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
﹀
で
は
１
o
あ
た

り
12
・
４
円
で
共
同
回
収
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
活
動
が
19
年
間
も
続
い
て
い

る
の
で
す
。

で
は
そ
の
お
金
を
ど
う
使
っ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
回
収
会
社
に
１
o
あ
た

り
5.9
円
の
回
収
経
費
を
支
払
っ
て
古
紙

を
回
収
し
て
い
ま
す
。

古
紙
は
有
価
物
で
す
。
有
価
物
を
出

し
て
、
経
費
ま
で
払
う
と
い
う
初
め
て

の
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
の
が
︿
環
境
Ｎ

Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
﹀
で
す
。

実
は
ス
タ
ー
ト
時
は
バ
ブ
ル
経
済
の

最
中
で
、
中
小
の
古
紙
回
収
会
社
さ
ん

は
、
み
な
さ
ん
廃
業
の
危
機
に
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
業
界
は
静
脈
産

業
（
使
い
終
わ
っ
た
製
品
を
回
収
し
、
再
利
用
や

再
生
を
行
な
っ
た
り
、
廃
棄
す
る
こ
と
に
か
か
わ
る

産
業
）
と
し
て
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
が
一
般
的
な
利
益
ベ
ー
ス
で

考
え
る
と
、
こ
の
業
界
は
存
続
が
難
し

い
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
し
た
。
回
収

業
は
運
送
業
で
す
か
ら
、
運
送
費
用
分

を
古
紙
を
出
す
企
業
側
が
負
担
す
る
こ

と
に
し
た
わ
け
で
す
。

︿
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス
町
内
会
﹀
の

事
務
局
経
費
は
、
古
紙
１
o
あ
た
り
5.7

円
を
確
保
し
て
お
り
、
一
昨
年
は
古
紙

回
収
実
績
が
４
７
８
０
ｔ
で
す
か
ら
、

5.7
円
×
４
７
８
０
ｔ
で
約
２
７
２
０
万

円
を
捻
出
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
税

金
も
納
め
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
古
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
ゴ
ミ
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
企
業
に
と
っ
て
も
廃

棄
す
る
よ
り
、
は
る
か
に
安
い
経
費
で

古
紙
の
再
利
用
に
貢
献
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
一
つ
目
に
会
員
企
業
は

経
費
が
節
減
で
き
る
。
二
つ
目
に
は
回

収
会
社
が
回
収
経
費
を
確
保
で
き
る
。

三
つ
目
に
は
事
務
局
が
独
立
採
算
で
運

営
で
き
る
、
と
い
う
活
動
を
継
続
す
る

た
め
の
三
つ
の
経
済
性
を
持
っ
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
三
つ
の
経
済
性
は
、
毎

23 森を守るために消費地が今できること
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印
刷
用
紙
や
コ
ピ
ー
用
紙
だ
け
で
は

な
く
、
私
と
し
て
は
、
不
特
定
多
数
の

方
に
使
っ
て
も
ら
え
る
ノ
ー
ト
を
是
非

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ト

は
普
通
２
０
０
n
程
だ
そ
う
で
す
。
１

o
あ
た
り
間
伐
促
進
費
は
15
円
で
す
か

ら
、
２
０
０
n
で
３
円
。
こ
の
ノ
ー
ト

を
使
う
と
間
伐
が
促
進
さ
れ
る
、
と
い

う
環
境
価
値
を
持
っ
た
ノ
ー
ト
が
３
円

の
負
担
で
で
き
る
。
理
念
を
共
有
で
き

る
ノ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
太
陽
光
の

買
い
取
り
制
度
の
よ
う
に
、
間
伐
促
進

費
は
外
出
し
に
し
て
も
ら
い
ま
す
。

利
用
者
に
信
頼
を
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
幾
ら
山
に
行
っ
て
い
る
か
が
明
確

に
見
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
︿
森

の
町
内
会
﹀
は
、
そ
の
年
に
使
っ
た

︿
間
伐
に
寄
与
す
る
紙
﹀
の
総
重
量
を

明
記
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら

れ
た
間
伐
面
積
を
証
明
し
た
証
書
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
あ
る
︿
間
伐
材
を
使
っ
た

紙
﹀
と
い
う
の
は
、
間
伐
材
の
含
有
量

に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
ど

う
い
う
仕
組
み
で
間
伐
に
貢
献
し
て
い

る
か
を
見
せ
る
仕
組
み
に
は
こ
だ
わ
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
︿
森
の
町
内
会
﹀
は

逆
に
、
そ
の
紙
に
は
間
伐
材
は
１
n
も

入
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
同

量
の
重
さ
の
間
伐
材
の
利
用
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
を
︿
見
え
る
化
﹀
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
ご
信
頼
を
い
た
だ
く
た
め
、

ー
ト
し
ま
し
た
。
大
阪
の
企
業
に
︿
間

伐
に
寄
与
す
る
紙
﹀
を
使
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
岡
山
県
で
林
業
再
生
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
西
粟
倉
村

に
し
あ
わ
く
ら
そ
ん

の
間
伐

を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
日
本
製
紙
が
協
力
し
ま
す
。

な
ぜ
、
︿
森
の
町
内
会
﹀
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
各
地
に
展
開
し
て
い
き
た
い

か
と
い
う
と
、
﹁
木
を
伐
る
こ
と
は
悪

い
こ
と
だ
﹂
と
い
う
感
覚
を
改
め
て
、

健
全
な
森
林
育
成
に
つ
な
げ
た
い
か
ら

で
す
。
熱
帯
雨
林
の
違
法
伐
採
が
大
き

く
報
じ
ら
れ
、
一
般
の
人
の
中
に
は

﹁
国
内
の
木
を
伐
る
こ
と
も
悪
い
こ
と

だ
﹂
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
間
伐
を
し
た

り
、
伐
採
適
期
に
な
っ
た
木
を
伐
り
出

し
て
、
森
林
を
更
新
さ
せ
る
か
ら
こ
そ

Ｃ
Ｏ
2

を
吸
収
す
る
元
気
な
森
林
と
な

る
の
で
す
。

そ
し
て
、
木
を
伐
ら
な
い
こ
と
に
は

使
え
な
い
の
で
す
か
ら
、
﹁
木
を
伐
る

こ
と
は
悪
い
こ
と
だ
﹂
と
い
う
感
覚
が

抜
け
な
い
う
ち
は
木
を
積
極
的
に
使
っ

て
い
こ
う
と
い
う
マ
イ
ン
ド
は
生
ま
れ

ま
せ
ん
。

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
製
紙
メ
ー
カ

ー
・
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
業
界
と
い
っ
た

供
給
サ
イ
ド
が
木
材
利
用
の
活
路
を
見

出
そ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

需
要
サ
イ
ド
が
意
識
を
変
え
て
﹁
国
産

材
を
使
お
う
﹂
と
し
な
け
れ
ば
、
日
本

の
荒
廃
し
た
森
林
は
救
わ
れ
ま
せ
ん
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
い
え
ば
﹁
国
産

材
を
使
っ
た
ヒ
ッ
ト
商
品
﹂
と
い
う
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
浸
透
し
て
い
け
ば
、

市
場
経
済
の
中
で
国
産
材
需
要
が
拡
大

し
て
く
る
。
そ
う
す
れ
ば
林
業
も
復
活

す
る
し
、
森
林
整
備
も
進
み
ま
す
。
私

た
ち
は
こ
う
し
た
マ
イ
ン
ド
改
革
の
拠

点
と
し
て
、
主
要
都
市
に
︿
森
の
町
内

会
﹀
を
立
ち
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

事
務
局
の
在
り
方

静
岡
県
庁
と
組
む
こ
と
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
、
一
昨
年
の
林
野
庁
長
官
賞

受
賞
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
所
で
事
例
発

表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
治
体
の
方

も
た
く
さ
ん
い
ら
し
た
。
静
岡
県
庁
の

方
が
真
っ
先
に
着
目
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

立
ち
上
げ
ま
で
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

静
岡
県
庁
で
は
、
専
従
ス
タ
ッ
フ
を

１
名
確
保
し
て
く
れ
ま
し
た
。
事
務
局

と
い
う
の
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
マ
ン
パ
ワ

ー
な
ん
で
す
。
私
た
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
静
岡
県
が
自
前
で
マ
ン

パ
ワ
ー
を
そ
ろ
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

一
方
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
マ
ン
パ
ワ
ー
と

い
う
の
は
一
体
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
だ

っ
た
ら
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
マ
ン
パ
ワ
ー

を
拡
大
し
た
ほ
う
が
合
理
的
だ
な
、
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
大

阪
の
場
合
は
、
直
営
と
い
う
形
を
と
り

ま
し
た
。
し
か
も
、
森
林
認
証
な
ど
を

主
事
業
と
す
る
ア
ミ
タ
︵
株
︶
の
応
援

も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
マ
ン

パ
ワ
ー
を
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る
と
い
う

方
法
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幾
つ
か
の
自
治
体
や
企
業
と
、
そ
の
方

向
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
自
治
体
や

企
業
が
そ
の
都
市
で
私
た
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
協
働
す
る
事
務
局
を
や
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
の
予
算
を
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
営
利
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
活
動
の
推
進
に
不
可
欠
な
事

務
局
が
ど
う
い
う
在
り
方
で
あ
っ
た
ら

い
い
の
か
と
い
う
宿
題
に
、
活
動
し
な

が
ら
答
え
を
見
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

需
給
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る

私
た
ち
は
、
10
％
の
人
の
マ
イ
ン
ド

が
変
わ
れ
ば
、
相
乗
効
果
で
国
産
材
利

用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
、
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
︿
森
の
町
内
会
﹀
は
、
消
費

者
の
意
識
改
革
に
力
点
が
あ
る
ん
で
す
。

そ
れ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
需
給
を

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
こ
と
で
、
森
林
を
健

全
な
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
く
、
つ
ま
り
、

そ
れ
は
林
業
が
立
ち
直
る
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
。



私
た
ち
は
そ
の
突
破
口
と
し
て
、
企
業

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
重
要
視
し
、
バ
ー
ゲ
ニ
ン

グ
パ
ワ
ー
と
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
や
が
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を

超
え
て
、
い
わ
ば
﹁
自
ら
選
ぶ
環
境
税
﹂

の
よ
う
に
社
会
全
体
が
納
得
し
て
浸
透

し
て
い
け
ば
、
健
全
な
森
づ
く
り
に
ど

ん
ど
ん
貢
献
で
き
る
。

紙
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
な
る
と
い

わ
れ
な
が
ら
、
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

企
業
で
も
家
庭
で
も
、
身
近
に
あ
っ
て

毎
日
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
︿
間
伐
に
寄

与
す
る
紙
﹀
を
使
う
こ
と
で
、
森
林
の

保
全
、
林
業
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て

い
る
ん
だ
、
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
す
。
日
常
性
の
中
で
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
継
続
的
な
﹁
森
へ
の
貢

献
﹂
の
意
識
づ
け
は
、
他
に
は
ち
ょ
っ

と
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
間
伐
面
積
の
﹁
量
﹂
に
も

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

社
会
的
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
の
は
、

﹁
日
常
的
﹂
に
﹁
自
然
な
形
﹂
で
、﹁
自

分
は
国
産
材
を
使
う
こ
と
で
日
本
の
森

づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
ん
だ
﹂
と
い

う
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
繰
り
返
し
が
、
家
を
つ
く
る
と

き
に
は
国
産
材
を
使
お
う
、
と
い
う
よ

う
に
、
国
産
材
利
用
の
マ
イ
ン
ド
と
し

て
社
会
に
定
着
し
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
︿
森
の
町
内
会
﹀
の
本

質
的
な
役
割
は
、
そ
こ
な
ん
で
す
。
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こ
と
を
、
最
近
自
分
で
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

﹁
用
材
林
を
守
る
こ
と
と
森
を
守
る
こ

と
に
差
異
が
出
て
き
た
﹂
と
一
部
で
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
︿
森
の
町
内
会
﹀

は
、
市
場
経
済
で
や
れ
る
限
界
値
ま
で

活
動
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

森
林
と
い
う
資
源
は
、
木
材
と
い
う

形
で
、
建
材
や
紙
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
。
私
の
本
業
で
あ
る
電
力
会
社
の
立

場
で
言
え
ば
、
火
力
発
電
所
で
木
質
ペ

レ
ッ
ト
を
石
炭
燃
料
の
代
替
と
し
て
い

く
、
と
い
う
こ
と
も
真
剣
に
検
討
し
て

い
ま
す
。

京
都
議
定
書
で
約
束
し
た
排
出
削
減

目
標
の
内
、
3.8
％
を
森
林
が
担
う
こ
と

が
危
う
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

長
年
放
置
さ
れ
て
き
た
日
本
の
森
林
を

何
と
か
し
よ
う
と
注
目
さ
れ
始
め
て
い

る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
日
本
の
森

林
の
問
題
は
極
め
て
加
速
度
的
に
官
民

挙
げ
て
関
心
が
高
ま
っ
て
、
供
給
側
も

い
ろ
い
ろ
な
努
力
を
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

京
都
の
日
吉
町
の
森
林
組
合
の
湯
浅

さ
ん
が
推
進
す
る
団
地
化
・
大
型
化
に

よ
る
林
業
の
効
率
化
や
、
︿
森
の
町
内

会
﹀
が
大
阪
で
連
携
す
る
岡
山
県
の
西

粟
倉
村
の
村
長
さ
ん
の
よ
う
に
、
山
主

か
ら
施
業
委
任
契
約
を
取
り
つ
け
て
、

村
全
体
で
林
業
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
取

り
組
ん
で
い
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
動

き
が
供
給
サ
イ
ド
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

西
粟
倉
村
は
、
２
０
０
０
人
ほ
ど
の

村
民
の
み
な
さ
ん
の
中
で
、
山
主
さ
ん

が
６
０
０
人
ぐ
ら
い
い
た
と
思
い
ま
す
。

村
長
さ
ん
が
10
年
間
の
施
業
委
任
契
約

を
取
つ
け
て
、
所
有
権
と
利
用
権
を
分

け
て
林
業
再
生
を
目
指
し
て
い
る
村
で

す
。農

地
を
放
棄
し
て
い
る
場
合
と
同
じ

よ
う
に
、
山
主
さ
ん
が
森
林
保
全
の
意

欲
を
放
棄
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
所
有
権
と
利
用
権
を

切
り
離
す
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
。

︿
森
の
町
内
会
﹀
が
間
伐
に
最
初
に
取

組
ん
だ
森
林
は
、
岩
手
県
の
岩
泉
町
で

し
た
。
こ
こ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
モ
デ

ル
を
つ
く
ろ
う
、
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

岩
泉
町
は
、
町
と
し
て
は
日
本
で
一
、

二
を
争
う
広
い
面
積
の
町
で
す
。
そ
の

90
％
以
上
が
森
林
で
、
間
伐
が
進
ま
な

い
こ
と
を
町
長
さ
ん
は
じ
め
み
な
さ
ん

が
懸
念
さ
れ
て
い
て
、
新
し
い
取
り
組

み
に
熱
心
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
町
で
あ

れ
ば
、
私
た
ち
が
新
し
い
仕
組
み
を
需

要
サ
イ
ド
か
ら
展
開
す
る
の
に
際
し
、

そ
の
モ
デ
ル
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加

し
て
く
だ
さ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思

い
ま
し
た
。

︿
森
の
町
内
会
﹀
が
や
ろ
う
と
し
て
い

る
の
は
、
国
産
材
の
利
用
を
促
進
し
て
、

そ
の
経
済
的
な
力
で
森
が
循
環
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
で

森
が
本
来
の
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

間
伐
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
の
方
に
は
、
少

な
く
と
も
年
に
１
回
、
間
伐
を
し
た
森

林
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
が
間
伐
サ

ポ
ー
タ
ー
企
業
で
も
あ
る
ん
で
す
が
、

２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
か
ら
３
年
連
続

で
子
供
た
ち
が
間
伐
体
験
を
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
一
緒
に
や
り
始
め
ま
し
た
。

都
会
に
住
ん
で
い
た
ら
、
間
伐
と
い
う

概
念
も
な
い
し
、
間
伐
の
必
要
性
も
わ

か
ら
な
い
。
何
か
し
た
く
て
も
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

子
供
の
と
き
か
ら
、
日
本
の
森
林
の
現

状
を
見
て
、
知
っ
て
も
ら
う
の
は
、
意

義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

国
内
版
森
林
吸
収
ク
レ
ジ
ッ
ト

Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ
は
国
内
の
認
証
制
度
な

の
で
国
際
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で

す
が
、
国
内
の
森
林
を
元
気
に
す
る
と

い
う
意
味
で
は
、
役
立
ち
ま
す
。

Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ

国
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
・
吸
収
量
を
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ

ッ
ト
に
用
い
ら
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認
証
す
る

オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
。
２
０
０
８
年
（
平
成

20
）
11
月
に
、
Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ

た
。
Ｖ
Ｅ
Ｒ
と
はV

erified
E
m
ission

R
eduction

の

略
。

で
す
か
ら
︿
森
の
町
内
会
﹀
方
式
で

間
伐
し
た
40
ha
に
対
し
て
Ｃ
Ｏ
２

の
吸

収
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
申
請
し
ま
し
た
。
２

０
１
０
年
（
平
成
22
）
２
月
に
環
境
省
の

第
三
者
認
証
機
関
が
実
際
に
現
地
検
査

に
入
り
ま
す
。
手
入
れ
を
さ
れ
た
健
全

な
森
林
１
ha
で
は
７
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
２

を
１

年
間
に
吸
収
す
る
の
で
す
が
、
︿
森
の

町
内
会
﹀
の
場
合
も
２
８
０
ｔ
の
Ｃ
Ｏ

２

を
吸
収
す
る
森
林
を
間
伐
で
も
た
ら

し
た
、
と
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

多
分
２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
３
月
に

２
８
０
ｔ
の
Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
取
得
し
ま
す
か
ら
、
紙
の
製
造
時
に

発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

の
一
部
︵
10
〜
30
％
︶

を
オ
フ
セ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

間
伐
を
促
進
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る

こ
と
に
加
え
て
、
環
境
省
の
Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ

Ｒ
制
度
で
製
造
時
に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

の
一
部
を
オ
フ
セ
ッ
ト
し
た
紙
を
使
う
、

と
い
う
の
は
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
し
て
は
、

充
分
魅
力
の
あ
る
話
だ
と
思
い
ま
す
。

﹁
森
へ
の
貢
献
﹂
の
意
識
づ
け

Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ
に
よ
っ
て
環
境
価
値
が

一
段
と
上
が
る
わ
け
で
す
か
ら
、
私
た

ち
と
し
て
は
、
こ
の
紙
を
使
っ
て
く
れ

る
企
業
や
団
体
や
個
人
が
増
え
る
、
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
間
伐

で
き
る
面
積
も
増
え
ま
す
か
ら
。

︿
森
の
町
内
会
﹀
は
、
間
伐
と
い
う
環

境
価
値
を
、
見
え
る
化
し
て
上
げ
て
い

く
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い

く
。
活
動
を
始
め
た
当
初
、
５
年
前
は

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
と
い
う
こ
と
に

は
思
い
が
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や

り
続
け
て
き
て
、
結
局
こ
れ
は
環
境
価

値
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ん
だ
な
、
と
い
う
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治
山
と
砂
防

砂
防
と
い
う
の
は
古
い
歴
史
を
持
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
々
で
目
的
や

技
術
に
変
遷
が
あ
り
ま
す
。

私
は
そ
う
い
う
時
代
は
あ
ま
り
知
ら

な
い
の
で
写
真
な
ど
で
見
る
し
か
な
い

の
で
す
が
、
昔
は
山
も
荒
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

禿
げ
山
だ
と
河
川
に
土
砂
が
た
く
さ

ん
流
れ
て
き
て
溜
ま
り
、
天
井
川
に
な

っ
て
洪
水
が
起
き
や
す
く
な
り
、
治
水

上
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
禿
げ
山
を
何
と
か
し
て
も
と

の
森
林
に
戻
し
、
山
か
ら
出
て
く
る
土

砂
を
減
ら
そ
う
、
と
い
う
工
事
が
行
な

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

琵
琶
湖
の
南
側
に
田
上
山

た
な
か
み
や
ま

と
い
う
山

が
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
ほ
と

ん
ど
木
の
な
い
禿
げ
山
で
し
た
が
、
明

治
以
降
、
国
の
治
山
・
砂
防
工
事
が
行

な
わ
れ
、
今
は
ほ
と
ん
ど
裸
地
が
な
く

な
っ
て
森
に
な
っ
て
い
ま
す
。
木
を
植

え
る
こ
と
で
土
砂
が
出
て
く
る
こ
と
を

防
ご
う
、
と
い
う
こ
と
を
行
な
っ
た
結

果
で
す
。

そ
う
い
う
働
き
は
治
山
と
か
砂
防
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
実
は
治
山
と
砂
防

は
少
し
違
う
ん
で
す
。
治
山
は
、
森
林

法
に
基
づ
き
森
林
の
維
持
・
造
成
を
行

な
い
、
山
地
災
害
の
防
止
な
ど
を
図
る

も
の
で
、
林
野
庁
な
ど
が
行
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
砂
防
は
砂
防
法
に
基
づ

き
流
域
に
お
け
る
荒
廃
地
域
の
保
全
を

行
な
い
、
土
砂
災
害
の
防
止
の
た
め
に

砂
防
堰
堤
な
ど
の
施
設
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
国
土
交
通
省
な
ど
が
行
な
っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
先
の
禿
げ
山
の
裸
地
か

ら
の
土
砂
流
出
の
よ
う
な
日
常
的
な
土

砂
流
出
と
は
別
に
、
豪
雨
や
台
風
、
地

震
が
起
き
る
と
、
地
す
べ
り
や
斜
面
崩

壊
、
土
石
流
と
い
う
大
規
模
な
土
砂
移

動
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
現

象
は
直
接
的
に
生
活
圏
に
被
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。
砂
防
は
、
こ
ち
ら
の
防
止
に

も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

森
林
地
域
だ
け
で
な
く
て
、
流
域
全

体
や
そ
の
中
の
人
々
の
生
活
基
盤
を
守

る
た
め
に
、
土
砂
流
出
の
制
御
を
行
な

い
、
土
砂
災
害
の
対
策
を
行
な
う
の
が

砂
防
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

山
の
緑
を
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
土
石
流
な
ど
か
ら

下
流
の
人
を
守
っ
て
安
全
を
確
保
す
る
、

と
い
う
こ
と
は
砂
防
の
主
な
目
的
で
、

地
先
砂
防
と
呼
ば
れ
ま
す
。

ま
た
、
河
床
の
高
さ
を
調
整
す
る
水

系
砂
防
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

土
砂
は
山
地
で
つ
く
ら
れ
て
、
徐
々

に
下
流
に
流
さ
れ
て
い
き
、
最
終
的
に

は
海
に
行
き
着
き
ま
す
が
、
そ
の
量
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
河
床
が
上
が

っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
ま
す
。

例
え
ば
、
土
砂
の
供
給
が
少
な
い
と

河
床
が
侵
食
さ
れ
て
堤
防
が
壊
れ
や
す

く
な
っ
た
り
、
用
水
が
取
水
し
に
く
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
反
対
に
供

給
が
多
す
ぎ
る
と
、
河
床
が
上
昇
し
て

洪
水
氾
濫
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
良
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、

そ
の
調
整
を
す
る
も
の
で
す
。

流
砂
系
総
合
的
土
砂
管
理

時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
、
国
の
考
え

も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
河
川
事
業
も

同
様
で
す
が
、
環
境
面
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
新
た
に
加
わ
り
、
１
９
９
８
年

（
平
成
10
）
に
は
、
流
砂
系
総
合
的
土
砂

管
理
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
河
川
審
議
会
と
い
う
国
の
諮

問
機
関
の
総
合
土
砂
管
理
小
委
員
会
の

中
で
そ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
提
言

さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
こ
で
初
め
て
流
砂
系
と
い
う
概
念

が
、
新
た
に
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
水
系

と
い
う
言
葉
は
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

流
砂
系
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
と
い
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う
と
、
土
砂
が
山
地
で
つ
く
ら
れ
て
、

河
川
を
経
て
海
に
流
れ
る
、
こ
れ
も
一

つ
の
系
で
す
。
個
々
の
場
所
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
系
全
体
を
見
て
土
砂
を
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の

が
流
砂
系
総
合
的
土
砂
管
理
の
考
え
方

で
す
。

例
え
ば
ダ
ム
が
あ
る
場
合
、
土
砂
が

ダ
ム
で
塞
き
止
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

一
種
の
分
断
で
す
。
本
当
は
下
流
に
流

れ
る
べ
き
土
砂
が
下
流
に
運
ば
れ
な
く

な
る
と
、
河
床
低
下
が
起
き
た
り
、
下

流
の
生
態
系
が
変
化
し
た
り
と
い
う
問

題
が
起
こ
り
ま
す
。
海
岸
侵
食
も
助
長

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要

素
が
複
合
的
に
絡
み
合
い
ま
す
か
ら
、

ダ
ム
だ
け
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

土
砂
が
下
流
に
運
ば
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
が
、
こ
れ
ら
の
現
象
の
原
因
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ダ
ム
に
土

砂
が
溜
ま
る
と
ダ
ム
の
機
能
低
下
を
も

た
ら
し
大
き
な
問
題
で
す
が
、
流
砂
系

の
他
の
部
分
に
も
別
の
問
題
が
発
生
し

ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
流
砂
系
全
体
の
問

題
と
し
て
土
砂
管
理
の
問
題
を
考
え
よ

う
、
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
て
、

下
流
で
土
砂
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
土
砂

を
人
工
的
に
流
そ
う
と
い
う
考
え
方
が
、

だ
い
ぶ
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
海
岸
侵

食
が
起
き
て
土
砂
が
足
り
な
く
な
っ
た

ら
、
上
流
の
土
砂
を
海
岸
に
持
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

現
在
の
流
域
管
理
の
在
り
方
は
、
安

全
な
流
域
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
環

境
面
の
保
全
も
重
要
な
要
素
で
す
。
こ

の
よ
う
に
山
か
ら
海
ま
で
一
つ
に
考
え

て
、
山
か
ら
海
ま
で
と
い
う
地
域
的
な

総
合
性
と
、
安
全
・
利
用
・
環
境
と
い

う
三
つ
の
分
野
的
な
総
合
性
の
ダ
ブ
ル

の
意
味
で
土
砂
を
管
理
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
今
の
考
え
の
主
流
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

気
候
変
動
へ
の
対
応

土
砂
災
害
に
対
す
る
気
候
変
動
の
影

響
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖

化
と
関
係
が
あ
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
最
近
、
降
雨
条
件
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
降
雨
条

件
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
と
、
今
後
、

土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
現
象

が
頻
発
し
、
そ
の
規
模
も
大
き
く
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

異
常
な
豪
雨
の
と
き
に
は
、
小
さ
な

現
象
か
ら
大
き
な
現
象
ま
で
、
い
ろ
い

ろ
な
規
模
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
土
砂

移
動
現
象
が
連
続
的
に
起
こ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
る
災
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

我
々
は
こ
の
よ
う
な
土
砂
災
害
を
複
合

土
砂
災
害
と
名
づ
け
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
う
し
た
災
害
が
頻
発
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
そ
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
つ
の
現
象
が

起
こ
る
の
と
、
複
数
の
現
象
が
連
続
し

て
起
こ
る
の
と
で
は
、
住
民
の
避
難
の

仕
方
も
違
っ
て
き
ま
す
。

複
合
土
砂
災
害
と
い
う
の
は
、
流
域

全
体
や
流
域
を
越
え
て
同
時
多
発
型
的

に
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
土
砂
災
害
が
起

こ
る
場
合
も
あ
る
し
、
一
つ
の
地
域
で

降
雨
量
が
増
え
る
に
従
っ
て
土
壌
中
の

水
分
が
多
く
な
っ
て
い
き
、
は
じ
め
は

小
さ
い
崩
壊
や
土
石
流
が
起
き
、
最
後

に
は
大
規
模
な
深
層
崩
壊
が
起
こ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

台
湾
で
は
２
０
０
９
年
（
平
成
21
）
、

３
日
間
で
約
３
０
０
０
a
の
豪
雨
が
あ

り
、
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

普
段
か
ら
降
水
量
が
多
い
台
湾
に
お
い

て
も
、
こ
の
降
り
方
は
尋
常
で
な
く
、

一
つ
の
台
風
が
行
っ
た
あ
と
に
続
け
て

も
う
一
つ
の
台
風
が
来
た
、
と
言
っ
て

も
い
い
ぐ
ら
い
の
降
り
方
で
し
た
。

台
湾
南
部
の
高
雄
県
甲
仙
郷
小
林
村

し
ょ
う
り
ん
む
ら

で
の
災
害
の
様
子
が
ニ
ュ
ー
ス
で
映
し

出
さ
れ
、
私
も
見
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス

で
は
災
害
が
起
こ
っ
た
あ
と
の
状
況
を

伝
え
て
お
り
、
大
規
模
な
深
層
崩
壊
が

起
こ
っ
て
、
村
が
壊
滅
的
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
映
像
で
し
た
が
、
実
際
に
現

地
調
査
を
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
現
象
が
起
こ
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

最
初
は
小
さ
な
土
石
流
や
氾
濫
に
よ

り
橋
の
流
失
や
家
屋
の
浸
水
が
起
こ
り
、

最
後
に
大
規
模
な
深
層
崩
壊
が
起
こ
っ

た
よ
う
で
す
。
避
難
や
情
報
通
信
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
比
較
的
小
さ
い
災

上：黒部川排砂後の砂の堆積。
左上：神通川水系の大暗渠砂防ダム。左下：福井県真名川の置き土。写真３点提供：藤田正治
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害
が
起
こ
っ
た
あ
と
、
一
つ
の
村
を
壊

滅
さ
せ
る
よ
う
な
大
規
模
な
土
砂
移
動

現
象
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
よ

う
な
複
合
土
砂
災
害
に
対
し
て
は
、
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
避
難
場
所
も
、
単

一
的
な
土
砂
災
害
の
と
き
と
は
違
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

土
砂
災
害
予
測
の
重
要
性

現
在
、
山
間
地
域
で
は
過
疎
化
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
が
、
そ

れ
で
も
地
域
の
み
な
さ
ん
は
頑
張
っ
て

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
所
で
大
き
な
土
砂
災
害
が
起
き
る

と
、
地
域
が
壊
滅
状
態
に
陥
っ
て
、
過

疎
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
砂
防
が
山
間

地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
の
意
義
は
大

き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
各
都

道
府
県
が
土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
出
し

て
い
ま
す
。
先
程
述
べ
た
台
湾
の
場
合

も
、
も
ち
ろ
ん
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
は

あ
り
ま
す
。
小
林
村
で
は
連
続
雨
量
２

０
０
a
で
注
意
、
５
０
０
a
で
避
難
と

い
う
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
従
っ
て
避
難
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
あ
れ
だ
け
大
規
模
な

深
層
崩
壊
が
直
撃
し
た
の
で
、
避
難
所

も
含
め
て
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

小
林
村
の
あ
る
高
雄
県
の
北
側
に
南

投
県
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
た
く
さ
ん
の

土
砂
崩
れ
や
河
岸
侵
食
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
幸
い
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
話
を
聞
い
て
み
る

と
、
台
風
が
来
る
前
に
行
政
や
地
域
の

長
の
命
令
に
従
っ
て
、
早
め
に
避
難
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
近
年
、

台
風
に
よ
る
土
砂
災
害
を
何
度
も
経
験

し
、
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
よ
く
知

っ
て
い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
小
林
村

も
土
砂
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
は
高

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
早
期
に
安
全

な
場
所
に
避
難
す
る
か
ど
う
か
が
重
要

な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

日
本
で
も
、
台
湾
と
同
様
に
警
戒
避

難
体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
小
林
村
の
経
験
か
ら
、
現
在
や
少

し
先
の
予
測
で
は
な
く
、
最
終
的
に
ど

う
な
る
の
か
と
い
う
予
測
が
重
要
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

土
砂
崩
れ
で
道
路
が
封
鎖
さ
れ
、
土
石

流
で
橋
が
流
さ
れ
、
地
域
の
避
難
所
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
あ
と
で
、
も
し
も
大

規
模
な
深
層
崩
壊
が
来
襲
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
し

て
も
、
も
う
そ
の
地
域
か
ら
も
っ
と
安

全
な
地
域
へ
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
気
象
観
測
や
降
雨
の
予
測

を
行
な
っ
て
、
小
規
模
災
害
で
済
む
の

か
、
大
規
模
災
害
の
可
能
性
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
予
測
を
立
て
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
現
在
日
本
で
は
、
土

砂
災
害
警
戒
情
報
が
各
都
道
府
県
か
ら

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
台
風
で
最
終
的
に
い
っ
た
い

ど
ん
な
結
果
に
な
る
の
か
を
予
測
し
て
、

そ
れ
に
応
じ
た
避
難
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

こ
れ
は
、
今
回
の
台
湾
の
災
害
か
ら

の
教
訓
で
す
。
日
本
で
も
、
そ
こ
ま
で

の
こ
と
は
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

し
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

国
土
交
通
省
に
よ
れ
ば
、
土
砂
災
害

の
危
険
箇
所
に
対
す
る
整
備
率
が
２
割

程
度
だ
そ
う
で
す
。
砂
防
堰
堤
な
ど
の

ハ
ー
ド
対
策
は
効
果
的
で
す
が
、
予
算

的
に
す
べ
て
の
場
所
に
お
い
て
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
国

の
施
策
で
は
、
警
戒
情
報
を
適
切
に
出

す
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
対
策
と
併

せ
て
、
両
輪
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

広
島
市
周
辺
で
１
９
９
９
年
（
平
成
11
）

６
月
29
日
に
起
き
た
土
砂
災
害
は
、
死

者
31
名
と
い
う
大
惨
事
で
し
た
。
こ
れ

を
契
機
に
し
て
土
砂
災
害
防
止
法
（
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
）
と
い
う
法
律
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
災
害
の
と
き
に
、

山
地
の
ほ
う
ま
で
宅
地
開
発
し
た
こ
と

が
、
災
害
を
大
き
く
し
た
一
つ
の
要
因

だ
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
、
す
ぐ
に

法
律
化
さ
れ
て
規
制
が
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
土
砂
災
害
か
ら
国
民

の
生
命
を
守
る
た
め
、
土
砂
災
害
の
恐

れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
の
危
険
の
周

知
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、
住
宅
等

の
新
規
立
地
の
抑
制
、
既
存
住
宅
の
移

転
促
進
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
各
都
道
府
県
の
知

事
が
指
示
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
で

︿
土
砂
災
害
危
険
度
マ
ッ
プ
﹀
も
つ
く

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
下
の
状
態
は
複
雑

ど
の
程
度
の
雨
量
に
達
し
た
ら
、
ど

の
程
度
の
土
砂
災
害
が
起
き
る
の
か
、

と
い
う
予
測
は
、
我
々
も
研
究
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
正
確
に
予
知

す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

水
が
浸
透
し
な
い
斜
面
内
の
基
岩
の

位
置
や
斜
面
の
土
層
の
土
質
な
ど
、
斜

面
の
構
造
が
正
確
に
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、

あ
る
降
雨
条
件
に
対
し
て
斜
面
は
安
全

か
、
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
か

な
り
正
確
に
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
地
下
の
情
報
は

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
基
岩
に
し
て
も
、

以
前
は
水
を
通
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
他
の
研
究
者
に
よ
る
と
、

基
岩
に
も
水
が
浸
透
し
、
ま
た
基
岩
か

ら
土
層
に
水
が
供
給
さ
れ
る
、
と
い
っ
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生
し
て
も
、
植
生
は
土
砂
の
移
動
を
防

ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
森
林
は
表
土
の
流
出

を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

禿
げ
山
で
は
表
土
は
流
出
し
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
根
が
発
達
し
て
い
な
い
若

齢
林
の
箇
所
は
表
層
崩
壊
が
発
生
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
充
分
発
達
し
た
森
林
で
も
根

茎
が
地
盤
を
支
え
る
と
い
う
の
は
限
度

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
根
茎
が
基
岩

層
の
中
ま
で
し
っ
か
り
と
入
っ
て
い
れ

ば
効
果
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

う
し
た
こ
と
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

伐
採
後
、
残
っ
た
根
の
働
き
で
確
か
に

表
土
の
流
出
は
抑
え
ら
れ
ま
す
が
、
崩

壊
を
防
ぐ
ほ
ど
の
効
果
は
あ
ま
り
期
待

で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

針
葉
樹
が
い
い
か
、
広
葉
樹
が
い
い

か
と
い
う
こ
と
も
、
よ
く
い
わ
れ
る
こ

と
で
す
が
、
そ
れ
は
生
え
て
い
る
木
の

種
類
に
よ
っ
て
表
層
の
土
壌
が
ど
う
い

う
状
態
に
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
問

題
な
り
ま
す
。
こ
の
表
層
部
分
が
水
を

保
水
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

森
林
に
お
い
て
こ
の
層
を
充
分
発
達
さ

せ
る
よ
う
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。

Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
現
在

Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ
︵
砂
防
︶
が
国
際
共
通
語

で
あ
る
と
い
う
ご
質
問
で
す
が
、
砂
防

の
父
と
呼
ば
れ
た
赤
木
正
雄
博
士
を
は

じ
め
と
す
る
研
究
者
の
尽
力
に
よ
り
、

戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
駐
留
下
の
日
本
で
は
、

砂
防
に
よ
る
国
土
整
備
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
日
本
に
は
江
戸
時
代
以
来
の
砂

防
技
術
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
と

き
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
か
ら
来
た
技
術
者
が

﹁
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
な
い
、
独

特
の
技
術
だ
﹂
と
い
う
こ
と
で
、
大
変

感
心
し
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
土
木
技
術
を
表
現
す
る
英

語
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
）
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
の
国
際
水
文
科
学
学
会
の

席
上
で
、
﹁
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ
﹂
を
世
界
共
通

語
と
し
て
使
う
よ
う
に
し
よ
う
、
と
認

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
︵
津
波
︶
の
よ
う

に
誰
も
が
知
っ
て
い
る
言
葉
で
は
な
い

の
で
す
が
、
我
々
の
分
野
で
は
Ｓ
Ａ
Ｂ

Ｏ
は
外
国
で
も
通
用
し
ま
す
。
砂
防
が

発
達
し
た
日
本
の
特
殊
性
を
考
え
て
み

る
と
、
山
地
に
多
く
の
人
が
生
活
し
て

い
た
か
ら
、
そ
の
場
所
を
守
る
必
要
性

が
高
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
ね
。

で
す
か
ら
砂
防
堰
堤

え
ん
て
い

に
つ
い
て
も
、

土
砂
を
溜
め
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

山
を
安
定
さ
せ
る
効
果
を
期
待
し
て
つ

く
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
砂

防
堰
堤
が
土
石
流
を
受
け
止
め
た
後
、

土
砂
で
満
杯
に
な
り
ま
す
が
、
そ
う
な

っ
た
と
し
て
も
河
床
勾
配
が
緩
く
な
り
、

次
に
流
れ
て
き
た
土
石
流
は
勢
い
を
弱

め
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
埋
ま
っ
て
い

土砂災害と土砂資源

る
か
ら
と
い
っ
て
役
割
を
終
え
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
引
き
続
き
役
に
立
っ

て
い
る
の
で
す
。

ま
た
Ｖ
字
渓
谷
で
は
、
河
床
が
下
が

る
と
斜
面
が
不
安
定
に
な
っ
て
崩
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
場
所
で
は
、

砂
防
堰
堤
で
土
砂
が
溜
ま
る
と
い
う
こ

と
は
、
崩
壊
を
防
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま

す
。し

か
し
、
砂
防
堰
堤
に
よ
っ
て
土
砂

を
し
っ
か
り
止
め
た
い
場
合
は
、
除
石

を
し
て
常
に
堰
堤
を
空
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
土
砂
が
出
て
く
る
こ

と
が
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
除
石
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
鹿
児
島
県
の
桜
島
の
よ
う

に
、
噴
火
活
動
に
よ
っ
て
山
地
斜
面
に

土
砂
が
た
く
さ
ん
溜
ま
っ
た
直
後
、
そ

の
土
砂
の
流
出
に
備
え
て
下
流
の
砂
防

堰
堤
の
土
砂
を
緊
急
除
石
し
て
災
害
に

備
え
た
り
し
ま
す
。

と
は
い
え
砂
防
堰
堤
は
空
の
ほ
う
が

土
砂
を
た
く
さ
ん
溜
め
る
わ
け
で
す
か

ら
、
洪
水
の
前
に
空
に
な
る
よ
う
な
効

率
的
な
砂
防
堰
堤
は
な
い
か
、
と
い
う

議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
危
険

な
と
き
は
土
砂
を
溜
め
て
、
危
険
で
な

い
と
き
土
砂
を
排
除
す
る
タ
イ
プ
の
砂

防
堰
堤
を
技
術
者
が
開
発
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
︿
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
﹀
と
い
う

も
の
で
す
。
実
は
私
の
卒
論
の
テ
ー
マ

は
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
で
し
た
。
現
在
で
こ

そ
、
普
段
は
河
川
に
影
響
し
な
い
環
境

に
配
慮
し
た
砂
防
ダ
ム
と
位
置
づ
け
ら

た
現
象
、
い
わ
ゆ
る
岩
盤
浸
透
と
い
わ

れ
る
現
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
下
で
は
一
様
に
水
が
流
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
集
中
し
て
流

れ
る
箇
所
が
あ
り
、
パ
イ
プ
流
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
山
に
行
く

と
、
そ
う
い
う
パ
イ
プ
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
パ
イ

プ
が
地
下
で
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
も

の
が
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し

て
も
、
モ
グ
ラ
の
穴
だ
と
か
昆
虫
が
開

け
た
穴
だ
と
か
、
地
下
水
の
作
用
で
で

き
た
穴
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

パ
イ
プ
状
の
穴
で
す
か
ら
、
水
抜
き

穴
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
地
盤
が
安
定
す
る
と
も
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
何
か
の
拍
子
に
そ
の
穴
が
詰

ま
る
と
、
そ
の
箇
所
に
水
が
集
ま
り
、

そ
の
上
の
土
層
が
す
べ
る
と
い
う
現
象

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
崩
壊
し
た
所
で
、

そ
れ
が
パ
イ
プ
流
の
穴
が
詰
ま
っ
た
こ

と
が
原
因
だ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
の

は
、
検
証
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

パ
イ
プ
も
崩
壊
の
原
因
に
な
り
得
る
こ

と
は
事
実
で
す
。

地
下
の
様
子
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の

で
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
取
り
入
れ
て

崩
壊
の
予
測
を
行
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
が
、
地
下
情
報
を
知
る
技
術
の

革
新
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

植
生
の
効
果

斜
面
表
面
に
水
流
が
発
生
す
る
と
土

壌
が
侵
食
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
森
林

土
壌
と
い
う
の
は
浸
透
性
に
優
れ
て
い

ま
す
の
で
、
相
当
強
い
雨
で
な
け
れ
ば
、

雨
は
地
中
に
浸
透
し
て
表
面
流
は
発
生

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
も
し
表
面
流
が
発

天竜川の上流部では、盛んに産出される土砂を、
今でも浚渫している。



れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
土
砂
を
効
率

よ
く
調
整
す
る
た
め
の
一
つ
の
技
術
開

発
の
成
果
で
し
た
。

こ
の
ダ
ム
は
、
常
時
は
普
通
に
水
や

土
砂
が
流
れ
て
い
き
、
洪
水
の
と
き
に

は
狭
窄
部
で
あ
る
ス
リ
ッ
ト
の
上
流
に

土
砂
が
溜
ま
り
、
そ
の
後
徐
々
に
堆
積

し
た
土
砂
が
水
の
流
れ
に
よ
り
排
出
さ

れ
る
、
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
こ
う
し

た
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

の
よ
う
な
形
状
の
格
子
堰
堤
と
い
っ
た

︿
透
過
型
砂
防
ダ
ム
﹀
が
各
地
に
つ
く

ら
れ
て
、
土
石
流
の
と
き
に
も
小
さ
な

石
は
流
し
て
、
大
き
な
石
だ
け
受
け
止

め
る
よ
う
な
も
の
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
、
河
川
整
備
に
お

い
て
、
河
川
環
境
や
生
態
系
の
保
全
に

注
目
が
集
ま
り
出
し
ま
し
た
。
リ
バ
ー
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フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
が
１
９
８
７

年
（
昭
和
62
）
に
で
き
た
こ
ろ
の
こ
と
で

す
。
砂
防
の
分
野
で
も
、
環
境
砂
防
と

い
う
考
え
方
が
出
始
め
た
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

そ
の
流
れ
を
受
け
て
、
ス
リ
ッ
ト
ダ

ム
の
環
境
面
で
の
効
果
も
議
論
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
堰
堤
と
い
う
の
は
、
河
川

を
遮
断
し
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
ス
リ
ッ

ト
ダ
ム
で
は
魚
や
動
物
が
行
き
来
で
き

る
と
い
う
発
想
で
す
。
そ
れ
で
、
時
代

的
に
要
請
が
あ
っ
た
環
境
重
視
の
考
え

方
に
も
マ
ッ
チ
し
て
、
普
及
し
て
い
き

ま
し
た
。

こ
う
い
う
背
景
が
あ
っ
て
、
流
砂
系

総
合
的
土
砂
管
理
の
提
言
が
な
さ
れ
た

と
き
に
、
こ
れ
ま
で
は
止
め
る
砂
防
だ

っ
た
け
れ
ど
、
﹁
止
め
る
砂
防
﹂
か
ら

﹁
流
す
砂
防
﹂
に
転
換
し
よ
う
と
し
た

の
で
す
。
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
は
大
変
普
及

し
て
、
従
来
の
不
透
過
型
の
ダ
ム
に
ス

リ
ッ
ト
を
開
け
た
り
し
た
所
も
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
生
活
基
盤
を
安
定
さ
せ

る
に
あ
た
っ
て
、
安
全
だ
け
で
は
な
く

て
、
環
境
も
考
慮
し
な
が
ら
安
全
を
守

ろ
う
と
い
う
気
運
に
な
っ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

貯
水
池
の
中
に
も
、
最
近
で
は
排
砂

ゲ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
ダ
ム
も
あ
り
ま

す
。
黒
部
川
の
出
し
平
ダ
ム
が
有
名
で

す
。
こ
の
下
流
に
２
０
０
１
年
（
平
成
13

年
）
宇
奈
月
ダ
ム
が
竣
工
し
た
た
め
、

現
在
は
連
携
排
砂
を
し
て
い
ま
す
。

土
砂
を
流
す

貯
水
池
か
ら
土
砂
を
排
除
す
る
方
法

に
は
、
排
砂
ゲ
ー
ト
に
よ
る
方
法
、
バ

イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
迂
回
さ
せ
る

方
法
、
人
工
的
に
土
砂
を
貯
水
池
か
ら

そ
の
下
流
に
運
搬
し
て
置
き
土
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

ダ
ム
の
手
前
に
バ
イ
パ
ス
を
つ
く
っ

て
土
砂
を
出
す
や
り
方
は
、
関
西
で
す

と
十
津
川
に
あ
る
旭
ダ
ム
が
最
初
に
行

な
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
関
西
電
力
が

事
業
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。
旭
ダ
ム
で

は
、
近
年
、
流
域
に
崩
壊
が
多
発
し
、

堆
砂
が
進
行
し
、
濁
水
の
問
題
が
顕
在

化
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
消
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
︿
旭
ダ

ム
バ
イ
パ
ス
放
流
設
備
﹀
は
、
１
９
９

９
年
度
（
平
成
11
）
の
土
木
学
会
技
術
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
土
砂
や
濁

水
を
ト
ン
ネ
ル
で
迂
回
さ
せ
て
、
ダ
ム

の
下
流
に
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
も
の

で
、
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
木
曽
川
支
川
の
三
峰
川

み

ぶ

が

わ

に
あ
る
美

和
ダ
ム
に
、
土
砂
を
迂
回
さ
せ
る
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
と

は
別
の
方
法
で
は
、
土
砂
を
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ

し
て

ダ
ム
の
下
流
に
人
工
的
に
置
く
や
り
方

を
︿
置
き
土
﹀
と
い
い
ま
す
。
置
き
土

の
発
想
は
、
ダ
ム
に
よ
っ
て
土
砂
の
移

動
を
遮
断
し
た
こ
と
で
下
流
の
環
境
を

変
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
ダ
ム
に

溜
ま
っ
た
土
砂
を
下
流
に
還
元
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
土
砂

を
置
い
て
流
す
こ
と
で
鮎
が
釣
れ
な
く

な
る
と
か
、
逆
に
石
に
つ
い
た
藻
類
が

更
新
さ
れ
て
鮎
の
生
育
が
良
く
な
る
と

か
、
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

と
に
か
く
砂
が
流
れ
な
く
な
っ
た
川
に

砂
を
戻
す
と
い
う
意
義
が
も
の
す
ご
く

高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
黒
部
の
出
し
平
ダ
ム
の
と
き

に
も
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
程

度
の
量
の
土
砂
を
、
ど
う
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
に
流
す
か
と
い
う
こ
と
に
も
配
慮

が
必
要
で
す
。
出
し
平
ダ
ム
の
と
き
は
、

長
年
堆
砂
し
て
ヘ
ド
ロ
状
に
な
っ
て
い

た
酸
欠
状
態
の
土
砂
を
水
量
の
少
な
い

冬
期
に
大
量
に
放
出
し
て
、
川
の
水
の

中
の
酸
素
を
大
量
に
吸
収
し
て
し
ま
い

問
題
に
な
り
ま
し
た
。

置
き
土
は
、
現
在
、
貯
水
池
の
堆
砂

対
策
や
下
流
河
川
の
生
態
系
の
改
善
の

た
め
の
試
行
的
な
事
業
と
し
て
、
全
国

約
20
の
ダ
ム
や
河
川
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
も
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
社
団
法
人
土
木
学
会
水
工
学
委
員
会
環
境
水
理
部

会
主
催
）
が
行
な
わ
れ
、
私
が
座
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

置
き
土
は
流
砂
系
土
砂
管
理
に
お
け

る
有
望
な
ツ
ー
ル
で
す
の
で
、
河
川
技

術
と
し
て
の
速
や
か
な
確
立
が
望
ま
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
適
切
な
条
件
設

定
の
も
と
で
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、
効

果
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
ま
だ
確
立
さ
れ
た
河
川
技
術
と

し
て
本
格
的
な
実
施
に
至
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
れ
は
﹁
こ
の
川
で

は
こ
れ
ぐ
ら
い
流
せ
ば
最
適
で
あ
る
﹂

と
い
う
基
準
値
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
基
準
値
を

確
定
で
き
る
段
階
に
向
か
い
つ
つ
あ
る

こ
と
は
事
実
で
す
。

河
床
を
上
昇
さ
せ
た
り
低
下
さ
せ
た

り
す
る
調
整
方
法
は
、
土
砂
水
理
学
と

い
う
分
野
で
研
究
が
な
さ
れ
て
い
て
、

精
度
良
く
解
析
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
河
床
材
料
の
粒
度
分
布
が
ど

う
変
わ
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
最
近
で
は
、
河
床
の

中
の
空
隙

く
う
げ
き

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
知

る
実
験
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
川

の
地
形
も
流
れ
方
向
だ
け
の
一
次
元
的

な
凹
凸
だ
け
で
は
な
く
、
横
断
方
向
の

凹
凸
も
計
算
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
ソ
フ
ト
技
術
は
で
き

て
い
ま
す
の
で
、
﹁
こ
こ
に
こ
れ
だ
け

の
土
砂
を
投
入
す
る
と
、
下
流
が
ど
う

い
う
川
に
な
る
か
﹂
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

に
対
し
て
、
下
流
側
の
河
床
が
ど
う
応

答
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
幅
広
く
予

測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

流
砂
系
も
合
意
形
成
が
大
事

一
つ
の
川
に
い
く
つ
も
の
堰
や
ダ
ム

が
あ
る
場
合
、
一
つ
の
ダ
ム
か
ら
土
砂

を
流
し
て
も
、
下
流
の
ダ
ム
に
溜
ま
る

だ
け
で
、
流
砂
系
で
土
砂
を
管
理
し
て

い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
意



味
で
い
う
と
、
流
砂
系
で
の
土
砂
管
理

を
行
な
っ
て
い
る
河
川
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
気
運
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
し
、
徐
々
に
そ
の
方
向
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。

流
域
は
上
流
か
ら
林
野
、
砂
防
、
河

川
の
関
係
省
庁
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

都
道
府
県
が
管
理
す
る
区
間
や
電
力
会

社
が
管
理
す
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
関
係
者
間
で
調

整
し
な
い
と
、
流
砂
系
を
総
合
的
に
管

理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
土
砂
管
理
を
行
な
う
と
き
、

ど
の
よ
う
な
河
川
の
姿
を
目
標
に
す
る

か
と
い
う
こ
と
も
問
題
で
す
が
、
こ
れ

は
﹁
何
が
健
全
か
﹂
を
考
え
る
と
い
う

問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
は
地
域

住
民
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

考
え
方
が
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
全
員
が
入

っ
た
、
な
ん
ら
か
の
仕
組
み
が
必
要
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
モ
デ
ル

河
川
も
ま
だ
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
や
立
場
の

人
々
が
一
堂
に
会
し
た
場
で
、
将
来
の

河
川
の
姿
を
考
え
、
管
理
の
方
向
性
を
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話
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

土
砂
を
資
源
と
し
て

私
た
ち
は
、
今
、
︿
土
砂
資
源
﹀
に

関
す
る
研
究
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

水
資
源
と
い
う
言
葉
は
、
み
な
さ
ん

聞
き
慣
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
洪

水
管
理
と
水
資
源
管
理
は
両
方
行
な
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
土
砂
は
主
に
土
砂
災
害
管
理

が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
土
砂
資

源
管
理
の
ほ
う
は
、
砂
利
採
取
の
規
制

を
行
な
っ
て
き
た
ぐ
ら
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

も
と
も
と
は
、
土
砂
と
い
う
の
は
国

土
や
農
地
を
つ
く
っ
て
き
た
資
源
で
す
。

し
か
し
現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
そ
の

認
識
は
薄
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
我
が
国
で
は
、
過
剰
な
砂
利

採
取
は
河
床
が
下
が
る
原
因
と
し
て
規

制
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
の
開
発
途
上
国
に
目
を
転
じ
る
と
、

取
り
す
ぎ
て
社
会
問
題
に
は
な
っ
て
い

ま
す
が
、
砂
利
は
重
要
な
資
源
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
山
噴
火

後
の
多
量
の
土
砂
を
溜
め
る
た
め
の
サ

ン
ド
ポ
ケ
ッ
ト
で
は
、
土
砂
が
堆
積
す

る
と
、
そ
こ
が
数
年
で
き
れ
い
な
農
地

に
な
り
ま
す
。
彼
ら
は
土
砂
が
神
様
か

ら
の
恵
み
の
一
つ
と
見
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
、
と
き
ど
き
耳
に
し
ま
す
。

し
か
し
我
々
日
本
人
は
、
土
砂
を
災

害
と
感
じ
る
ん
で
す
ね
。
か
つ
て
は

我
々
も
土
砂
を
資
源
活
用
し
た
時
代
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
黒
部
川
で
は
赤

土
を
田
ん
ぼ
に
流
す
、
い
わ
ゆ
る
流
水

客
土
を
行
な
う
こ
と
で
田
ん
ぼ
の
土
壌

改
良
を
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
、
土
砂
の
資
源
活
用
の

一
つ
で
す
。

鳥
取
県
の
皆
生

か
い
け

海
岸
も
、
砂
鉄
を
採

っ
た
残
り
の
土
砂
を
河
川
に
流
す
と
い

う
タ
タ
ラ
製
鉄
の
か
ん
な
流
し
に
よ
り
、

海
岸
が
発
達
し
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
土
砂
と
人

間
の
営
み
と
い
う
も
の
が
密
接
に
か
か

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

土
砂
は
人
間
に
と
っ
て
の
資
源
と
い

う
意
味
だ
け
で
な
く
、
生
物
に
と
っ
て

も
大
変
大
事
な
も
の
で
す
。
土
砂
が
下

流
に
流
れ
な
く
な
る
と
、
川
の
材
料
が

だ
ん
だ
ん
粗
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
か
ら
見
る
と
、
生
育
す
る
上

で
細
か
い
砂
が
必
要
な
生
物
に
と
っ
て
、

上
流
か
ら
く
る
砂
は
資
源
だ
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

安
全
と
利
用
、
環
境
と
い
う
三
つ
の

要
素
を
目
的
と
す
る
以
上
、
生
物
に
と

っ
て
の
資
源
と
し
て
も
と
ら
え
る
こ
と

が
、
環
境
面
で
の
重
要
な
視
点
と
な
る

で
し
ょ
う
。

理
論
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
海
岸

侵
食
を
防
ぐ
ぐ
ら
い
土
砂
を
流
す
た
め

に
は
、
河
川
勾
配
は
現
在
よ
り
急
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
水
は
低
い
ほ
う

に
流
し
た
だ
け
流
れ
て
い
き
ま
す
が
、

土
砂
の
場
合
は
流
し
す
ぎ
る
と
河
床
に
堆

積
し
な
が
ら
流
れ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か

ら
、
海
岸
ま
で
充
分
な
土
砂
を
運
ぶ
た
め

に
は
河
床
は
上
昇
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。河

川
で
は
、﹁
河
床
の
地
形
変
化
の
結

果
、
砂
が
流
れ
て
い
く
﹂
と
言
っ
た
ほ
う

が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
水
路
の
中
を
土
砂
が
流
れ
て
い
く
よ
う

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

か
つ
て
黒
部
川
に
視
察
に
行
っ
た
と
き
、

白
い
き
れ
い
な
砂
が
溜
ま
っ
て
い
て
、
地

元
の
お
じ
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、
何
回
も
ダ

ム
か
ら
排
砂
し
て
い
て
、
こ
ん
な
に
き
れ

い
な
砂
は
今
回
初
め
て
出
た
、
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
土
砂
を
み
な
さ

ん
が
使
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
水
利

権
な
ら
ぬ
土
砂
権
と
い
う
の
も
あ
る
の
か

な
、
と
思
い
ま
す
。

山
が
崩
落
す
る
の
を
見
る
と
、
た
い
が

い
の
人
は
危
険
だ
、
と
思
う
し
、
も
ち
ろ

ん
人
的
被
害
が
あ
れ
ば
悲
し
い
出
来
事
が

起
こ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
崩
壊

自
体
は
土
砂
を
生
み
出
す
自
然
現
象
で
す

か
ら
、
出
て
き
た
も
の
を
い
か
に
活
用
す

る
か
、
と
い
う
発
想
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。土

砂
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
流
域

管
理
の
中
の
重
要
な
要
素
で
す
が
、
生
産

さ
れ
た
土
砂
を
い
か
に
有
効
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
健
全
な
流

域
を
つ
く
っ
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

右：インドネシア・ブランタス川の砂利採取。
下：インドネシア・クルド火山地域サンドポケット内の農地化。写真２点提供：藤田正治



環
境
の
定
義

最
近
は
環
境
が
大
流は

行や

り
で
、
生
態

学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
環
境
政
治
、
環

境
経
済
、
環
境
歴
史
、
環
境
社
会
、
と

環
境
と
つ
い
た
も
の
が
い
っ
ぱ
い
で
き

て
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
幅
が
広
す

ぎ
て
、
い
ま
だ
に
環
境
と
い
う
の
は
定

義
で
き
な
い
ん
で
す
。

い
か
な
る
法
律
も
、
最
初
に
例
え
ば

﹁
犯
罪
と
は
﹂
と
い
う
定
義
か
ら
始
ま

る
ん
で
す
が
、
環
境
関
係
の
法
律
に
関

し
て
い
え
ば
、
環
境
と
は
何
か
に
つ
い

て
一
切
書
い
て
い
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
法
律

に
は
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
﹁
人
体
の

外
側
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
﹂
と
書
い

て
あ
る
だ
け
で
、
定
義
で
も
な
ん
で
も

な
い
で
し
ょ
う
。

環
境
が
な
ん
で
あ
る
か
、
言
え
ま
す

か
？
　
難
し
い
で
す
よ
ね
。
﹁
日
本
の

政
治
環
境
は
﹂
と
か
言
い
出
す
と
、
単

に
﹁
状
況
﹂
を
意
味
す
る
だ
け
に
す
ぎ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
。

も
っ
と
も
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る

の
は
、
状
況
の
急
激
な
変
化
で
我
々
の

健
康
や
生
命
に
危
険
を
感
じ
る
場
合
、

そ
れ
を
﹁
環
境
問
題
﹂
と
呼
ぶ
、
と
い

う
意
味
合
い
で
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

環
境
と
い
う
言
葉
が
爆
発
的
に
広
が

っ
た
の
は
い
い
ん
で
す
が
、
こ
の
よ
う

に
中
身
が
議
論
さ
れ
な
い
ま
ま
に
環
境
、

環
境
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

お
互
い
に
環
境
に
つ
い
て
話
し
て
い
る

の
に
、
全
然
噛
み
合
わ
な
い
、
と
い
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

私
の
自
宅
は
、
で
き
て
か
ら
１
０
０

年
が
経
つ
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
木
と

紙
で
で
き
た
家
で
す
。
電
気
の
ス
イ
ッ

チ
類
は
、
石
油
由
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
で
き
る
前
に
使
わ
れ
て
い
た
ベ
ー
ク

ラ
イ
ト
で
で
き
て
い
ま
す
。
楠
の
樹
脂

か
ら
つ
く
ら
れ
た
最
古
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
、
元
を
正
せ
ば
木
で
で
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
零
戦
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
部
分
も
楠
か
ら
で
き
て
い
た
ん
で

す
よ
。

話
は
逸
れ
ま
す
け
れ
ど
、
日
本
が
世

界
で
最
大
の
楠
の
産
地
だ
っ
た
台
湾
を

占
領
し
た
の
は
、
原
料
が
豊
富
に
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
楠
と
い
う
の
は
虫
に
強
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森林からの警告
石弘之さんはジャーナリスト、研究者、特命全権大使など

さまざまな立場から、

40年以上地球ウォッチャーをしてきました。

石さんはその感想を

「手がつけられないほどに人間が暴走している」と言います。

本来再生可能な資源である

水産、土壌、水の基礎にある森林。

世界の森林が置かれている現状について聞きました。

石 弘之
いしひろゆき

環境史家

1940年東京都生まれ。東京大学卒業後、朝日新聞社に入社。ニュー
ヨーク特派員、科学部次長などを経て編集委員。1985～87年国連環
境計画（UNEP）上級顧問。1994年朝日新聞社退社。1996～2002年
東京大学大学院教授（総合文化研究科・新領域創成科学研究科）。
2002～2004年までザンビア特命全権大使。北海道大学公共政策大学
院教授、国際協力事業団参与、東中欧環境センター理事などを歴任。

主な著書に『地球環境報告』（岩波新書 1988）、『世界の森林破壊を
追う―緑と人の歴史と未来』（朝日新聞社 2003）、『地球生態系の危
機―アフリカ奥地からのリポート』（筑摩書房 1987）、『私の地球遍
歴―環境破壊の現場を求めて』（洋泉社 2008）ほか



く
て
商
売
に
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
外
国

か
ら
買
っ
て
く
る
。
木
材
も
コ
ス
ト
が

か
か
っ
て
利
益
に
見
合
わ
な
い
か
ら
外

国
か
ら
買
っ
て
く
れ
ば
い
い
。
そ
の
よ

う
な
国
際
分
業
論
と
い
う
も
の
が
も
て

は
や
さ
れ
た
時
代
が
あ
る
ん
で
す
。

し
か
し
、
国
際
分
業
論
に
は
、
木
に

し
て
も
食
料
に
し
て
も
、
売
る
側
に
い

つ
も
余
剰
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
り

ま
す
よ
ね
。
そ
し
て
、
日
本
に
買
う
だ

け
の
金
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
売
る

側
の
余
剰
と
買
う
側
の
金
。
こ
の
二
つ

の
条
件
が
そ
ろ
わ
な
い
と
成
り
立
た
な

い
理
論
な
の
で
す
。

ま
ず
食
料
の
こ
と
で
言
い
ま
す
と
、

一
昨
年
は
世
界
の
二
十
数
カ
国
で
食
料

暴
動
が
起
き
た
ん
で
す
。
そ
の
背
景
に

は
結
局
売
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
き
た

と
い
う
現
実
が
あ
る
。
国
内
で
さ
え
も

足
り
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実

情
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
世
界
で
30
カ
国
ぐ
ら
い
の

国
が
、
食
料
の
輸
出
に
全
面
規
制
を
か

け
始
め
て
い
ま
す
。
日
本
が
国
際
分
業

論
を
唱
え
て
い
た
﹁
誰
で
も
金
を
出
せ

ば
売
っ
て
く
れ
る
﹂
と
い
う
時
代
は
、

も
う
終
わ
り
を
告
げ
て
い
る
ん
で
す
。

酷
使
さ
れ
た
森
林
資
源

私
は
環
境
史
が
専
門
な
ん
で
す
。
そ

の
中
で
も
木
材
と
い
う
の
が
人
類
に
と

っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ

っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
心
が
あ
り

ま
す
。

人
間
が
未
開
状
態
に
あ
る
と
き
に
、

身
近
に
あ
っ
て
使
え
る
素
材
と
い
う
の

は
、
石
と
木
だ
け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

石
で
石
器
を
つ
く
っ
て
、
石
器
で
木
を

伐
っ
て
。
木
は
残
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど

う
い
う
風
に
使
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い

の
で
す
が
、
日
本
の
場
合
、
縄
文
時
代

に
50
種
類
以
上
の
木
や
竹
や
草
を
使
い

分
け
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

19
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
木
は

ほ
と
ん
ど
が
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
木
を
使
い
尽
く
し
て
し
ま
い
、

止
む
な
く
石
炭
に
移
行
す
る
わ
け
で
す
。

石
炭
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
ん

で
す
が
、
臭
く
て
い
ぶ
い
た
め
に
﹁
汚

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
と
言
わ
れ
嫌
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
産
業
革
命
後
に

使
用
が
増
加
し
て
、
18
世
紀
の
半
ば
か

ら
、
人
類
は
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広

域
の
大
気
汚
染
を
経
験
す
る
の
で
す
。

日
本
で
も
薪
や
炭
を
使
っ
て
い
ま
し

た
。
石
炭
や
石
油
に
代
わ
っ
て
い
っ
た

の
は
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
で
す
。

木
が
存
在
し
な
か
っ
た
ら
、
人
類
は

存
在
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

近
世
に
な
っ
て
、
森
林
破
壊
が
起
き

た
の
は
、
薪
と
し
て
使
う
量
が
増
え
た

た
め
で
す
。
そ
れ
が
燃
料
革
命
で
石
炭

や
石
油
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
、
今

度
は
鉄
道
の
枕
木
と
し
て
の
利
用
が
森

林
破
壊
の
原
因
と
な
り
ま
し
た
。
イ
ン

ド
と
か
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
、
タ
イ

と
い
っ
た
地
域
の
森
林
は
ど
ん
ど
ん
消
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い
成
分
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
、
な
か
な

か
枯
れ
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
今
で

も
都
会
の
街
路
樹
に
植
え
ら
れ
て
増
え

て
い
ま
す
。

日
本
が
台
湾
を
占
領
し
て
、
楠
の
樹

脂
が
ア
メ
リ
カ
に
入
ら
な
く
な
っ
た
た

め
に
、
ア
メ
リ
カ
が
頑
張
っ
て
ナ
イ
ロ

ン
を
発
明
し
、
こ
れ
以
降
、
化
学
合
成

樹
脂
の
開
発
が
い
っ
き
に
進
展
す
る
と

い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

台
湾
の
日
本
統
治
時
代

日
清
戦
争
の
敗
戦
に
伴
い
清
朝
が
台
湾
を
日
本
に
割

譲
し
た
１
８
９
５
年
（
明
治
28
）
４
月
17
日
か
ら
、

中
華
民
国
統
治
下
に
置
か
れ
る
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
）
10
月
25
日
ま
で
を
指
す
。

ナ
イ
ロ
ン
66

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）、
ア
メ
リ
カ
・
デ
ュ
ポ
ン
社

の
ウ
ォ
ー
レ
ス
・
カ
ロ
ザ
ー
ス
が
、
ア
ジ
ピ
ン
酸
と

ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
を
重
合
し
て
ナ
イ
ロ
ン

66
の
合
成
に
成
功
し
た
。
絹
の
代
用
と
し
て
、
女
性

の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
使
わ
れ
た
。

環
境
史
と
い
う
の
は
こ
う
い
っ
た
雑

学
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。

脱
・
国
際
分
業
論

日
本
は
温
帯
多
雨
林
も
あ
り
、
森
林

の
形
成
が
豊
か
で
す
。
し
か
も
、
地
形

が
南
北
に
長
い
上
に
複
雑
で
す
か
ら
、

木
の
種
類
も
滅
茶
苦
茶
多
い
ん
で
す
ね
。

例
え
ば
、
北
欧
の
森
林
学
科
の
学
生

は
木
の
種
類
を
10
種
類
ぐ
ら
い
し
か
覚

え
る
必
要
が
な
い
ん
で
す
。
し
か
し
、

東
大
の
林
学
科
で
は
、
１
５
０
種
ぐ
ら

い
を
必
死
で
覚
え
な
い
と
試
験
に
通
ら

な
い
ん
で
す
よ
。
本
当
に
森
林
の
専
門

家
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
１
０
０
０

種
く
ら
い
覚
え
な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

熱
帯
林
で
一
番
植
生
が
豊
か
な
の
は

ボ
ル
ネ
オ
な
ん
で
す
が
、
ボ
ル
ネ
オ
で

１
ha
あ
た
り
、
５
０
０
種
以
上
の
樹
木

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
。
日
本

で
一
番
条
件
が
良
い
所
で
70
種
ぐ
ら
い
。

そ
れ
が
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
と
い
き

な
り
10
種
で
す
か
ら
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
氷
河
期
の
影
響
を
受

け
て
い
て
、
い
っ
た
ん
死
滅
し
た
と
こ

ろ
か
ら
回
復
し
た
状
態
が
今
な
の
で
す
。

日
本
で
は
氷
河
期
の
影
響
を
受
け
た
の

は
北
海
道
と
高
山
帯
だ
け
で
、
あ
と
は

残
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
だ
け
豊
か
な
植
生
の
日
本
で
、

よ
そ
か
ら
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け

て
木
材
や
食
料
を
運
ん
で
く
る
と
い
う

の
は
お
か
し
い
話
で
す
。
国
の
将
来
設

計
が
な
い
ま
ま
に
、
外
材
の
関
税
を
撤

廃
し
て
ど
ん
ど
ん
買
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

食
料
な
ん
て
、
日
本
は
耕
地
が
少
な

ロシア

世界合計
39.37億ha ブラジル

カナダ

米国中国オーストラリア（1.63）

コンゴ民主共和国（1.33）

インドネシア（0.85）

ペルー（0.69）

インド（0.68）

その他（13.23） 8.09

4.71

3.10

3.032.05

世界の10大森林国  （2007）FAOSTAT より編集部で作図



え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
一
段
落
す
る
と
、
今
度
は
電

柱
に
使
う
た
め
に
木
が
伐
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
紙
の
原
料
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
人
類
は
燃
料
か
ら
始
ま

っ
て
、
常
に
常
に
木
に
頼
っ
て
き
た
わ

け
で
す
。

そ
の
、
最
も
重
要
な
資
源
が
、
今
、

壊
滅
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
農
業
が
ま
だ
あ
ま
り
進
展

し
て
い
な
い
８
０
０
０
年
前
、
地
表
面

積
の
60
％
ぐ
ら
い
は
お
そ
ら
く
森
林
だ

っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
現
在
は
30
％
に
な
り
ま
し
た
。

８
０
０
０
年
間
で
半
減
し
た
の
で
す
。

森
林
の
質

し
か
し
、
残
っ
た
30
％
が
良
い
森
林

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
こ
10
年
間
ぐ
ら
い
山
火
事

が
大
変
な
勢
い
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で

す
よ
。
一
番
ひ
ど
い
の
が
ロ
シ
ア
で
す

が
、
中
国
で
も
ア
ラ
ス
カ
で
も
カ
ナ
ダ

で
も
地
中
海
地
方
で
も
、
頻
繁
に
起
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
森
林
が
劣
化
し
て

い
て
、
山
火
事
が
非
常
に
起
こ
り
や
す

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

一
つ
は
伐
り
す
ぎ
て
森
が
ス
カ
ス
カ

の
状
態
に
な
っ
て
乾
燥
し
て
い
ま
す
か
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ら
、
火
が
入
っ
た
と
き
に
燃
え
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
過
剰
伐
採
に

よ
っ
て
森
林
の
木
が
ま
ば
ら
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
伐
っ

た
後
に
生
え
て
く
る
二
次
更
新
の
木
は

細
い
で
す
か
ら
、
燃
え
や
す
い
。
ま
た
、

細
い
木
は
し
な
り
ま
す
か
ら
、
こ
す
れ

合
っ
て
自
然
発
火
し
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
世
界
中
が
森
林
資
源
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
ア
マ
ゾ
ン
で
は
現
在
で
も
非
常

に
破
壊
が
進
ん
で
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ

ア
の
森
林
は
、
一
部
ボ
ル
ネ
オ
な
ど
に

は
少
し
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
と
は

西
ア
フ
リ
カ
の
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
の

流
域
で
す
。

山
火
事
の
原
因
は
煙
草
や
焚
き
火
の

不
始
末
が
主
な
も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
が
自
然
発
火

で
す
。
な
か
で
も
落
雷
に
よ
る
も
の
が

最
も
多
く
、
そ
れ
か
ら
先
程
も
言
い
ま

し
た
よ
う
に
風
に
よ
っ
て
木
ど
う
し
が

こ
す
れ
て
起
こ
る
自
然
発
火
で
す
。

ア
フ
リ
カ
な
ど
で
起
こ
る
不
思
議
な

現
象
に
、
サ
バ
ン
ナ
の
真
ん
中
の
木
が
、

い
き
な
り
燃
え
上
が
る
、
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
れ
は
雨
の
水
滴

が
原
因
で
す
。
水
滴
が
レ
ン
ズ
の
役
目

を
し
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

い
き
な
り
発
火
す
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
言
う
と
、
煙
草
の
火
の
不
始
末
よ
り

も
、
飲
料
ビ
ン
の
か
け
ら
が
レ
ン
ズ
の

役
目
を
し
て
発
火
す
る
、
と
い
う
こ
と

の
ほ
う
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
の
現
状

ザ
ン
ビ
ア
の
大
使
を
や
っ
た
の
は
、

外
務
改
革
の
一
環
で
大
使
を
民
間
か
ら

登
用
す
る
施
策
を
と
っ
た
か
ら
。
そ
の

と
き
に
ア
フ
リ
カ
が
好
き
で
ホ
イ
ッ
と

行
く
人
間
が
ほ
か
に
い
な
か
っ
た
ん
で

す
よ
、
き
っ
と
。

環
境
の
こ
と
を
や
り
な
が
ら
世
界
各

地
を
40
年
ぐ
ら
い
回
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
ア
フ
リ
カ
が
好
き
で
全
部
で
４
回

勤
務
し
た
ん
で
、
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。

み
な
さ
ん
は
ザ
ン
ビ
ア
と
言
っ
て
も

馴
染
み
が
な
い
で
し
ょ
う
が
、
日
本
の

十
円
玉
は
ザ
ン
ビ
ア
の
銅
で
で
き
て
い

ま
す
。
八
つ
の
国
と
国
境
を
接
し
て
い

ま
す
が
、
今
ま
で
に
１
回
た
り
と
も
国

境
紛
争
と
か
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
た
こ

と
が
な
い
。
ア
フ
リ
カ
で
は
唯
一
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
、
平
和
な
国
な
ん
で
す

ね
。そ

こ
に
２
年
半
ぐ
ら
い
お
り
ま
し
た
。

私
は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
好
き
で
、

鳥
を
見
る
に
は
最
高
の
場
所
で
す
。

ア
フ
リ
カ
は
植
民
地
支
配
で
ひ
ど
い

目
に
あ
っ
て
、
今
は
エ
イ
ズ
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、
人
口
の

自
然
増
が
２
０
０
０
万
人
に
対
し
て
エ

イ
ズ
で
亡
く
な
る
人
は
年
間
２
０
０
万

人
ぐ
ら
い
に
上
り
ま
す
。

た
だ
問
題
に
な
る
の
は
、
あ
ち
ら
は

男
女
間
の
感
染
で
10
代
か
ら
20
代
の
若

い
年
代
を
中
心
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
社
会
の
中
核
の
年
代
が
消

え
て
い
く
わ
け
で
す
よ
。

奴
隷
貿
易
の
と
き
も
、
ほ
と
ん
ど
が

10
代
か
ら
20
代
で
、
社
会
の
中
核
の
年

代
が
消
え
た
。
そ
の
こ
と
が
、
今
日
ア

フ
リ
カ
が
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
理

由
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の

エ
イ
ズ
の
問
題
は
、
同
様
な
状
況
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
で
初
め
て
エ
イ
ズ
の
発
症

が
確
認
さ
れ
た
の
が
１
９
８
２
年
（
昭
和

57
）
で
、
そ
れ
か
ら
一
挙
に
広
が
り
ま

し
た
。
ケ
ニ
ア
で
は
、
エ
イ
ズ
死
亡
者

の
４
割
が
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
で
、

そ
の
多
く
は
女
性
で
す
。

一
番
深
刻
な
の
は
教
師
の
不
足
で
す
。

ザ
ン
ビ
ア
で
す
と
ね
、
年
間
１
０
０
０

人
ぐ
ら
い
の
教
師
が
、
エ
イ
ズ
で
死
ぬ

ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
新
た
に
教
師
に
な

る
人
は
、
年
間
５
０
０
人
ぐ
ら
い
で
す

か
ら
。
校
舎
を
つ
く
っ
て
も
、
教
師
が

い
な
い
ん
で
す
よ
。

森
林
に
依
存
し
て
生
き
る
人
々

日
本
人
は
完
全
に
森
林
依
存
か
ら
後

退
し
て
し
ま
っ
て
、
１
０
０
％
森
林
に

依
存
し
て
い
る
人
は
皆
無
に
近
い
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
わ
ず
か
に
残
る

炭
焼
き
の
人
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
マ

タ
ギ
も
い
な
い
か
ら
、
熊
が
出
て
き
て

も
撃
つ
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

上：アマゾンの帯林を焼いて造成した牧場。
左：マレーシア・ボルネオ島の焼き畑風景。
下：NGOの指導で住民の間に植林の機運が高
まった。（ケニアのキスムで）写真提供：石弘之



と
い
う
時
代
は
、
ほ
ぼ
終
焉
し
つ
つ
あ

る
わ
け
で
す
。
し
か
も
、
食
料
自
給
率

は
４
割
前
後
な
わ
け
で
す
か
ら
。

そ
れ
を
考
え
た
場
合
、
あ
と
15
年
、

保
つ
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
私
の
懸

念
で
す
。

先
に
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
が
、
海

の
魚
で
す
。
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
が

食
べ
て
い
る
魚
は
30
年
前
と
は
似
て
非

な
る
も
の
で
す
。

い
よ
い
よ
地
球
の
限
界
が
見
え
て
き

た
。
そ
し
て
、
真
っ
先
に
限
界
を
超
え

て
し
ま
っ
た
の
が
ア
フ
リ
カ
だ
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

大
規
模
災
害
の
原
因

ア
フ
リ
カ
は
限
界
を
超
え
て
し
ま
っ

た
か
ら
、
悲
惨
な
こ
と
が
次
々
と
起
き

て
い
ま
す
。
森
林
と
い
う
の
は
生
態
系

の
基
本
で
す
か
ら
。
森
林
が
な
く
な
っ

た
ら
、
土
壌
侵
食
が
起
き
、
保
水
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
水
に
も
影
響
が

あ
り
ま
す
し
。
い
ろ
い
ろ
な
自
然
災
害

の
原
因
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

森
林
と
い
う
地
球
上
の
一
番
の
要
を

失
っ
て
い
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
年
前
の
イ
ン
ド
洋
の
大
津
波
（
２
０

０
４
年
12
月
26
日
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
大
津
波
）
も
、
海
岸
に
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
あ
る
所
は
被
害
が
少

な
か
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
タ
イ
の

よ
う
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
伐
っ
て
は
、

35 森林からの警告
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し
か
し
、
南
米
で
あ
る
と
か
ア
フ
リ

カ
や
ア
ジ
ア
に
は
、
ま
だ
森
林
に
依
存

し
て
生
活
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
森

林
に
食
料
か
ら
燃
料
か
ら
建
築
材
か
ら

衣
服
の
材
料
ま
で
、
す
べ
て
の
資
源
を

依
存
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
人
が
20

億
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
植
林
が
流
行
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
、
ア
フ
リ
カ
な
ん
か
で
は
腹
を

す
か
せ
た
羊
と
薪
に
し
よ
う
と
す
る
主

婦
が
手
ぐ
す
ね
引
い
て
い
ま
す
か
ら
、

す
ぐ
に
姿
を
消
し
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

人
口
爆
発
と
森
林
の
関
係

人
口
爆
発
と
森
林
破
壊
は
相
関
し
て

い
ま
す
。
１
人
増
え
る
と
0.4
ha
ぐ
ら
い

の
土
地
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ

が
世
界
で
８
０
０
０
万
人
近
く
増
え
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
日
本
列
島
ぐ
ら

い
の
広
さ
の
土
地
が
な
い
と
、
毎
年
増

え
る
人
口
を
養
え
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。２

０
０
９
年
（
平
成
21
）
６
月
に
世
界

の
人
口
が
68
億
人
を
超
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
２
０
５
０
年
、
あ
と
40
年
で
91
億

人
に
な
る
ん
で
す
よ
。
あ
と
23
億
人
増

え
る
わ
け
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、

今
の
人
口
に
中
国
と
イ
ン
ド
分
が
乗
っ

か
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
、

考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
。

私
の
説
は
２
０
２
５
年
ぐ
ら
い
に
、

一
つ
の
破
局
点
に
達
す
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
と
い
う
予
測
で
す
。
で
は
ど
う
い

う
形
で
破
綻
す
る
の
か
。
一
つ
に
は
農

業
生
産
が
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
い
る
ん

で
す
ね
。

こ
の
50
年
間
、
世
界
の
農
地
は
ま
っ

た
く
増
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
か
え
っ

て
減
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
単
位

面
積
当
た
り
の
収
量
は
２
倍
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
同
じ
面
積
の

農
地
か
ら
２
倍
の
生
産
量
を
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

大
量
の
農
薬
や
化
学
肥
料
を
投
入
し
て

い
ま
す
。
そ
の
投
入
に
よ
る
単
収
の
伸

び
が
ほ
と
ん
ど
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
。

い
か
に
肥
料
を
く
れ
よ
う
が
、
畑
は

も
う
増
収
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
食
料
問
題

は
目
に
見
え
て
ダ
メ
に
な
っ
て
い
く
。

現
に
一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か
け
て
世

界
の
食
料
備
蓄
分
は
54
日
分
な
ん
で
す

よ
。
こ
れ
は
も
の
す
ご
く
き
つ
い
状
況

で
す
。
戦
後
、
最
悪
で
す
。
１
９
７
３

年
〜
１
９
７
４
年
（
昭
和
48
〜
49
）
の
世

界
的
な
大
食
料
危
機
の
と
き
よ
り
も
ひ

ど
い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
誰
に
も
自
覚
が
な
い
。
日

本
人
は
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
走
れ
ば
、
い
つ
で
も
食
料
が
買

え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
今
の
日

本
は
世
界
中
か
ら
食
料
を
買
い
集
め
た
、

世
界
一
の
食
料
輸
入
国
な
ん
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
ご
存
知
の
通
り
、
外
貨
準
備

高
が
す
ご
い
勢
い
で
減
っ
て
い
る
。
金

さ
え
あ
れ
ば
世
界
中
か
ら
物
が
買
え
る
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リ
ゾ
ー
ト
に
し
て
し
ま
っ
た
り
エ
ビ
の

養
殖
池
に
し
て
し
ま
っ
た
所
は
、
大
き

な
被
害
が
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
レ
イ
テ
島
で
２
０
０

６
年
（
平
成
18
）
２
月
に
起
き
た
大
規
模

な
地
す
べ
り
も
、
大
量
な
降
雨
が
直
接

の
引
き
金
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
森
林

喪
失
が
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
第
二
次
大

戦
後
に
も
っ
と
も
森
林
を
失
っ
た
国
の

一
つ
で
、
そ
の
多
く
は
日
本
が
輸
入
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ひ
ど
い
酸

性
雨
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
ね
。
今
は

少
し
は
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
一
番
ひ

ど
か
っ
た
時
期
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
３

割
の
木
が
枯
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
頻
々
と
し
て
大
洪

水
が
起
き
た
。
ド
ナ
ウ
川
が
氾
濫
し
た

り
し
て
ね
。

し
か
し
、
自
然
災
害
の
発
生
件
数
は
、

年
間
１
万
h
あ
た
り
０
・
２
７
件
ぐ
ら

い
で
増
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
で
は
な

ぜ
、
被
害
だ
け
が
増
え
て
い
る
の
か
。

そ
れ
は
人
間
の
側
の
状
況
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

森
林
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
山
崩
れ

が
起
き
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
影
響
で

起
き
た
災
害
で
す
。
し
か
し
、
自
然
に

山
崩
れ
が
起
き
た
場
合
に
も
、
以
前
に

比
べ
て
被
害
を
受
け
る
割
合
と
程
度
が

増
し
て
い
る
ん
で
す
。

南
極
の
ど
真
ん
中
で
い
か
に
火
山
が

爆
発
し
よ
う
が
、
誰
も
被
害
を
受
け
ま

せ
ん
よ
ね
。
昔
は
、
危
な
い
山
だ
か
ら

住
む
の
を
や
め
よ
う
と
言
っ
て
い
た
山

に
住
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
海
岸
地
帯
だ

っ
て
、
町
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
き
た
人

が
住
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

ア
フ
リ
カ
で
い
つ
も
大
災
害
が
発
生

す
る
場
所
は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
側
な

ん
で
す
ね
。
昔
は
環
境
も
い
い
所
だ
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
人
口
爆
発
で
木

を
伐
り
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
、

い
き
な
り
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
影
響
を
も
ろ

に
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
旱

か
ん

魃ば
つ

が
起
き
て
、
食
料
危
機
に
な
っ
た
。

で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
災
害
は
人
間

が
招
い
た
と
い
う
の
が
、
私
の
主
張
な

ん
で
す
。

そ
れ
と
地
下
水
で
す
。

表
流
水
が
な
く
な
っ
て
地
下
水
に
頼

る
、
と
い
う
こ
と
が
一
番
ひ
ど
く
行
な

わ
れ
て
い
る
の
が
ア
メ
リ
カ
で
す
。
ア

メ
リ
カ
中
央
部
の
、
世
界
の
パ
ン
籠
と

言
わ
れ
て
い
る
カ
ン
ザ
ス
州
、
ミ
シ
シ

ッ
ピ
川
の
支
流
で
あ
る
ミ
ズ
ー
リ
川
の

周
辺
で
す
け
れ
ど
、
こ
こ
は
ほ
と
ん
ど

が
地
下
水
に
頼
っ
た
農
業
で
す
。
そ
れ

も
使
い
す
ぎ
て
い
て
、
場
所
に
よ
っ
て

は
年
間
５
ｍ
ほ
ど
地
下
水
位
が
下
が
っ

て
、
塩
水
が
増
え
て
き
て
い
る
。

で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
小
麦
の
生
産
は
、
こ
の
先
あ
ま

り
長
く
は
保
た
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

も
う
１
カ
所
、
地
下
水
を
ひ
ど
く
使

っ
て
い
る
の
は
中
国
の
北
部
で
す
。
も

36

と
も
と
表
流
水
が
な
い
所
で
す
か
ら
。

北
京
で
は
年
間
30
b
ぐ
ら
い
地
盤
沈
下

を
起
こ
し
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

あ
と
は
中
東
で
す
。
中
東
は
も
う
地

下
水
が
な
く
て
、
海
水
を
淡
水
化
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が
大
儲
け

し
て
い
ま
す
よ
。

エ
ジ
プ
ト
は
地
下
水
だ
け
で
ま
か
な

っ
て
い
る
ナ
セ
ル
シ
テ
ィ
と
い
う
大
き

な
町
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
も
使

い
切
り
ま
し
て
ダ
メ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
下
水
と
い
う
の
は
、
人
間
の
最
後

の
水
資
源
な
ん
で
す
ね
。
地
下
水
と
い

う
の
は
涵
養
量
に
左
右
さ
れ
ま
す
か
ら
。

雨
量
の
も
と
も
と
少
な
い
所
で
、
涵
養

量
を
超
え
た
量
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

枯
渇
し
て
し
ま
う
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
。地

下
水
と
い
う
の
は
今
か
ら
１
万
年

前
の
氷
河
期
の
終
わ
り
に
、
氷
河
が
ば

あ
ー
っ
と
融
け
た
と
き
に
蓄
え
ら
れ
た

水
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
中
東
や
ア
メ

リ
カ
に
あ
る
地
下
水
な
ど
に
は
、
﹁
化

石
水
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

稲
作
と
森
林

森
林
文
化
と
い
う
の
は
コ
メ
文
化
と

表
裏
一
体
。
水
田
稲
作
と
い
う
の
は
、

春
に
水
を
入
れ
て
秋
に
抜
く
ま
で
、
膨

大
な
水
の
管
理
が
必
要
で
、
昔
の
人
は

森
林
が
水
の
涵
養
機
能
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
稲
作
を
や

っ
て
い
る
地
域
に
は
森
林
が
残
る
ん
で

す
。水

田
と
い
う
の
は
水
を
溜
め
ま
す
か

ら
、
平
ら
な
平
地
で
し
か
で
き
ま
せ
ん

し
。
傾
斜
地
は
段
々
畑
に
す
る
し
か
な

い
。
だ
か
ら
、
土
地
を
荒
ら
さ
な
か
っ

た
。イ

ン
ド
で
も
東
の
ほ
う
は
稲
作
地
帯

で
、
森
林
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
。

一
方
、
地
中
海
性
気
候
の
地
域
は
冬

期
に
雨
が
集
中
す
る
。
秋
に
種
を
蒔
い

て
、
春
に
芽
を
出
す
、
秋
蒔
き
小
麦
で

す
。
そ
し
て
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
、
ヤ

ギ
や
羊
を
飼
っ
た
。
地
中
海
沿
岸
に
広

が
る
荒
涼
と
し
た
光
景
は
、
ヤ
ギ
、
羊

が
つ
く
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ヤ
ギ
や
羊
が
土
地
を
荒
ら
す
の
に
加
え
、

小
麦
は
傾
斜
地
で
も
で
き
ま
す
か
ら
徹

底
的
に
開
墾
が
行
な
わ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は
30
世
代
土
地
を
使
う
と
、
も
う

壊
滅
的
な
状
態
に
な
る
。
だ
か
ら
１
０

０
０
年
で
土
地
が
使
い
も
の
に
な
ら
な

く
な
る
。
信
じ
難
い
こ
と
で
す
が
、
か

つ
て
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
古
代
ロ
ー
マ

の
穀
物
地
帯
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
の

よ
う
に
パ
ン
と
獣
肉
と
い
う
の
は
、
自

然
に
対
し
て
過
酷
だ
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
も
植
生
の
復
活
が
非
常
に

悪
い
、
典
型
的
な
地
中
海
性
気
候
で
す
。

も
う
一
つ
に
は
、
土
壌
が
あ
ま
り
良
く

な
い
。
最
近
の
ス
ペ
イ
ン
は
山
火
事
が

ひ
ど
い
で
す
ね
。
世
界
で
最
悪
の
山
火

事
地
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
人
は
あ
の
何
も
な
い
状
態

が
自
然
だ
と
信
じ
て
い
る
ん
で
す
。
メ

キ
シ
コ
は
割
合
植
生
が
豊
か
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
移
住
し
た
と

き
に
故
郷
同
様
の
景
色
を
再
現
す
る
た

め
に
、
メ
キ
シ
コ
の
木
を
伐
っ
て
伐
っ

て
同
じ
景
観
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

宣
教
師
の
手
紙
な
ど
を
読
む
と

﹁
我
々
は
神
の
恩
寵

お
ん
ち
ょ
う

の
も
と
に
、
や
っ

と
こ
の
地
に
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
地
方
を
つ

く
り
上
げ
ま
し
た
﹂
な
ん
て
書
い
て
あ

り
ま
す
。

人
間
は
環
境
の
所
産
で
す
か
ら
、
そ

う
い
う
所
に
育
っ
た
子
供
は
自
然
環
境

の
良
い
所
に
行
っ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い

の
で
し
ょ
う
。

求
め
ら
れ
る
政
策

た
だ
日
本
は
森
林
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
人
あ
た
り
に
す
る
と

0.2
ha
し
か
な
い
ん
で
す
。
国
連
の
稀
少

森
林
国
の
定
義
は
0.1
ha
で
す
か
ら
、
日

本
も
稀
少
森
林
国
の
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ

ろ
に
い
る
ん
で
す
。
一
見
多
そ
う
に
思

え
る
け
れ
ど
、
人
口
が
多
い
か
ら
、
そ

う
豊
か
で
は
な
い
。
一
人
当
た
り
に
す

る
と
足
り
な
い
の
で
す
。

た
だ
、
国
土
面
積
の
３
分
の
２
、

67
％
近
く
は
森
林
で
、
世
界
の
先
進
工

業
国
で
は
稀
有
な
存
在
で
す
。

森
林
蓄
積
量
の
60
％
ま
で
が
人
工
林

で
す
。
こ
れ
を
植
え
た
と
き
に
は
、
総

檜
づ
く
り
の
家
が
最
高
だ
と
想
定
し
て

植
え
た
。
と
こ
ろ
が
外
材
が
た
く
さ
ん



象
の
乱
獲
が
な
ぜ
起
き
た
か
と
い
う

と
ね
、
19
世
紀
に
普
及
し
た
ピ
ア
ノ
が

原
因
の
一
つ
で
す
。
日
本
で
も
１
９
７

０
年
代
（
昭
和
45
〜
）
、
中
国
で
す
と
２
０

０
０
年
（
平
成
12
）
に
入
っ
て
か
ら
で
す

け
れ
ど
も
、
中
産
階
級
の
勃
興
と
と
も

に
ピ
ア
ノ
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
ん
で
す
ね
。

ピ
ア
ノ
は
象
牙
だ
け
で
な
く
、
黒
鍵

に
使
わ
れ
た
黒
檀
の
大
伐
採
も
引
き
起

こ
し
ま
し
た
。
象
牙
も
黒
檀
も
ア
フ
リ

カ
が
産
地
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
は

﹁
ピ
ア
ノ
は
植
民
地
時
代
の
申
し
子
で

あ
る
﹂
と
、
い
つ
も
言
っ
て
い
る
ん
で

す
。そ

れ
と
印
鑑
で
す
。
１
９
６
０
年
代

（
昭
和
35
〜
）
に
、
月
賦
で
印
鑑
を
買
え
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
２
万
〜
３
万
円
の
象
牙
の

印
鑑
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で

象
の
大
殺
戮

さ
つ
り
く

が
起
こ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
見
関
係
な
い
よ
う
な

こ
と
が
、
つ
な
が
っ
て
い
る
。
悪
気
が

な
い
の
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
森
林
破
壊

に
加
担
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
に
現
実
を
知
っ
て
も

ら
う
よ
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
発
信
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
意
識
し
て
物

事
を
見
る
よ
う
に
、
個
々
人
が
見
識
を

鍛
え
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
、
パ
ネ
ル

工
法
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
檜

な
ん
か
使
わ
な
く
な
っ
た
。
当
時
と
し

て
は
、
そ
こ
ま
で
の
予
測
は
で
き
な
か

っ
た
。
関
税
を
下
げ
た
の
も
、
外
圧
が

強
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

逆
に
農
業
や
漁
業
は
保
護
し
す
ぎ
て
、

産
業
自
体
が
ダ
メ
に
な
っ
た
。
水
田
を

票
田
に
変
え
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。

農
業
の
就
労
者
の
60
％
は
65
歳
を
超
え

て
い
る
の
で
す
よ
。
10
年
後
に
誰
が
畑

で
働
い
て
い
る
の
か
、
も
っ
と
問
題
に

す
べ
き
で
す
。

林
業
は
も
っ
と
過
酷
で
、
１
年
間
に

新
規
に
就
業
す
る
人
が
１
５
０
０
人
し

か
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
今
年
度
の
ト
ヨ

タ
自
動
車
一
社
の
採
用
人
員
と
同
じ
で

す
。少

子
高
齢
化
は
経
済
だ
け
で
は
な
く
、

労
働
人
口
の
低
下
も
意
味
し
ま
す
。

日
本
の
森
林
は
非
常
に
条
件
が
悪
い

ん
で
す
。
放
っ
て
お
け
ば
売
れ
る
樹
木

が
育
つ
わ
け
で
は
な
く
、
下
草
を
刈
っ

た
り
枝
打
ち
を
し
た
り
、
手
間
が
か
か

る
。
で
す
か
ら
生
産
林
と
し
て
で
は
な

く
環
境
林
と
し
て
利
用
し
て
い
く
し
か

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
日
本
の
法
体
系
で
は
国
有

林
は
特
別
会
計
に
な
っ
て
い
て
、
自
分

た
ち
で
伐
っ
て
、
自
分
た
ち
で
儲
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
環
境
林
と
し
て
成
立
さ
せ
る
に
は
、

法
律
も
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ

ろ
ま
で
き
て
い
る
ん
で
す
。

と
は
い
う
も
の
の
、
日
本
は
中
国
に

抜
か
れ
た
と
は
い
え
、
世
界
有
数
の
木

材
輸
入
国
で
す
。
ア
ジ
ア
周
辺
の
森
林

は
、
日
本
が
荒
ら
し
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
。フ

ィ
リ
ピ
ン
な
ん
て
、
１
９
６
０
年

代
（
昭
和
35
〜
）
に
は
世
界
最
大
の
木
材

輸
出
国
だ
っ
た
の
に
、
１
９
８
０
年
代

半
ば
（
昭
和
55
〜
）
か
ら
は
輸
入
国
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
が
大
量
に
伐
っ

て
持
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
よ
そ
の
国

の
森
林
を
丸
坊
主
に
し
て
、
日
本
は
環

境
林
だ
か
ら
森
林
を
守
っ
て
い
こ
う
、

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

今
、
日
本
が
輸
入
し
て
い
る
の
は
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
木
で

す
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
森
林
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
が
、
ど
ん
ど
ん
追
い
立
て

ら
れ
て
住
む
場
所
を
失
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
日
本
で
は
生
産
林
と
環

境
林
を
は
っ
き
り
区
別
し
て
、
生
産
林

に
は
し
っ
か
り
と
お
金
を
投
入
す
る
よ

う
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

生
態
系
は
つ
な
が
っ
て
い
る

日
本
海
側
は
、
び
し
ー
っ
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤
防
で
固
め
ら
れ
て
い
る
醜
い

海
岸
線
が
多
い
。
そ
れ
は
ダ
ム
が
多
く

て
土
砂
が
流
れ
て
い
か
ず
、
海
岸
侵
食

が
激
し
い
か
ら
で
す
。

ダ
ム
の
せ
い
で
、
川
が
土
砂
を
運
び

込
ま
な
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
珪
酸

も
止
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
珪
酸
は
海

に
流
れ
て
い
っ
て
、
珪
藻
、
つ
ま
り
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
つ
く
る
ん
で
す
。

こ
れ
は
世
界
中
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

食
物
連
鎖
の
基
礎
に
な
る
も
の
で
す
。

そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
も
い
な

い
、
魚
も
い
な
い
、
怪
し
げ
な
ク
ラ
ゲ

が
大
発
生
す
る
、
と
い
う
悪
い
連
鎖
が

起
き
て
い
ま
す
。
ダ
ム
は
単
に
水
を
溜

め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
川
の
成
分
を

変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

森
と
水
と
土
は
、
日
本
の
必
須
条
件

で
す
。

私
は
40
年
以
上
、
地
球
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
感
想
を
一

言
で
言
え
ば
﹁
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
ほ

ど
に
人
間
が
暴
走
し
て
い
る
﹂
と
い
う

こ
と
に
尽
き
ま
す
。
１
９
６
５
年
（
昭
和

40
）
か
ら
２
０
０
５
年
（
平
成
17
）
の
統

計
を
見
る
と
、
人
口
が
1.9
倍
に
増
加
し

た
の
に
対
し
て
、
世
界
総
生
産
は
4.3
倍
、

世
界
貿
易
額
は
45
倍
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
は
2.5
倍
に
も
な
っ
た
。
そ
の
一
方

で
漁
獲
量
は
1.7
倍
、
丸
太
生
産
量
は
1.4

倍
と
、
人
口
増
加
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

森
林
、
水
産
、
土
壌
、
水
と
い
っ
た
、

本
来
再
生
可
能
資
源
が
枯
渇
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
の
は
、
性
急
な
収
奪
が
原
因

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

上：米国の西海岸オレゴンでは20世紀はじめに巨木の伐採がおこなわれていた。
下：象牙海岸には1970年代初期にはこんな巨木も残っていたが、現在はま
ったく姿を消した。写真提供：石弘之
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間
伐
さ
え
も
ま
ま
な
ら
ず
に
荒
廃
し

て
い
る
国
内
の
森
林
の
背
後
に
は
、
輸

入
材
と
の
競
争
や
林
業
不
振
だ
け
で
な

く
、
森
林
を
抱
え
る
中
山
間
地
の
過
疎

と
い
っ
た
複
合
的
な
原
因
が
横
た
わ
っ

て
い
る
。

直
面
す
る
問
題
に
丁
寧
に
向
き
合
っ

て
き
た
︿
か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶

楽
部
﹀
の
歩
み
か
ら
、
中
山
間
地
に
お

け
る
森
林
の
位
置
づ
け
を
見
て
い
こ
う
。

協
同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク

︿
か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶
楽
部
﹀

専
務
理
事
の
関
原
剛
さ
ん
に
は
、
ま
ず

は
き
っ
か
け
と
な
っ
た
︿
協
同
組
合
ウ

ッ
ド
ワ
ー
ク
﹀
の
話
か
ら
う
か
が
お
う
。

︿
協
同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
﹀
は
、
１

９
９
４
年
（
平
成
６
）
に
建
具
業
者
25
社

で
始
ま
っ
た
。
２
年
後
か
ら
、
川
上
の

森
林
と
川
下
の
消
費
地
を
つ
な
ぐ
事
業

と
し
て
、
杉
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
製

品
づ
く
り
に
着
手
。
現
在
扱
っ
て
い
る

商
品
は
、
高
付
加
価
値
家
具
と
内
部
用

備
品
、
外
部
用
備
品
、
無
垢
材
ド
ア
、

学
校
用
家
具
の
５
品
目
で
あ
る
。

当
初
は
パ
ネ
ル
型
の
障
子
な
ど
を
開

発
し
た
が
、
売
れ
行
き
は
皆
無
だ
っ
た

と
い
う
。

﹁
そ
も
そ
も
従
来
型
の
建
具
需
要
の
減

少
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
大
手
住
宅
メ

ー
カ
ー
依
存
か
ら
の
脱
却
や
、
冬
場
の

仕
事
の
確
保
な
ど
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
、
建
具
職
人
た
ち
の
協
同
組
合

協同組合ウッドワーク、木と遊ぶ研究所などの地域活動を続けて

14年かけて〈かみえちご山里ファン倶楽部〉にたどり着いた関原剛さん。

生存の自衛と自給を、〈クニ〉という新しい概念で実現しようとしています。

自給するのは水、食、人間、文化、歴史、そして未来。

村にあるものはすべて、生存のための保険なのだとも。

地勢的なまとまりを持った〈クニ〉は、当然、水の循環系と重なります。

水を飲めるのも森のお陰、森の利用イコール木材ではない、

かみえちご山里ファン倶楽部の歩みを追いました。

第27回 水の文化楽習実践取材

だ
っ
た
ん
で
す
﹂

と
関
原
さ
ん
。
あ
る
と
き
、
転
機
が

訪
れ
た
。
木
工
所
で
出
る
端
材
を
使
っ

て
子
供
た
ち
に
木
工
を
教
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
と
き
に
、

﹁
こ
の
木
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
？
﹂
と

子
供
に
尋
ね
ら
れ
た
の
だ
。

﹁
ほ
と
ん
ど
の
木
が
輸
入
材
で
、
し
か

も
建
具
に
使
う
材
と
い
っ
た
ら
、
マ
グ

ロ
で
い
っ
た
ら
ト
ロ
の
部
分
の
み
。
森

林
が
身
近
に
あ
る
環
境
で
、
木
に
携
わ

る
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、
地
域
材
の

こ
と
は
ま
っ
た
く
念
頭
に
な
い
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
﹂

地
域
材
を
使
う
こ
と
で
経
済
が
回
り
、

森
に
お
金
が
返
っ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が

な
け
れ
ば
、
日
本
の
森
は
守
れ
な
い
︱

や
が
て
、
他
県
の
視
察
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
県
の
補
助
金
を
利
用
し
な
が
ら
、

家
具
材
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
﹁
針
葉

樹
を
使
っ
た
学
習
机
﹂
を
つ
く
る
よ
う

に
な
っ
た
。

﹁
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
上
越
市
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ビ
レ
ッ
ジ
事
業
と
い
う
も

の
が
進
行
中
で
、
新
し
く
オ
ー
プ
ン
す

る
︿
く
わ
ど
り
湯
っ
た
り
村
﹀
と
い
う

温
泉
施
設
に
︿
協
同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ
ー

ク
﹀
の
家
具
を
配
置
す
る
、
と
い
う
話

が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は

ま
だ
、
商
品
と
い
っ
た
ら
学
習
机
だ
け

で
し
た
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
良
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
ん
で
す
﹂

関
原
さ
ん
が
︿
協
同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ

ー
ク
﹀
に
参
加
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
だ
。

東
京
で
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事

を
し
て
い
た
関
原
さ
ん
が
事
務
局
長
を

務
め
る
よ
う
に
な
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
重

要
性
を
周
囲
に
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
上
越
地
域
の
間
伐
材
で
あ
る

こ
と
を
認
証
す
る
シ
ス
テ
ム
を
考
案
し
、

商
品
に
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
行
な
う
。
認
証

母
体
は
利
害
関
係
が
起
こ
ら
な
い
必
要

が
あ
る
と
説
き
、︿
木
と
遊
ぶ
研
究
所
﹀

と
い
う
市
民
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
設
立
さ
れ
た
。

家
具
に
使
わ
れ
る
の
は
業
界
で
硬

か
た

木ぎ

と
呼
ば
れ
る
広
葉
樹
。
針
葉
樹
は
椅
子

や
テ
ー
ブ
ル
の
構
造
を
支
え
る
に
は
弱

く
、
軟
ら
か
く
傷
つ
き
や
す
い
の
で
不

適
切
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

当
初
は
冷
や
や
か
に
見
ら
れ
て
い
た
針

葉
樹
間
伐
材
の
家
具
事
業
は
、
年
間
50

万
円
程
度
の
売
り
上
げ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
３
年
後
に
５
０
０
０
万
円
、
現
在

は
７
０
０
０
万
円
を
売
り
上
げ
る
ま
で

に
な
っ
た
。

﹁
価
格
が
高
く
、
材
が
不
均
一
で
、
曲

が
り
・
ア
テ
（
生
長
が
一
方
に
偏
っ
て
圧
縮
強

度
が
高
く
な
っ
た
部
位
。
重
く
硬
く
、
色
も
濃
く
な

る
）
が
あ
り
、
死
に
節
が
多
発
し
、
芯

が
黒
い
杉
。
そ
の
杉
の
間
伐
材
で
つ
く

っ
た
家
具
が
売
れ
る
の
は
、
従
来
の
木

材
産
業
が
持
っ
て
い
た
価
値
観
以
外
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
存
在
す
る
か
ら
で
す
﹂

そ
こ
に
は
、
価
格
と
品
質
と
デ
ザ
イ

ン
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
満
た
さ
れ
て
い
る

商
品
を
開
発
す
る
、
と
い
う
消
費
地
に

と
っ
て
は
当
た
り
前
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
思
想
が
あ
っ
た
。

新しい〈クニ〉の形新しい〈クニ〉の形
NPO法人かみえちご山里ファン倶楽部の挑戦



39 新しい〈クニ〉の形

杉
間
伐
材
に
よ
る
、
高
付
加
価
値
家

具
の
開
発
・
製
造
及
び
、
︿
木
と
遊
ぶ

研
究
所
﹀
と
の
連
携
に
よ
る
木
材
産
地

証
明
の
シ
ス
テ
ム
確
立
が
評
価
さ
れ
、

︿
協
同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
﹀
は
２
０

０
０
年
（
平
成
12
）
に
第
５
回
国
産
材
供

給
シ
ス
テ
ム
優
良
事
例
コ
ン
ク
ー
ル
で

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

予
約
・
定
額
・
直
接
山
買
い

し
か
し
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
、
材

料
と
な
る
地
域
産
の
材
が
入
手
で
き
な

け
れ
ば
、
商
品
は
つ
く
れ
な
い
。
そ
こ

で
考
え
た
の
が
、
予
約
・
定
額
・
直
接

山
買
い
で
あ
る
。
買
っ
て
い
る
の
は
４

ｍ
材
で
末
口
（
根
と
反
対
側
の
木
口
）
３
０

０
a
前
後
の
中
目
材

な
か
め
ざ
い

と
呼
ば
れ
る
間
伐

材
で
あ
る
。
︿
協
同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ
ー

ク
﹀
が
利
用
す
る
ま
で
は
、
利
用
さ
れ

ず
に
林
内
に
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
た
そ

う
だ
。

﹁
面
白
い
現
象
と
し
て
は
、
こ
う
し
た

買
い
取
り
が
恒
常
化
し
た
ら
、
伐
採
経

費
が
約
20
％
程
度
減
少
し
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
森
林
作
業
員
が
量
を
こ
な
す
う

ち
に
慣
れ
て
効
率
が
上
が
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
要
は
、
高

性
能
林
業
機
械
を
導
入
す
る
と
か
い
う

以
前
に
、
一
定
量
の
間
伐
の
仕
事
を
得

る
こ
と
が
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
﹂

こ
の
仕
組
み
は
、
も
ち
ろ
ん
山
側
に

と
っ
て
は
有
り
難
い
。
し
か
し
、
︿
協

同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
﹀
側
に
と
っ
て

は
、
在
庫
を
抱
え
る
こ
と
に
も
な
っ
て

不
利
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ウ

ッ
ド
ワ
ー
ク
は
、
そ
の
リ
ス
ク
を
負
っ

て
も
、
地
域
産
間
伐
材
を
利
用
す
る
と

い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
材
料
の
安

定
供
給
は
重
要
、
と
判
断
し
た
。
し
か

も
１
立
米

リ
ュ
ー
ベ

（
１
k
）
あ
た
り
１
万
８
０
０

０
円
と
い
う
割
高
な
買
い
取
り
価
格
で

さ
え
、
商
品
販
売
価
格
の
５
％
程
度
で

あ
り
、
許
容
範
囲
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

現
在
、︿
協
同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
﹀

は
、
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
ぬ
な
が
わ
森

林
組
合
か
ら
材
を
購
入
し
て
い
る
。

木
と
遊
ぶ
研
究
所

２
０
０
０
年
（
平
成
12
）
、︿
木
と
遊
ぶ

研
究
所
﹀
は
新
潟
県
で
最
初
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
な
っ
た
。

や
が
て
︿
木
と
遊
ぶ
研
究
所
﹀
は
、

縁
あ
っ
て
上
越
市
の
中
山
間
地
で
あ
る

桑
取
谷
に
通
う
よ
う
に
な
る
。
同
年
、

桑
取
地
区
の
横
畑
集
落
に
あ
る
古
民
家

︿
服
部
邸
﹀
を
会
場
に
し
て
、﹁
国
際
マ

イ
ス
タ
ー
塾
﹂
を
開
催
。
ウ
ッ
ド
ワ
ー

ク
の
木
工
職
人
た
ち
を
対
象
に
、
材
料

と
な
る
木
が
育
っ
た
地
域
や
森
林
を
知

り
、
世
界
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な

る
視
野
の
広
い
専
門
家
を
育
成
し
よ
う

と
い
う
試
み
だ
。

﹁
経
済
性
が
支
配
す
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、
生
き
残
る
術
は
生
産
性
を
上
げ

る
こ
と
し
か
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
桑
取
谷
の
よ
う
な
中

山
間
地
で
は
、
効
率
化
は
不
可
能
で
す
。

そ
う
で
あ
れ
ば
︿
生
産
性
﹀︿
効
率
化
﹀

と
は
違
う
付
加
価
値
を
見
出
す
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
﹂

﹁
国
際
マ
イ
ス
タ
ー
塾
﹂
で
は
、
森
林

と
も
の
づ
く
り
と
人
︵
地
域
︶
の
三
つ

の
要
素
が
融
合
し
た
。
こ
れ
こ
そ
、

︿
か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶
楽
部
﹀

誕
生
を
期
待
さ
せ
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
で
あ
っ
た
。

ゴ
ル
フ
場
計
画

１
９
８
９
年
（
平
成
元
）、
桑
取
谷
の
最

奥
部
に
、
ゴ
ル
フ
場
を
つ
く
る
計
画
が

持
ち
上
が
っ
た
。
名
立
川
・
桑
取
川
水

系
は
、
当
時
、
上
越
市
の
上
水
道
の
半

分
以
上
を
ま
か
な
う
重
要
な
水
源
だ
っ

た
た
め
、
翌
年
に
は
︿
上
越
市
の
水
道

水
源
を
保
護
す
る
会
﹀
が
結
成
さ
れ
、

大
き
な
反
対
運
動
に
発
展
し
た
。

そ
し
て
１
９
９
３
年
（
平
成
５
）
。
反

対
運
動
が
実
っ
て
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
計

画
は
中
止
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
﹁
過

疎
が
進
む
集
落
に
ゴ
ル
フ
場
が
で
き
れ

ば
﹂
と
期
待
し
て
い
た
人
に
と
っ
て
は
、

そ
の
結
果
は
落
胆
の
影
を
落
と
し
た
。

こ
う
し
た
住
民
の
気
持
ち
を
受
け
止

め
、
新
た
な
地
域
振
興
と
し
て
始
め
ら

れ
た
の
が
、︿
く
わ
ど
り
湯
っ
た
り
村
﹀

を
は
じ
め
と
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ビ
レ

ッ
ジ
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
桑
取
川
、

谷
内
川
、
中
ノ
俣
川
の
上
流
域
は
、
水

関原剛
せきはらつよし

かみえちご山里ファン倶楽部専務理事

1961年新潟県生まれ。新潟県上越市の協同組合ウッドワーク顧問。東京で商業施設
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職人の木材流通のコーディネーター役などを担っている。
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軌跡』（かみえちご山里ファン倶楽部2008）
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ら
や
っ
て
み
る
︵
実
践
︶
。
そ
し
て
、

次
に
は
熟
練
す
る
。
な
か
な
か
そ
こ
ま

で
は
い
か
な
い
ん
で
す
が
﹂

し
か
し
関
原
さ
ん
は
、
こ
こ
で
止
ま

っ
て
い
た
ら
博
物
館
と
変
わ
ら
な
い
、

と
い
う
。

﹁
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
い
る
。
新
し
い
意
味
づ
け
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
有
用
な
も

の
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
く
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
残
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

か
つ
て
は
︿
体
験
﹀
と
い
う
の
を
や

っ
て
い
ま
し
た
が
、
全
部
や
め
ま
し
た
。

す
べ
て
︿
学
校
﹀
で
あ
る
と
。
体
験
と

い
う
の
は
、
そ
の
と
き
だ
け
来
て
パ
ッ

と
い
な
く
な
る
。
か
え
っ
て
、
そ
の
人

た
ち
を
接
待
す
る
ほ
う
が
疲
れ
て
し
ま

う
。
田
舎
を
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー

ク
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

私
た
ち
が
求
め
て
い
る
の
は
、
真
剣

に
学
ん
で
﹃
来
年
か
ら
は
自
分
で
米
を

つ
く
る
﹄
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
人

材
で
す
。
そ
う
い
う
学
び
の
姿
勢
を
持

っ
た
人
し
か
、
我
々
に
は
受
け
入
れ
る

余
裕
が
な
い
。
棚
田
も
毎
年
や
め
て
い

く
所
も
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
を
追
い
か

け
る
よ
う
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
耕
作
を
始
め
た

り
、
我
々
の
棚
田
の
学
校
で
１
年
間
真

剣
に
学
ん
だ
ご
家
族
が
耕
作
す
る
と
い

う
補
完
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
﹂

基
礎
理
念
は
、
山
里
の
自
然
・
景

観
・
文
化
を
守
る
、
深
め
る
、
創
造
す

る
。

﹁
こ
れ
だ
け
聞
く
と
選
挙
運
動
の
お
題

目
み
た
い
な
ん
で
す
が
、
︿
守
る
﹀
と

い
う
の
は
、
こ
こ
は
﹃
大
日
本
国
法
華

験
記
﹄
と
い
う
資
料
に
出
て
く
る
の
が

始
ま
り
で
す
か
ら
、
村
の
成
立
は
も
っ

と
古
い
は
ず
で
、
１
２
０
０
年
は
続
い

て
き
た
地
域
で
す
。
こ
こ
に
き
て
初
め

て
、
た
す
き
が
渡
さ
れ
な
い
と
い
う
危

機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

85
歳
を
伝
承
可
能
な
限
界
と
考
え
て
、

生
存
技
能
調
査
の
結
果
か
ら
レ
ッ
ド
デ

ー
タ
リ
ス
ト
を
つ
く
り
、
消
滅
危
機
が

近
い
も
の
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
と
区
分
け
し

ま
し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
を
我
々
も
見
た

し
、
行
政
も
見
た
し
、
村
の
人
も
見
た
。

こ
の
リ
ス
ト
を
見
る
こ
と
で
、
情
緒
的

な
思
い
込
み
で
は
な
く
て
、
全
員
が
数

字
で
実
感
し
た
ん
で
す
。

次
の
︿
深
め
る
﹀
で
す
が
、
た
だ
残

す
の
で
は
な
く
、
新
し
い
意
味
、
価
値

の
あ
る
も
の
と
し
て
使
う
。

最
後
の
︿
創
造
す
る
﹀
と
い
う
の
は
、

既
存
の
ま
ま
使
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
新

し
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
と
か
、
新
し

い
考
え
に
よ
っ
て
新
価
値
を
つ
く
る
。

そ
れ
も
無
い
も
の
を
持
っ
て
く
る
の
で

は
な
く
、
村
に
あ
る
も
の
を
再
構
築
し

て
つ
く
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
﹂

社
会
的
資
産
を
い
か
に
残
す
か

﹁
記
録
に
残
ら
な
い
口
伝
だ
か
ら
、
人

の
人
生
と
一
緒
に
消
え
て
い
く
ん
で
す

ね
。
そ
れ
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

も
う
執
行
猶
予
期
間
は
わ
ず
か
し
か
残

く
。
そ
れ
が
桑
取
谷
に
さ
ま
ざ
ま
な
実

り
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
﹂

谷
浜
地
区
・
西
横
山
集
落
の
小
正
月

行
事
は
、
４
５
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
も
の
で
、
渋
沢
敬
三
や
宮
本
常
一
も

調
査
に
入
っ
て
い
る
。
写
真
家
の
浜
谷

浩
が
﹃
雪
国
﹄
と
い
う
写
真
集
を
撮
っ

た
の
も
、
こ
こ
だ
。

浜
谷
浩
　

は
ま
や
ひ
ろ
し
（
１
９
１
５
〜
１
９
９
９
年
）

東
京
出
身
の
写
真
家
。
新
潟
県
の
豪
雪
地
の
取
材
を

続
け
て
、
民
俗
的
価
値
の
高
い
写
真
を
多
く
残
す
。

１
９
５
６
年
（
昭
和
31
）
写
真
集
『
雪
国
』
を
刊
行
。

同
年
、
雑
誌
に
連
載
し
て
い
た
「
裏
日
本
」
で
毎
日

写
真
賞
、
１
９
６
１
年
（
昭
和
36
）
Ｉ
Ｃ
Ｐ
巨
匠
賞
、

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
）
ハ
ッ
セ
ル
ブ
ラ
ッ
ド
賞
を

受
賞
。谷

の
最
奥
部
の
桑
取
地
区
・
横
畑
地

区
が
杉
植
林
の
終
点
で
、
そ
れ
よ
り
上

は
ブ
ナ
林
。
保
水
性
の
高
い
水
源
涵
養

林
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

﹁
我
々
は
、
こ
こ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
地

域
と
の
か
か
わ
り
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
、
六
百
何
十
軒
の
全
戸
に
生
存
技
能

調
査
を
や
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
も

の
を
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
出
す
こ
と
の
重

要
性
は
強
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
百
何
十
と
い
う
技
能
項
目
が

出
て
き
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
技
能
を

持
っ
て
い
る
か
、
逆
に
言
う
と
こ
の
項

目
に
つ
い
て
技
能
を
持
っ
て
い
る
の
は

誰
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
結
論
誘
導
や
理
想
の
押
し
つ
け

を
し
な
い
で
、
語
ら
れ
た
口
伝
を
可
能

な
限
り
記
録
し
て
い
く
。
記
録
で
き
た

有
間
川
漁
港

上
越
市

妙
高
市

信
越
本
線

有
間
川

関
川

名立川

桑
取
川

綱
子
川中

ノ
俣
川

フィッシャリーナ

直江津港

直江
津駅

有
間
川
駅

北陸本線

白川邸・水車小屋

かみえちご講義棟

茅葺き古民家
　　「ゆったりの家」

くわどり湯ったり村

上越市地球環境学校

霧山荘

上越市
くわどり市民の森

かみえちご増沢事務所

道
水
源
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
、
元
ゴ

ル
フ
場
の
予
定
地
は
上
越
市
に
よ
っ
て

買
い
戻
さ
れ
た
。

関
原
さ
ん
た
ち
は
や
が
て
、
森
、
川
、

田
ん
ぼ
に
統
合
的
に
か
か
わ
り
な
が
ら

暮
ら
す
村
の
人
た
ち
の
姿
勢
に
学
び
、

森
林
の
荒
廃
も
森
林
だ
け
を
見
て
い
た

の
で
は
救
わ
れ
な
い
、
と
痛
感
し
た
。

倶
楽
部
誕
生

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
２
０
０

２
年
（
平
成
14
）
２
月
19
日
に
、
︿
か
み

え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶
楽
部
﹀
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

︿
協
同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
﹀
と
︿
木

と
遊
ぶ
研
究
所
﹀
と
い
う
外
か
ら
の
力

と
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
反
対
に
よ
っ
て
連

携
し
た
内
か
ら
の
力
と
い
う
、
内
外
の

う
ね
り
の
結
実
で
あ
っ
た
。

﹁
桑
取
谷
は
、
海
か
ら
た
っ
た
17
d
上

が
っ
て
き
た
だ
け
の
非
常
に
短
い
水
の

循
環
系
を
持
っ
た
地
域
で
す
。

日
本
海
は
海
流
の
影
響
で
、
と
て
も

暖
か
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
冬
に
な

る
と
海
水
温
と
気
温
の
温
度
差
で
、
ま

る
で
、
温
泉
の
よ
う
に
水
蒸
気
が
上
が

り
ま
す
。
積
乱
雲
が
で
き
る
の
で
、
雷

が
非
常
に
多
い
。
そ
し
て
、
雨
や
雪
が

す
ぐ
に
降
り
ま
す
。

大
量
に
降
っ
た
雪
は
、
春
４
月
近
く

ま
で
か
か
っ
て
ゆ
る
ゆ
る
と
融
け
て
い

桑取谷と呼んでいるのは、〈かみえちご山里ファン倶楽部〉
の活動地域で、上越市西部に位置する桑取地区、谷浜地区、
中ノ俣地区、正善寺地区のこと。
国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「新潟」および国土交通省国土
数値情報「河川データ（平成19年）」より編集部で作図
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が
、
過
去
に
は
新
田
開
発
も
あ
っ
て
、

広
大
な
水
田
を
擁
し
て
い
ま
す
﹂

人
間
五
感
の
総
合
化

関
原
さ
ん
は
、
自
己
存
在
感
が
稀
薄

な
人
が
増
え
た
と
言
う
。
自
己
の
存
在

が
確
信
で
き
な
い
人
に
他
者
の
存
在
を

想
定
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
２
０
０
４

年
（
平
成
16
）
か
ら
受
け
入
れ
を
開
始
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
、
ま
ず
自
分
が
リ

ア
ル
に
な
る
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
。

﹁
村
は
、
人
間
に
総
合
化
を
要
求
す
る

ん
で
す
ね
。
都
市
の
人
は
、
﹃
村
に
来

る
と
人
間
は
総
合
化
で
き
る
﹄
と
言
う

ん
で
す
が
、
そ
れ
は
間
違
い
。
否
応
な

く
総
合
力
を
要
求
さ
れ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
が
わ
か
っ
て
き
た
。

だ
っ
て
、
地
球
環
境
で
生
き
残
れ
る

よ
う
に
五
感
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た

ん
だ
か
ら
。
し
か
し
、
都
市
は
機
能
分

化
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
職
種
に
よ
っ

て
は
、
指
と
目
と
脳
味
噌
し
か
使
っ
て

い
な
い
人
も
い
ま
す
。

絵
画
や
文
章
は
圧
縮
し
て
い
く
作
業

だ
し
、
見
た
人
が
ど
う
解
凍
し
て
く
れ

る
か
想
定
し
な
が
ら
圧
縮
す
る
わ
け
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
解
凍
ソ
フ
ト
を

持
っ
て
い
な
い
人
た
ち
が
い
る
。

原
体
験
が
共
有
で
き
な
い
人
と
、
ど

う
や
っ
て
一
緒
に
や
っ
て
い
く
か
。
ラ

ス
コ
ー
の
壁
画
が
描
か
れ
た
当
時
、
あ

の
絵
を
見
て
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
人
は

い
な
か
っ
た
は
ず
で
す
よ
ね
。
と
こ
ろ

さ
れ
て
い
な
い
。

夏
の
盆
踊
り
も
、
テ
ー
プ
で
東
京
音

頭
を
か
け
て
い
た
の
を
や
め
て
、
踊
り

も
歌
も
し
つ
ら
え
も
昔
の
も
の
を
復
元

し
ま
し
た
。
か
ろ
う
じ
て
間
に
合
っ
た
。

２
０
０
７
年
（
平
成
19
）
２
月
20
日
に
、

新
潟
日
報
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
は
、

全
国
に
６
万
２
２
７
１
の
過
疎
地
域
が

あ
り
、
そ
の
内
４
２
２
地
域
が
10
年
以

内
に
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
消
滅
す
る
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
る
地
域
は
、
２
２
１
９
。
合

わ
せ
て
３
０
０
０
弱
の
集
落
が
、
近
い

将
来
消
え
て
し
ま
う
。

こ
う
い
う
活
動
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
な

い
村
落
は
、
知
ら
な
い
間
に
消
え
て
い

く
。
１
２
０
０
年
続
け
て
き
た
技
能
を
、

い
っ
た
ん
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
も

う
手
遅
れ
で
す
か
ら
ね
﹂

小
正
月
の
行
事
や
結
婚
の
と
き
の
し

き
た
り
も
、
45
年
ぶ
り
に
復
元
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
が
結
婚
し
た
と
き
、
実
際
に

服
装
、
歩
き
方
、
列
で
の
順
番
、
お
膳
、

仲
人
の
口
上
な
ど
、
全
部
復
元
し
た
と

い
う
。
既
に
２
回
や
っ
た
の
で
、
こ
れ

で
ほ
ぼ
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
う
、
と
関

原
さ
ん
は
言
う
。

﹁
な
ん
で
も
45
年
ぶ
り
で
す
。
な
ぜ
だ

か
、
わ
か
り
ま
す
か
？
　
道
路
が
で
き

た
か
ら
で
す
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
起
こ
り
、
炭
が
石
油
に
な
っ
た
。
道

路
が
で
き
て
、
こ
れ
で
村
は
発
展
す
る

と
思
っ
た
ら
、
道
を
伝
っ
て
み
ん
な
出

て
い
っ
た
。

伝
統
は
、
有
用
性
が
あ
る
か
ら
伝
統

に
な
っ
た
。
特
に
祭
礼
な
ど
は
、
硬
化

し
た
人
間
関
係
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
再
構

成
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
。
や
っ
て
い
る

う
ち
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
﹂

鳥
瞰
で
は
な
く
虫
瞰

川
清
掃
、
用
水
清
掃
、
収
穫
祭
。
地

域
の
作
業
に
は
す
べ
て
参
加
す
る
。

﹁
そ
う
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
は
、
生

存
に
か
か
わ
る
共
同
作
業
だ
か
ら
。
そ

の
土
地
の
形
と
い
う
の
は
、
地
図
で
わ

か
っ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
で
す
。

地
べ
た
を
這
っ
て
、
汗
を
流
す
こ
と
で

見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

特
に
水
路
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
に
関

し
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
デ
ジ
タ
ル

情
報
を
見
て
い
た
ん
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
で

す
。
実
は
、
左
右
同
じ
よ
う
に
見
え
て

も
谷
を
挟
ん
で
西
側
の
山
に
は
水
が
少

な
い
。
だ
か
ら
川
に
架
か
っ
た
橋
の
下

を
覗
く
と
、
黒
い
パ
イ
プ
が
見
え
る
は

ず
で
す
。
対
岸
か
ら
水
を
引
く
た
め
の

水
道
橋
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

横
井
戸
も
桑
取
谷
独
特
の
水
使
い
で

す
。
川
か
ら
離
れ
た
家
で
は
斜
面
を
横

に
掘
っ
て
い
く
ん
で
す
が
、
縦
に
掘
る

よ
り
効
率
よ
く
水
脈
に
た
ど
り
着
く
。

こ
う
い
う
知
恵
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

青
虫
の
視
点
で
把
握
し
な
い
と
、
土
地

の
形
が
身
体
化
さ
れ
ま
せ
ん
。

ど
の
景
色
に
も
寄
り
添
っ
て
く
る
の

が
水
な
ん
で
す
。
海
に
近
い
場
所
で
す

右上：築150年以上の茅葺き古民家「ゆったりの家」。上越市の施設で、里山文化体験・交流に使われている。
右中：中ノ俣集落の日常の暮らしを撮影した写真集『ナカノマタン』も、自費出版した。
右下：増沢集落にある、旧桑取農協を改築したかみえちご山里ファン倶楽部の事務所兼研修施設。
上右：どんな舞台装置でもかなわない、本物の魅力。グラフィックもグラウンドデザインも関原さんのセンスに脱帽。
上左：桑取川の本流、有間川の河口。鮭の遡上する懸命な姿に感動した。
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が
現
代
は
、
ラ
ス
コ
ー
の
壁
画
を
見
て

﹃
？
﹄
と
思
う
人
間
が
、
存
在
す
る
時

代
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
﹂

地
域
の
子
供
た
ち
を
、
放
課
後
に
集

め
て
教
育
も
担
っ
て
い
る
。
今
の
子
供

た
ち
は
、
こ
ん
な
環
境
に
住
ん
で
い
て

も
、
家
に
帰
れ
ば
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
。
だ

か
ら
、
五
感
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
る
場
を

つ
く
る
。
経
験
さ
せ
る
。

﹁
だ
っ
て
、
村
落
資
源
の
最
た
る
も
の

は
、
子
供
時
代
に
思
い
出
を
つ
く
る
こ

と
。
そ
う
す
れ
ば
大
人
に
な
っ
た
と
き

に
、
そ
の
経
験
が
必
ず
働
き
か
け
を
し

て
く
れ
ま
す
。
小
学
校
６
年
生
が
成
人

す
る
ま
で
10
年
か
か
ら
な
い
わ
け
で
す

か
ら
、
人
的
資
源
を
ど
う
い
う
風
に
つ

く
る
か
と
い
う
点
で
、
子
供
の
教
育
は
、

地
域
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
貯
金
に
な

り
ま
す
。

義
務
教
育
を
比
喩
す
る
と
、
水
平
的

な
教
育
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
垂

直
的
な
教
育
が
欠
け
て
い
ま
す
。
垂
直

的
な
教
育
と
い
う
の
は
、
礼
儀
だ
と
か

土
地
の
歴
史
と
か
い
っ
た
、
お
じ
い
さ

ん
な
ん
か
か
ら
教
わ
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
が
欠
損
し
た
ま
ま
、
水
平
的
な
教

育
だ
け
が
あ
る
。

垂
直
教
育
の
欠
如
は
、
こ
の
集
落
の

子
供
た
ち
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
て
、

イ
ン
タ
ー
ン
で
や
っ
て
く
る
若
者
も
同

様
で
す
。
理
由
が
わ
か
ら
な
い
若
者
に

と
っ
て
、
垂
直
教
育
っ
て
、
あ
る
意
味
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
で
す
よ
ね
。
で
も
、
最
初

は
理
不
尽
な
ん
だ
け
れ
ど
、
あ
る
と
き

か
ら
わ
か
っ
て
く
る
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
若
者
は
数
珠
の
ヒ
モ
に

な
れ
る
。
村
に
は
穴
の
空
い
た
珠
︵
宝
︶

が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
が
、
ヒ
モ
が

な
い
。
な
ぜ
若
者
が
ヒ
モ
に
な
れ
る
か

と
い
う
と
、
垂
直
的
な
教
育
の
行
な
わ

れ
て
き
た
村
で
は
良
い
記
憶
も
あ
る
代

わ
り
に
悪
い
記
憶
も
あ
る
ん
で
す
。
そ

こ
で
悪
い
記
憶
の
前
科
が
な
い
若
者
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ヒ
モ
が
な
い
と
、
口
伝
の
技
術

も
消
え
去
る
し
、
村
の
持
つ
総
合
力
を

編
集
し
て
都
市
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
ん
で
す
﹂

地
域
の
誇
り
を
取
り
戻
す

他
者
の
目
に
よ
っ
て
、
地
域
資
源
を

評
価
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
は
、
非
常

に
重
要
、
と
関
原
さ
ん
は
確
信
し
て
い

る
。
み
ん
な
誇
り
は
持
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
内
向
き
な
ん
だ
、
と
。

佐
渡
の
和
太
鼓
集
団
︿
鼓
童
﹀
に
も
、

来
て
も
ら
っ
た
。
良
い
も
の
は
町
の
文

化
会
館
に
行
か
な
く
て
は
見
ら
れ
な
い
、

と
い
う
思
い
込
み
を
払
拭
す
る
た
め
だ
。

関
原
さ
ん
は
、
良
い
も
の
は
村
に
こ
そ

あ
る
、
と
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
町
の

人
が
村
ま
で
上
が
っ
て
く
る
姿
を
見
て
、

地
域
の
人
は
誇
り
を
取
り
戻
す
の
だ
と
。

﹁
︿
場
﹀
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
大

事
で
す
。
内
と
内
、
内
と
外
、
そ
し
て

外
の
人
ど
う
し
が
こ
こ
で
出
会
う
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
外
と
外
。
土

地
に
臨
在
す
る
︿
場
の
力
﹀
を
感
覚
す

る
と
い
う
の
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
﹂

Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
か
で
き
な
い
こ
と

﹁
こ
ん
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
が
、
で
き
る
ま

で
に
14
年
間
か
か
り
ま
し
た
。
ま
ず

︿
協
同
組
合
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
﹀
で
学
ん

だ
の
は
、
地
域
資
源
も
地
域
技
能
も
劣

っ
て
は
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
時
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
て
、
腰
掛
け

と
い
う
考
え
し
か
な
く
、
専
業
と
い
う

頭
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
は
小
さ

い
会
社
を
経
営
す
る
く
ら
い
の
労
働
力

が
な
い
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
運
営
で
き
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
を
養
成
す
る

︿
人
材
の
ゆ
り
か
ご
﹀
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
地
域
が
都
市
住
民
に
提
供
で
き

る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
米
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
村
の
米
の
自
給
率
は
５
０

０
％
ぐ
ら
い
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
あ
り

ま
す
が
、
万
が
一
の
と
き
に
疎
開
の
こ

と
ま
で
考
え
る
と
、
村
人
２
０
０
０
人

と
特
約
で
き
る
都
市
住
民
は
１
０
０
０

家
族
程
度
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
米
に
も
有う

縁え
ん

の
米
と
無
縁
の
米

が
あ
り
ま
す
。
誰
が
つ
く
っ
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い
も
の
よ
り
も
、
有
縁
の
米

の
ほ
う
が
い
い
、
と
思
っ
て
く
れ
る
人

を
増
や
す
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
有
縁
の
米
の
中
に
も
、
利

己
の
米
と
利
他
の
米
が
あ
っ
て
、
棚
田

で
つ
く
っ
た
米
を
じ
い
ち
ゃ
ん
が
売
っ



て
、
高
級
外
車
を
買
っ
た
の
で
は
、
そ

の
利
益
が
少
し
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
還

元
さ
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
じ
い
ち

ゃ
ん
が
売
る
の
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
的

な
存
在
の
と
こ
ろ
が
売
っ
て
い
か
な
く

て
は
利
他
の
米
に
な
ら
な
い
。

都
市
の
人
は
結

ゆ
い

の
一
員
に
な
っ
て
、

万
が
一
の
と
き
に
は
村
が
受
け
入
れ
る

し
、
ま
か
な
い
で
つ
く
っ
て
い
る
も
の

も
買
う
こ
と
が
で
き
る
、
祭
り
に
も
来

て
も
ら
う
し
、
移
住
も
斡
旋
す
る
。
災

害
が
起
き
た
と
き
は
、
受
け
入
れ
る
。

こ
れ
が
講
と
な
っ
て
結
を
維
持
し
ま
す
。

不
作
時
に
も
米
を
売
る
、
と
い
う
念
書

ま
で
取
り
交
わ
し
て
い
ま
す
﹂

米
を
買
う
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
特

約
が
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
仕
組
み
だ
。

﹁
自
給
率
39
％
な
ん
て
い
う
所
は
、
日

本
中
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
各
県
の

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
を
地
図
に

す
る
と
、
東
北
は
軒
並
み
１
０
０
％
ク

リ
ア
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
非
常
に

偏
在
し
て
い
る
ん
で
す
。
自
給
率
39
％

の
原
因
を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
、
東
京

１
％
、
大
阪
３
％
、
神
奈
川
２
％
の
現

実
。
こ
こ
が
な
く
な
れ
ば
、
自
給
率
は

ぐ
っ
と
上
が
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の

大
都
市
の
購
買
傾
向
を
変
え
る
こ
と
が
、

我
々
の
農
業
の
在
り
方
に
劇
的
な
変
化

を
及
ぼ
す
ん
で
す
。

う
ち
の
米
は
高
い
。
標
準
価
格
米
の

４
倍
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
フ
ラ
ン
ス
か

ら
輸
入
し
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
１
本
の
値
段
で
２
膳
、
清
涼
飲
料
水

１
本
で
２
膳
半
、
カ
ッ
プ
入
り
の
ラ
ー

メ
ン
１
杯
で
３
膳
食
べ
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
が
高
い
の
で
し
ょ
う
か
。
お
か
し
い

ん
で
す
よ
、
高
い
と
い
う
感
覚
が
。

わ
ず
か
な
割
合
で
も
都
市
住
民
が
目

覚
め
た
ら
、
多
く
の
若
者
の
雇
用
を
創

出
で
き
ま
す
。
消
滅
す
る
村
を
救
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
た
わ
け
た
話

と
片
付
け
る
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
で

は
な
い
で
す
か
﹂

関
原
さ
ん
は
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
村

に
幻
想
を
持
っ
て
︿
い
き
な
り
移
住
﹀

す
る
外
部
者
と
村
人
と
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

や
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
媒
介
役
に
も
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
。

﹁
正
面
衝
突
は
痛
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
ソ
フ
ト
に
着
地
さ
せ
る
の
が
、

我
々
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
も
、
点
型
と
線
型
と
面
型

が
あ
り
ま
す
。
点
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、

︿
本
日
﹀︿
た
だ
今
﹀︿
ゴ
ミ
拾
い
﹀。

線
型
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
同
一
の
も
の

で
す
。
例
え
ば
、
老
人
福
祉
な
ら
そ
れ

一
本
で
続
け
て
い
く
。

面
型
と
い
う
の
は
、
あ
る
程
度
ガ
バ

ナ
ン
ス
的
な
機
能
が
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
。
つ
ま
り
、
地
域
を
良
く
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
何
を
す
る
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

直
截
的
に
対
応
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、

問
題
が
起
き
た
と
き
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
を
普
段
か
ら
つ

く
り
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
む
し
ろ
使

命
に
な
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
、
面
型
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
ほ
か
と
は
全
然
異
質
で
す
﹂

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ジ
レ
ン
マ

現
在
︿
か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶

楽
部
﹀
は
会
員
数
が
３
３
０
人
、
常
勤

ス
タ
ッ
フ
が
８
〜
９
名
、
年
間
予
算
約

４
５
０
０
万
円
に
な
っ
た
。
こ
の
予
算

を
﹁
大
き
い
﹂
と
感
じ
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
は

低
い
。

﹁
役
所
が
行
な
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
合

併
や
予
算
削
減
に
よ
っ
て
で
き
な
く
な

る
事
業
を
、
勤
労
奉
仕
団
体
で
あ
る
市

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
や
り
な
さ
い
、
と
い
う
。

行
政
は
そ
れ
を
協
働
と
か
新
た
な
︿
公
﹀

と
い
う
ん
で
す
ね
。
し
か
し
我
々
に
は
、

そ
の
下
に
幻
想

・
・

と
い
う
文
字
が
見
え
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
間
は
崇
高
な
精
神
で
、

劣
悪
な
就
業
環
境
と
安
い
賃
金
を
選
ん

だ
の
だ
か
ら
貧
乏
で
当
然
、
と
考
え
て

い
る
人
さ
え
い
る
。
我
々
は
そ
う
い
う

考
え
方
と
闘
っ
て
、
﹃
ア
ン
タ
た
ち
が

い
な
く
な
っ
た
ら
困
る
よ
﹄
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
存
在
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
う
ち
も
受
託
し
て
い
ま
す
が
、

行
政
は
中
山
間
地
施
設
の
指
定
管
理
と

い
う
概
念
を
︿
鍵
を
開
け
て
閉
め
る
役

目
の
こ
と
﹀
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
け

ど
、
実
際
は
そ
こ
に
膨
大
な
ソ
フ
ト
の

備
蓄
と
運
営
の
付
加
価
値
が
あ
る
。
単

な
る
入
札
だ
と
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

会
社
な
ど
が
落
札
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
受
託
事
業
が
、
ム
ラ
全
体
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に
対
す
る
事
業
の
安
定
継
続
に
役
立
つ

よ
う
に
、﹃
そ
の
地
で
頑
張
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
﹄

な
ど
の
基
礎
賃
金
の
一
部
に
な
る
な
ど
、

支
援
態
勢
と
な
っ
て
ほ
し
い
﹂

個
々
の
課
題
を
分
け
て
考
え
ず
に
、

地
域
支
援
に
総
合
的
に
取
り
組
め
ば
、

地
域
は
ゆ
り
か
ご
に
な
る
。
そ
れ
を
実

現
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
な
ん
ら
か
の
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
必
要
な
段
階
に
き
た

と
い
え
る
。

﹁
し
か
し
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
与
え
ら

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
強
い
内
省
と
自
省
が

常
に
伴
わ
な
け
れ
ば
、
ワ
ガ
マ
マ
な
偽

善
に
な
る
﹂

新
た
な
公
で
は
な
く
︿
ク
ニ
﹀

14
年
の
活
動
か
ら
、
関
原
さ
ん
た
ち

は
︿
ク
ニ
﹀
と
い
う
新
し
い
概
念
を
生

み
出
し
た
。
単
一
の
集
落
よ
り
は
大
き

く
て
、
町
や
市
よ
り
は
小
さ
い
、
地
勢

的
な
ま
と
ま
り
を
︿
ク
ニ
﹀
と
呼
ぶ
。

﹁
︿
ク
ニ
﹀
で
ま
か
な
え
る
こ
と
は
、

生
存
の
自
衛
で
あ
り
自
給
で
す
。
そ
し

て
生
存
の
自
給
の
具
体
は
水
、
食
、
人

間
、
文
化
、
歴
史
、
そ
し
て
未
来
で
す
。

土
地
を
形
作
っ
た
最
大
の
要
素
は
水
。

山
で
は
毛
細
血
管
の
よ
う
に
、
支
流
は

動
脈
の
よ
う
に
、
本
流
は
背
骨
の
よ
う

に
、
水
は
連
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
地
勢

的
な
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

当
然
、
水
の
循
環
系
と
重
な
る
の
で
す
。

ま
た
う
ち
の
︿
ク
ニ
﹀
に
は
、
米
・

野
菜
／
海
産
物
・
塩
／
天
然
採
取
物
／

木
材
資
源
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
水
／
民
俗

伝
統
／
教
育
／
文
化
／
産
業
、
と
ざ
っ

と
挙
げ
た
だ
け
で
も
10
に
も
上
る
﹁
ま

か
な
い
﹂︵
産
業
資
源
︶
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
行
な
わ
れ
て
い
る
地

域
お
こ
し
は
、
こ
れ
ら
の
ま
か
な
い
の

い
ず
れ
か
だ
け
、
と
い
う
も
の
が
多
い
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
50
年
と
か
１
０
０

年
の
時
間
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

森
の
利
用
も
、
ざ
っ
と
考
え
て
７
、

８
項
目
あ
る
の
で
、
木
材
だ
け
じ
ゃ
な

い
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
水
を
飲
む
の
も

森
の
お
陰
で
す
か
ら
。
森
に
限
ら
ず
、

川
も
田
ん
ぼ
も
な
に
も
か
も
、
生
存
の

た
め
の
保
険
な
ん
で
す
よ
。
︿
ク
ニ
﹀

が
思
い
描
く
理
想
は
、
﹃
少
し
ず
つ
全

部
あ
る
﹄
と
い
う
在
り
方
。
︿
ク
ニ
﹀

が
も
し
他
地
域
に
も
で
き
た
ら
、
通
商

連
合
︿
ギ
ル
ド
﹀
を
つ
く
り
た
い
。

個
々
の
地
域
に
は
無
い
も
の
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
足
り
な
い
も
の
を
融
通
し
合

う
。
物
々
交
換
だ
っ
て
い
い
ん
で
す
﹂

﹁
一
番
大
切
な
の
は
人
間
な
ん
で
す
よ
。

︿
ク
ニ
﹀
ど
う
し
が
連
合
す
る
こ
と
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
抱
え
て
い
る
問
題
を

相
談
し
合
え
る
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
た
ら
い
い
。

若
者
の
教
育
も
、
そ
う
い
う
俎
上
で
補

完
し
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
い
い
で

す
ね
。

医
療
、
教
育
、
産
業
等
々
、
１
０
０

０
人
で
あ
ろ
う
が
１
億
人
で
あ
ろ
う
が
、

起
こ
る
こ
と
は
一
緒
。
幕
末
の
藩
か
ら

あ
れ
だ
け
の
人
材
が
輩
出
で
き
た
の
は
、

規
模
は
小
さ
く
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
︿
藩
﹀

と
い
う
︿
ク
ニ
﹀
が
抱
え
る
問
題
に
ま

ん
べ
ん
な
く
直
面
し
て
、
悩
み
な
が
ら

解
決
す
る
力
を
蓄
え
て
い
た
か
ら
。
現

代
の
国
家
は
、
機
能
が
分
断
さ
れ
て
い

る
の
で
そ
う
い
う
経
験
が
で
き
ま
せ
ん
。

﹃
す
べ
て
が
起
こ
る
﹄︿
ク
ニ
﹀
の
中
で

そ
う
い
う
経
験
を
積
む
こ
と
が
、
や
が

て
日
本
国
を
何
と
か
し
て
く
れ
る
人
材

の
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
持
て
な

い
、
例
え
ば
都
市
の
ス
ラ
ム
な
ん
か
が

︿
ク
ニ
﹀
に
な
れ
る
か
ど
う
か
は
、
難

し
い
問
題
、
と
関
原
さ
ん
。

﹁
た
だ
私
が
言
え
る
の
は
、
地
球
上
の

す
べ
て
の
人
に
働
き
か
け
る
の
は
無
理

だ
と
い
う
こ
と
。
近
く
に
生
き
て
い
る

人
と
ご
縁
が
あ
る
人
の
こ
と
を
一
生
懸

命
に
や
っ
て
い
く
、
そ
う
し
た
個
々
が

連
鎖
す
る
し
か
な
い
、
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
森
の
再
興
も
同
じ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
﹂

ど
こ
に
行
っ
て
も
明
る
い
話
が
聞
か

れ
な
い
昨
今
、
山
里
復
興
を
産
業
で
バ

ラ
バ
ラ
に
せ
ず
、
人
が
暮
ら
す
場
づ
く

り
の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
︿
か

み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶
楽
部
﹀。︿
ク

ニ
﹀
の
概
念
が
、
形
に
な
る
こ
と
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
。

森林審議会は、森林法第68条第１項
に基づいて、各都道府県に設置される
ものです。
新潟県は米どころで、林業は後発。
しかし〈越後杉〉ブランド材への補助
金や公共施設への利用促進を行ない、
県産材供給率34％達成を目指していま
す。私も県産材を活用した幼稚園を、
いくつか設計しています。
県内の森林計画区は四つに分けられ、
森林審議会が評価します。近年は、木
材等の生産という産業面からだけでな
く、水源涵養、山地災害防止、生活環
境保全、保健文化も含んだ５項目にわ
たって行なわれています。水源涵養林
に関していえば、杉の単層林から複層
林への転換及び、長伐期にすることで、
機能を高めていこうという方針です。
県内の民有林の整備と保全に関する
基本的な方向を明らかにするのが、地
域森林計画です。民有林でも森林組合

に所属していますし、土地は民有でも
植わっている木が県有という分収林な
どもありますから、森林審議会の答申
が経営の指針になるんですね。また評
価項目を見てもわかるように、公共性
の高い産業ですから、民有とはいって
も個人の勝手にすることがないような
仕組みができているんです。
木造住宅への県産材使用にも補助金
が出ます。Ｉターン、Ｕターンの人や
農林水産業の従事者に特別枠を設ける
など、ユニークな政策で奨励していま
す。これには中越沖地震の復興基金と
して積み立てたお金も利用され、山古
志村の住宅にも県産材が使われました。
新潟県では15人の森林審議会委員の
うち６人が女性ですし、さまざまな立
場の民間人をバランスよく起用するこ
とで、地域の森林への関心を掘り起こ
そうとしています。

関 由有子

せきゆうこ

新潟県森林審議会委員

一級建築士　あわゆき組代表

未来の森林を考える
新潟県森林審議会の活動
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姿
を
変
え
、
木
材
で
は
な
い
﹁
何
も
の

か
﹂
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
、
場
合
に

よ
っ
て
は
森
が
宅
地
や
砂
漠
に
姿
を
変

え
て
い
る
こ
と
に
も
、
関
心
を
寄
せ
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
の
﹁
見
え
る
化
﹂

が
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
知
恵
を

絞
ろ
う
。
見
る
こ
と
を
心
掛
け
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
使
い
尽
く
さ
れ
風
前

の
灯
と
な
っ
た
世
界
の
森
林
の
背
後
に

は
、
日
本
の
木
材
使
用
の
見
え
に
く
い

現
実
が
あ
る
。

世
界
の
森
林
を
保
全
す
る
こ
と
は
、

﹁
使
い
な
が
ら
守
る
﹂
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
日
本
の
森
林
に
も
影
響
を
与
え

る
だ
ろ
う
。
世
界
の
森
林
の
現
状
を
知

れ
ば
、
経
済
効
率
か
ら
だ
け
で
な
い
、

自
国
の
森
林
利
用
を
進
め
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
経
済
効
率
を
達
成
で
き
れ
ば
願
っ

て
も
な
い
成
功
と
な
る
。

世
界
の
森
林
と
い
う
マ
ク
ロ
な
問
題

も
、
人
と
共
生
し
な
が
ら
続
い
て
き
た

地
域
の
森
林
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
問
題
も
、

実
は
遠
い
よ
う
で
つ
な
が
っ
た
話
な
の

だ
。そ

れ
で
も
、
川
下
の
消
費
地
か
ら
、

森
林
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
事
例

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
森
を
思
う
気

森
に
か
か
わ
る
人
の
時
間

今
号
で
一
番
驚
い
た
の
は
、
森
林
に

か
か
わ
っ
て
生
き
る
人
の
時
間
感
覚
だ
。

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
の
沖

大
幹
さ
ん
ら
が
提
唱
す
る
﹁
千
年
持
続

学
﹂
を
地
で
い
く
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
人
類
が
農
耕
を
始
め
て
８
０
０
０

年
。
そ
れ
以
前
か
ら
脈
々
と
続
く
、
森

林
の
恵
み
を
享
受
し
な
が
ら
生
き
て
き

た
記
憶
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
人
類
は
森
と
共
生
す
る
こ
と

で
、
生
命
を
つ
な
い
で
き
た
。
い
わ
ば
、

森
林
は
﹁
金
の
卵
を
産
む
鶏
﹂
だ
。
そ

の
鶏
が
、
今
、
瀕
死
の
危
機
に
あ
る
。

世
界
も
地
域
も

世
界
の
森
林
も
、
日
本
の
森
林
も
、

瀕
死
の
危
機
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
は
１
８
０
度

違
っ
た
方
向
を
向
い
て
い
る
。
世
界
の

森
林
は
使
い
尽
く
さ
れ
て
危
機
に
あ
り
、

日
本
の
森
林
は
﹁
使
い
な
が
ら
守
る
﹂

循
環
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
こ
と
で
危

機
に
あ
る
の
だ
。

ど
ち
ら
も
、
人
間
の
暮
ら
し
が
短
期

間
で
激
し
く
変
化
し
た
こ
と
が
原
因
だ
。

本
来
、
世
紀
単
位
で
生
き
て
き
た
森
林

が
、
数
年
、
数
十
年
単
位
の
変
化
に
振

り
回
さ
れ
て
い
る
。

拡
大
造
林
期
に
は
辻
褄
が
あ
っ
て
い

た
人
工
林
の
植
林
も
、
伐
期
に
な
っ
た

現
在
で
は
、
少
し
様
子
が
違
っ
て
い
る
。

長
期
の
予
測
が
不
可
能
な
の
は
、
あ
る

意
味
で
当
た
り
前
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多

様
性
が
大
切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

近
年
に
な
っ
て
、
私
た
ち
は
よ
う
や

く
食
の
安
全
や
海
産
物
の
資
源
保
護
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ
よ

う
に
、
日
本
で
消
費
さ
れ
る
木
材
製
品

が
ど
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
持
っ
て
こ

ら
れ
て
い
る
か
、
関
心
を
持
っ
て
い
き

た
い
も
の
だ
。

熱
帯
雨
林
を
伐
採
し
て
得
ら
れ
た
木

材
が
第
三
国
に
輸
出
さ
れ
、
合
板
に
姿

を
変
え
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
は
、

木
材
に
お
け
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

と
も
い
え
る
。
接
着
剤
か
ら
発
生
す
る

化
学
物
質
に
よ
る
健
康
被
害
が
き
っ
か

け
に
な
っ
て
、
合
板
に
厳
し
い
品
質
基

準
が
設
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
う
し

た
状
況
の
改
善
に
も
、
同
じ
ぐ
ら
い
の

熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
も
の
だ
。

加
え
て
、
森
が
耕
作
地
や
養
殖
場
に

と
い
う
と
、
理
科
の
勉
強
の
よ
う
な
気

分
に
な
る
が
、﹁
場
﹂
と
し
て
大
切
に
さ

れ
る
森
は
人
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て

心
地
良
い
。
水
が
飲
め
る
の
も
、
山
が

崩
れ
な
い
で
住
ん
で
い
ら
れ
る
の
も
森

の
お
陰
、
家
も
舟
も
田
ん
ぼ
の
稲
架
木

は

さ

ぎ

も
刈
敷
も
森
の
恵
み
、
と
考
え
れ
ば
、

﹁
生
存
の
た
め
の
保
険
﹂
と
は
言
い
得
て

妙
で
あ
る
。

要
は
林
か
森
か
と
い
う
議
論
で
は
な

く
、
世
界
も
地
域
も
見
て
、
木
も
森
も

流
域
も
見
る
と
い
う
、
複
眼
の
見
方
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
。

空
間
と
し
て
木
も
見
て
森
も
見
る
こ

と
に
加
え
、
時
間
と
し
て
次
世
代
、

次
々
世
代
の
人
た
ち
の
こ
と
も
見
て
い

か
な
い
と
森
は
維
持
で
き
な
い
。

広
く
流
域
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
、

結
果
が
出
る
の
が
遠
い
将
来
に
な
る
と

い
う
の
が
森
の
性
質
。
だ
か
ら
こ
そ

︿
守
っ
て
い
く
責
任
﹀
は
、
都
市
住
民
か

ら
山
地
住
民
ま
で
、
過
去
の
人
た
ち
か

ら
現
代
の
私
た
ち
を
経
て
未
来
の
人
た

ち
ま
で
、
す
べ
て
に
あ
る
は
ず
。
渡
さ

れ
た
バ
ト
ン
を
次
世
代
に
つ
な
い
で
い

か
れ
る
仕
組
み
を
、
真
剣
に
模
索
し
て

い
き
た
い
。

文
化
を
つ
く
る
　

木
も
見
て

森
も
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

持
ち
の
循
環
が
少
し
か
な
え
ら
れ
て
き

た
よ
う
で
、
希
望
的
で
明
る
い
兆
候
と

思
え
る
。

川
下
か
ら
の
ラ
ブ
コ
ー
ル
だ
け
で
は

な
い
。
川
上
側
か
ら
も
、
も
っ
と
川
下

の
要
望
を
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
が
見
え
る
。
相
思
相
愛
で
心
が

通
え
ば
、
人
の
交
流
や
木
材
資
源
な
ど

の
﹁
モ
ノ
﹂
の
流
通
と
い
っ
た
循
環
も
、

も
っ
と
回
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

木
も
見
て
、
森
も
見
る

気
づ
い
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
木
材
資
源
を
産
す
る
場
合
に
は
森

林
、
場
と
し
て
は
森
と
表
記
し
て
き
た
。

森
林
法
に
よ
る
と
、
木
材
資
源
を
産
す

る
場
合
、
林
と
す
る
の
が
実
は
正
し
い
。

森
林
は
、
守
備
範
囲
が
広
す
ぎ
る
。

だ
か
ら
、
問
題
が
見
え
な
く
な
り
や
す

い
。
し
か
し
、
そ
の
守
備
範
囲
の
広
さ
、

多
様
性
こ
そ
が
、
森
林
の
豊
か
さ
、
包

容
力
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
私
た
ち
は
近

年
、
そ
の
多
様
性
を
忘
れ
、
木
を
見
て

森
を
見
な
い
で
い
た
よ
う
に
思
う
。

森
を
生
存
の
た
め
の
保
険
と
見
て
、

地
域
振
興
の
﹁
場
﹂
と
し
て
生
か
し
て

い
く
試
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
環
境
林



拡
大
造
林
に
よ
っ
て
、
日
本
の
４
割
強
の
森
林
は
人
工
林
に
つ
く
り
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
木
材
価
格
の
低
迷
で
、
管
理
さ
れ
な
い
厳
し

い
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
森
林
整
備
の
基
盤
と
し
て
、
森
林
作
業
道
を
つ
く
る
こ
と
は
不

可
欠
で
す
。
し
か
し
今
ま
で
国
は
、
林
道
中
心
で
や
っ
て
き
た
ん
で
す
。

林
道
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ま
す
が
、
私
た
ち
の
や
っ
て
い
る
大
橋
式

路
網
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
な
い
ん
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
な

く
て
も
壊
れ
な
い
。
小
菅
村
で
は
、
格
段
に
安
価
に
つ
く
れ
て
壊
れ
な
い

路
網
を
２
０
０
７
年
（
平
成
19
）
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。

指
導
し
て
く
だ
さ
る
大
橋
慶
三
郎
先
生
の
説
に
よ
る
と
、
山
の
一
番
強

い
所
は
尾
根
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
こ
の
路
網
は
一
気
に
稜
線
尾

根
ま
で
上
る
道
筋
を
と
り
ま
す
。
尾
根
に
も
急
な
傾
斜
と
緩
や
か
な
傾
斜

が
あ
る
た
め
、
緩
や
か
な
ほ
う
を
選
ん
で
道
を
つ
け
ま
す
。

﹁
だ
い
た
い
に
お
い
て
、
人
間
と
水
は
集
ま
る
と
ろ
く
な
こ
と
を
せ
ん
﹂

と
い
う
の
が
大
橋
先
生
の
持
論
で
す
。
で
す
か
ら
、﹁
台
風
の
と
き
に
山

を
見
に
行
き
な
さ
い
。
大
雨
の
と
き
に
水
が
ど
う
流
れ
る
か
見
定
め
な
さ

い
。
水
が
流
れ
る
こ
と
で
大
地
が
掘
ら
れ
て
、
山
を
崩
落
さ
せ
る
ん
だ
か

ら
﹂
と
言
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
道
も
谷
側
を
低
く
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
水
を
一
カ
所
に
集
め
な
い
で
、
バ
ラ
バ
ラ
バ
ラ
ッ
と
拡
散
さ
せ
な
が

ら
流
し
て
い
く
と
、
道
は
削
ら
れ
な
い
し
壊
れ
な
い
の
で
す
。
先
生
は
そ

れ
を
﹁
拡
水
工
法
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
幹
線
道
は
丸
く
て
平
ら
で
厚
み
の
あ
る
安
定
し

た
尾
根
に
つ
く
り
、
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
を
つ
く
っ
て
、
い
っ
き
に
尾
根
ま

で
到
達
す
る
経
路
を
つ
く
り
ま
す
。
支
線
は
、
そ
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
を

基
点
と
し
て
、
等
高
線
に
沿
っ
て
水
平
に
つ
く
り
ま
す
。
そ
の
場
合
も
、

タ
ナ
と
呼
ぶ
強
い
箇
所
を
通
る
よ
う
に
し
ま
す
。
タ
ナ
は
、
地
図
上
で
も

等
高
線
の
間
隔
が
若
干
広
く
な
っ
て
い
る
所
で
す
。

大
橋
先
生
が
所
有
す
る
１
０
０
ha
の
大
橋
山
は
、
大
阪
府
の
南
東
部
、

南
河
内
郡
千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
篠
峰
山
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
長
年
に

わ
た
り
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を
真
摯
に
観
察
し
な
が
ら
実
践
し
て
き
た

成
果
が
、
こ
の
大
橋
式
路
網
な
の
で
す
。

急
峻
な
山
地
で
の
作
業
は
辛
く
、
危
険
も
伴
う
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

条
件
が
、
森
林
の
荒
廃
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
多
摩
川
源
流
研
究

所
が
あ
る
小
菅
村
で
も
、
急
傾
斜
地
に
道
を
つ
け
る
こ
と
は
山
を
壊
す
こ

シ
リ
ー
ズ
里
川
　
多
摩
川
源
流
研
究
所

源
流
を
極
め
る
と
森
林
再
生
に
行
き
着
く
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中村文明
なかむらぶんめい

多摩川源流研究所所長

NPO法人全国源流ネットワーク代表

東京農業大学非常勤講師

1947年宮崎県生まれ。1983年から多摩川源流に通い始め、1994年から多摩川源流
域の淵や滝、尾根や沢などの名称と由来の調査を開始する。10年間に多摩川源流絵
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シ
リ
ー
ズ
里
川
　
多
摩
川
源
流
研
究
所

源
流
を
極
め
る
と
森
林
再
生
に
行
き
着
く



47 源流を極めると森林再生に行き着く

と
に
な
る
と
、
多
く
の
山
主
は
諦
め
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
大
橋
先
生
は
１
ha
に
２
０
０
ｍ
の
密
度
で
、
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク

が
入
れ
る
開
発
費
が
安
い
道
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
人
で
も

木
を
伐
っ
て
出
す
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
、
労
働
年
齢
を
引
き
伸
せ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
村
の
95
％
が
森
林
と
い
う
小
菅
村
に
と
っ
て
、

大
橋
式
路
網
の
導
入
は
、
森
林
再
生
を
促
す
光
明
で
し
た
。

大
橋
式
路
網
は
、
道
幅
2.5
ｍ
、
切
取
法
高

の
り
だ
か

1.4
ｍ
︵
人
間
の
肩
の
高
さ
︶

を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
急
傾
斜
地
に
幅
の
狭
い
道
を
つ
け
る
の
で
、
路

肩
を
堅
固
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
丸
太
を
敷
き
、
横
木
を
１
ｍ

間
隔
で
置
き
釘
で
固
定
し
て
か
ら
、
土
留
め
丸
太
を
重
ね
て
止
め
、
土
砂

を
か
け
て
固
め
ま
す
。
一
般
的
な
林
道
を
つ
く
る
の
に
、
小
菅
村
の
場
合

は
１
ｍ
で
25
万
円
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
大
橋
式
路
網
な
ら
１
ｍ
７

０
０
０
円
で
つ
く
れ
ま
す
。

道
を
つ
け
た
こ
と
で
光
が
差
し
込
み
ま
す
か
ら
、
路
網
の
法
面

の
り
め
ん

に
は
す

ぐ
に
草
が
生
え
て
、
や
が
て
灌
木
も
生
え
て
き
ま
す
。
乏
し
い
生
態
系
だ

っ
た
人
工
林
が
、
豊
か
に
生
ま
れ
変
わ
る
ん
で
す
。

大
橋
先
生
は
、﹁
内
部
の
状
態
は
、
必
ず
外
部
に
現
わ
れ
る
。
自
然
を

あ
り
の
ま
ま
に
見
る
こ
と
。
山
を
見
て
、
円
や
か
、
穏
や
か
、
厚
み
の
あ

る
相
は
、
内
部
も
安
定
し
て
い
る
。
険
し
い
、
削
げ
た
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
、
尖
っ
た
、
薄
い
、
乱
れ
た
な
ど
の
相
は
、
不
安
定
で
よ
く
な
い
﹂
と

言
い
ま
す
。
実
際
に
小
菅
村
に
来
て
い
た
だ
き
、
路
網
を
ど
こ
に
つ
く
る

か
決
め
た
と
き
に
も
、
何
回
も
何
回
も
現
地
を
上
り
下
り
し
て
確
か
め
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
に
は
、
本
当
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

林
野
庁
は
林
道
規
定
で
林
道
し
か
認
め
て
い
な
い
ん
で
す
。
し
か
し
、

大
橋
式
路
網
が
実
現
す
る
林
業
の
将
来
を
考
え
た
ら
、
森
林
作
業
道
規
定

と
い
う
法
的
整
備
を
し
て
、
補
助
金
を
出
し
、
作
業
道
づ
く
り
を
も
っ
と

推
進
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
状
で
は
造
林
補
助
金
と
し
て
１

ｍ
あ
た
り
２
０
０
０
円
の
補
助
が
あ
る
だ
け
で
す
。

木
を
使
え
ば
、
源
流
の
村
が
活
性
化
で
き
ま
す
。
で
も
、
今
ま
で
は
使

っ
て
も
ら
お
う
に
も
伐
り
出
し
に
く
か
っ
た
。
そ
れ
を
大
橋
式
路
網
は
可

能
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
条
件
で
林
業
再
生
を
諦
め
て
い
る
山
地
に
も
、
こ
れ
を
広

め
て
、
全
国
規
模
の
運
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小菅村

多摩川

相模川

鶴川

奥多摩湖
小菅川

日原川

埼玉県

山梨県

中央線

大
月笹

子

青梅線

神奈川県

東京都

上
野
原

奥
多
摩

御
嶽

多
摩
川
源
流
研
究
所

右：国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「山梨、東京、埼玉、神奈川」および国土交通省国土数

値情報「河川データ（平成20年）、鉄道データ（平成20年）、道路データ（平成7年）」より編集部で作図
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ア
ル
・
ゴ
ア
米
国
元
副
大
統
領
が
、﹃
不

都
合
な
真
実
﹄（
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
２
０

０
７
）
を
刊
行
し
て
以
来
、
一
段
と
地
球

温
暖
化
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
。
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
日
本
で
最

初
に
唱
え
た
の
は
誰
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

農
化
学
者
・
童
話
作
家
の
宮
沢
賢
治
で
は

な
か
ろ
う
か
。
彼
の
童
話
﹃
グ
ス
コ
ー
ブ

ド
リ
の
伝
記
﹄
の
な
か
に
、
次
の
一
節
を

読
ん
だ
か
ら
だ
。

﹁
先
生
、
気
層
の
な
か
に
炭
酸
瓦
斯
が
増

え
て
来
れ
ば
暖
か
く
な
る
の
で
す
か
﹂

﹁
そ
れ
は
な
る
だ
ろ
う
。
地
球
が
で
き
て

か
ら
い
ま
ま
で
の
気
温
は
、
大
抵
空
気
中

の
炭
酸
瓦
斯
の
量
で
き
ま
っ
て
い
た
と
言

わ
れ
る
位
だ
か
ら
ね
﹂
﹁
カ
ル
ボ
ナ
ー
ド

火
山
島
が
、
い
ま
爆
発
し
た
ら
こ
の
気
候

を
変
え
る
位
の
炭
酸
瓦
斯
を
噴
く
で
し
ょ

う
か
﹂
﹁
そ
れ
は
僕
も
計
算
し
た
。
あ
れ

が
い
ま
爆
発
す
れ
ば
、
瓦
斯
は
す
ぐ
大
循

環
の
上
層
の
風
に
ま
じ
っ
て
地
球
全
体
を

包
む
だ
ろ
う
。
そ
し
て
下
層
の
空
気
や
地

表
か
ら
の
熱
の
放
散
を
防
ぎ
、
地
球
全
体

を
平
均
で
五
度
位
温
か
く
す
る
だ
ろ
う
と

思
う
﹂

賢
治
は
、
東
北
地
方
に
お
け
る
農
作
の

冷
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
発
想

を
し
て
い
る
。
大
正
時
代
で
あ
る
。
ま
た
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賢
治
は
森
が
登
場
す
る
童
話
も
多
く
残
し

て
い
る
。
森
林
は
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
役

割
を
も
、
持
っ
て
い
る
。

さ
て
、
古
代
か
ら
多
く
の
日
本
人
は
自

然
の
中
に
神
が
存
在
す
る
と
、
信
じ
て
い

る
。
八
百
万

や
お
よ
ろ
ず

の
神
の
思
想
で
あ
る
。
森
の

神
も
八
百
万
の
神
の
一
つ
で
あ
る
。
岡
谷

公
二
著
﹃
原
始
の
神
社
を
も
と
め
て
﹄（
平

凡
社
２
０
０
９
）
は
、
日
本
、
琉
球
、
済
州

島
の
清
浄
な
る
、
聖
な
る
森
の
な
か
の
素

朴
な
小
さ
い
堂
を
巡
り
歩
き
、
そ
こ
に
森

の
神
が
宿
っ
て
い
る
と
み
る
。
﹁
暗
い
森

の
中
に
入
っ
て
い
く
時
、
私
は
、
戦
慄
や

と
き
め
き
に
似
た
心
の
震
え
を
感
じ
る
。

迫
っ
て
く
る
木
々
の
生
気
、
音
の
し
な
い

葉
む
ら
の
そ
よ
ぎ
、
森
の
奥
へ
と
吹
き
通

っ
て
ゆ
く
風
、
木
漏
れ
日
の
矢
、
鳥
の
声

⋯
私
は
す
べ
て
に
神
を
感
じ
る
。
森
そ
の

も
の
が
神
な
の
だ
﹂
と
。
だ
か
ら
森
は
杜

と
も
表
現
さ
れ
、
こ
の
小
さ
な
祠
、
堂
が

神
社
の
原
型
と
迫
る
。

即
ち
、
沖
縄
の
﹁
御
願
所

う
が
ん
じ
よ

﹂
、
﹁
御
岳

う
た
き

﹂

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
い
お
堂
、
神
社
な

ど
を
囲
む
森
を
鎮
守
の
森
と
し
て
大
切
に

守
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
宮
脇
昭
著

﹃
鎮
守
の
森
﹄（
新
潮
文
庫
２
０
０
７
）
に
よ
れ

ば
、
鎮
守
の
森
、
そ
の
土
地
に
あ
る
本
来

の
森
は
、
火
事
、
地
震
、
台
風
等
の
災
害

に
強
い
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
ふ
る
さ
と

の
木
に
よ
る
ふ
る
さ
と
の
森
こ
そ
が
長
年

の
現
地
調
査
と
あ
ら
ゆ
る
植
物
群
落
の
比

較
研
究
か
ら
、
最
も
強
い
生
命
力
を
持
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災
の
お
り
、

神
社
の
森
で
は
、
鳥
居
も
社
殿
も
崩
壊
し

て
い
た
が
、
カ
シ
の
木
、
椎
の
木
、
藪
椿
、

モ
チ
ノ
キ
も
１
本
も
倒
れ
て
な
い
。
ま
た

住
宅
地
で
も
ア
ラ
カ
シ
の
並
木
が
あ
る
と

こ
ろ
は
、
ア
パ
ー
ト
が
焼
け
ず
に
残
っ
て

い
た
と
い
う
。
78
歳
の
今
ま
で
、
精
力
的

に
国
内
外
で
３
０
０
０
万
本
の
そ
の
土
地

固
有
の
植
樹
活
動
を
続
け
て
い
る
植
物
学

者
で
あ
り
、
森
林
破
壊
や
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
行
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

只
木
良
也
著
﹃
森
と
人
間
の
文
化
史
﹄

（
日
本
放
送
出
版
協
会
１
９
８
８
）
、
同
﹃
森
の

文
化
史
﹄（
講
談
社
２
０
０
４
）
は
、
わ
れ
わ

れ
の
地
球
と
森
林
、
森
林
と
水
保
全
・
土

保
全
、
緑
の
効
用
、
休
養
の
森
と
森
の
風

景
、
森
林
は
日
本
文
化
の
石
油
で
あ
っ
た
、

マ
ツ
林
盛
衰
記
、
森
林
の
遷
移
と
人
の
営

み
、
森
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
森
の
環
境
学
、

い
つ
ま
で
も
森
の
恵
み
を
得
る
た
め
に
等

の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
森
林
の
現
状
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
こ
の
２
書
か
ら
見
て
み
た
。
我
が
国

の
国
土
面
積
は
３
７
７
８
万
ha
を
有
し
、

そ
の
う
ち
森
林
面
積
は
66
・
６
％
を
占
め

る
２
５
１
２
万
ha
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
約

１
３
０
０
万
ha
︵
約
52
％
︶
が
天
然
林
、

１
０
０
０
万
ha
︵
約
40
％
︶
が
人
工
林
、

残
り
が
無
立
木
地
、
竹
林
な
ど
で
あ
る
。

国
土
１
人
当
た
り
の
森
林
面
積
は
0.2
ha
で

あ
る
。
全
国
的
に
充
分
な
降
水
量
が
あ
る

た
め
に
木
が
育
ち
や
す
い
風
土
を
持
っ
て

お
り
、
有
数
な
森
林
国
を
誇
っ
て
い
る
。

そ
の
森
林
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
た
い
。

戦
時
中
、
樹
木
は
建
築
材
や
燃
料
材
と

し
て
根
こ
そ
ぎ
に
利
用
さ
れ
た
。
昭
和
20

年
終
戦
、
戦
後
の
復
興
の
た
め
に
日
本
の

森
林
は
ま
た
大
量
に
伐
採
さ
れ
、
切
り
っ

ぱ
な
し
の
森
林
面
積
は
全
国
で
１
５
０
万

ha
に
及
ん
だ
。
禿
げ
山
か
ら
は
、
洪
水
禍

が
相
次
ぎ
、
そ
の
た
め
昭
和
25
年
か
ら
全

国
植
樹
祭
が
始
ま
り
、
全
国
の
造
林
熱
は

高
ま
っ
た
。

昭
和
31
年
に
は
１
５
０
万
ha
の
造
林
が

完
了
。
昭
和
30
年
代
後
半
に
は
経
済
成
長

期
に
突
入
し
、
木
材
需
要
が
増
え
、
奥
地

林
の
伐
採
が
す
す
み
、
木
材
価
格
は
高
騰

古賀邦雄
こがくにお

水・河川・湖沼関係文献研究会

1967年西南学院大学卒業
水資源開発公団

（現・独立行政法人水資源機構）に入社
30年間にわたり

水・河川・湖沼関係文献を収集
2001年退職し現在、日本河川開発調査会

筑後川水問題研究会に所属
2008年5月に収集した書籍を所蔵する

「古賀河川図書館」を開設
URL：http://mymy.jp/koga/
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学
校
林
の
萌
芽
か
ら
、
学
校
樹
栽
日
に
よ

る
学
校
林
設
置
、
日
露
戦
争
に
よ
る
学
校

林
設
置
、
昭
和
に
入
っ
て
昭
和
恐
慌
期
に

お
け
る
愛
林
日
の
開
始
、
国
家
総
動
員
体

制
期
に
お
け
る
学
校
林
造
成
、
そ
し
て
、

国
土
復
興
に
向
け
た
緑
化
運
動
を
論
じ
、

具
体
的
に
は
、
長
野
県
上
松
町
、
佐
賀
県

背
振
村
、
熊
本
県
南
小
国
町
に
お
け
る
学

校
林
の
展
開
を
追
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、

環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
新
し
い
学
校
林

施
策
と
し
て
、
平
地
林
、
里
山
、
雑
木
林

な
ど
の
学
び
の
森
、
学
習
の
森
林
づ
く
り

と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
植
林
運
動
を
通

じ
、
森
林
の
保
全
、
社
会
教
育
活
動
に
重

点
を
置
か
れ
て
き
た
。

以
上
、
日
本
の
森
林
の
歴
史
と
現
状
に

触
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
学
者
は
、
我

が
国
の
人
と
森
の
文
化
つ
い
て
ど
う
み
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
関
し
、

コ
ン
ラ
ッ
ド
・
タ
ッ
ト
マ
ン
著
﹃
日
本
人

は
ど
の
よ
う
に
森
を
つ
く
っ
て
き
た
の
か
﹄

（
築
地
書
館
１
９
９
８
）
が
あ
る
。
採
取
林
業

の
千
年
で
は
、
平
安
時
代
等
の
都
形
成
に

よ
る
乱
伐
を
挙
げ
、
近
世
に
お
け
る
育
成

林
業
の
台
頭
で
は
、
徳
川
幕
府
の
森
林
の

政
策
等
を
述
べ
な
が
ら
、
多
く
の
国
々
で

は
豊
か
な
森
林
が
荒
廃
地
に
及
ん
だ
が
、

な
ぜ
日
本
で
は
森
林
が
残
っ
た
の
か
と
。

そ
の
こ
と
を
日
本
人
の
自
然
を
愛
す
る
性

向
が
強
い
か
ら
だ
と
い
う
が
、
近
世
の
森

林
回
復
も
こ
の
自
然
愛
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
と
、
否
定
す
る
。
こ
れ
は
誤
っ
た
考

え
方
だ
と
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

１
　
生
物
的
要
因
と
し
て
、
社
会
的
変
容

を
受
け
た
森
林
は
、
杉
や
檜
や
ヒ
バ
が
伐

採
さ
れ
た
に
し
て
も
そ
れ
に
代
わ
る
広
葉

樹
の
多
い
混
交
林
に
な
る
。
森
林
遷
移
の

自
然
の
プ
ロ
セ
ス
が
林
地
利
用
者
で
行
な

わ
れ
て
き
た
。
日
本
列
島
の
地
質
と
気
候

の
条
件
が
森
林
の
保
存
を
助
け
た
。
２

技
術
的
要
因
と
し
て
、
江
戸
期
に
は
荷
車

と
か
鋸
に
は
制
約
が
あ
り
、
森
林
地
帯
は

主
に
渓
谷
地
で
あ
り
、
多
量
の
切
り
出
し

は
困
難
で
あ
っ
た
。
３
　
思
想
的
要
因
と

し
て
、
秋
田
藩
の
家
老
渋
江
政
光
の
忠
告

が
残
っ
て
い
る
。
﹁
こ
の
国
の
宝
は
山
の

宝
で
あ
る
。
山
の
衰
え
は
国
の
衰
え
で
あ

る
と
い
っ
て
保
全
を
図
っ
た
﹂
４
　
制
度

的
要
因
と
し
て
、
留
山
、
割
山
、
部
分
山
、

年
季
山
を
設
け
森
林
管
理
を
行
な
っ
た
。

５
　
生
態
的
要
因
と
し
て
、
日
本
人
は
、

自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
生
態
系
に
強
い
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

日
本
人
は
ほ
か
の
植
物
相
、
動
物
相
を
犠

牲
に
し
て
自
身
の
利
益
を
高
め
る
と
同
時

に
こ
れ
ら
の
利
益
も
高
め
た
。
共
働
す
る

動
植
物
と
の
共
生
関
係
が
生
ま
れ
た
。

終
わ
り
に
、
都
市
近
郊
で
森
づ
く
り
が

行
な
わ
れ
て
き
た
書
を
挙
げ
る
。
石
城
謙

吉
著
﹃
森
林
と
人
間
﹄（
岩
波
新
書
２
０
０
８
）

は
、
苫
小
牧
の
幌
内
川
流
域
に
お
け
る
森

林
づ
く
り
、
泉
桂
子
著
﹃
近
代
水
源
林
の

誕
生
と
そ
の
軌
跡
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
２
０

０
４
）
は
、
甲
府
市
、
横
浜
市
、
東
京
都

の
水
道
水
源
林
を
追
い
、
藤
澤
和
人
著

﹃
森
の
道
楽
﹄（
コ
モ
ン
ズ
２
０
０
９
）
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
や
め
、
広
島
県
内
の

山
林
を
購
入
し
て
の
森
づ
く
り
の
体
験
で

あ
る
。

地
球
温
暖
化
に
戻
る
が
﹃
不
都
合
な
真

実
﹄
の
中
で
、
﹁
沢
山
の
木
を
植
え
ま
し

ょ
う
。
１
本
の
木
は
、
そ
の
生
育
中
に
、

１
ｔ
以
上
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
﹂
と
あ
る
。
森
づ
く
り
は
、

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
森
の
国
土
環
境
保
全

論
を
確
立
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
時

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
森
林
環
境
税
の
制

度
が
、
雇
用
と
環
境
対
策
に
有
効
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

し
た
。

昭
和
38
年
の
木
材
自
由
化
以
来
、
米
材
、

ソ
連
材
、
ラ
ワ
ン
材
が
国
内
に
氾
濫
し
た
。

昭
和
40
年
代
半
ば
、
高
度
成
長
に
よ
る
環

境
汚
染
が
問
題
化
し
、
森
林
地
帯
も
地
形

が
変
え
ら
れ
、
宅
地
、
工
場
、
ゴ
ル
フ
場
、

観
光
遊
園
地
な
ど
に
変
貌
し
、
森
林
は
荒

れ
た
。

世
論
は
一
変
し
て
緑
志
向
と
な
っ
た
が
、

若
者
流
出
で
活
力
を
失
っ
た
過
疎
の
山
村
、

手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
荒
れ
た
人
工
林
が

残
っ
た
。
林
業
就
業
者
は
昭
和
35
年
44
万

人
か
ら
平
成
17
年
５
万
人
に
減
少
し
、
こ

の
間
に
高
齢
化
が
進
ん
だ
。

ご
く
最
近
の
森
林
の
歴
史
を
述
べ
て
き

た
が
、
旧
石
器
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
の
森

林
史
が
あ
る
。
日
本
林
業
調
査
会
編
・
発

行
﹃
総
合
年
表
　
日
本
の
森
と
木
と
人
の

歴
史
﹄（
１
９
９
９
）
で
あ
る
。

明
治
以
降
の
林
業
制
度
を
追
っ
て
み
る
。

森
林
法
公
布
（
明
治
30
）
、
国
有
林
野
法
公
布

（
明
治
32
）
、
治
水
費
資
金
特
別
会
計
法
公
布

（
明
治
44
）
、
公
有
林
野
官
行
造
林
法
公
布
（
大
正

９
）
、
営
林
局
署
官
制
公
布
（
大
正
13
）
、
水
源

涵
養
造
林
補
助
規
制
公
布
（
昭
和
２
）
、
森
林

火
災
国
営
保
険
法
公
布
（
昭
和
12
）
、
林
業
種

苗
法
公
布
（
昭
和
14
）
、
木
材
統
制
法
公
布
（
昭

和
16
）
、
兵
力
伐
採
（
昭
和
19
）
、
森
林
資
源
造

成
法
公
布
（
昭
和
20
）
、
林
政
統
一
・
林
野
局

設
置
（
昭
和
22
）
、
木
材
引
取
税
の
創
設
（
昭
和
23
）
、

松
く
い
虫
等
そ
の
他
の
森
林
病
害
虫
の
駆

除
予
防
に
関
す
る
法
律
公
布
（
昭
和
25
）
、
保

安
林
整
備
臨
時
措
置
法
公
布
（
昭
和
29
）
、
国

有
林
生
産
力
増
強
計
画
（
昭
和
33
）
、
林
業
基

本
法
公
布
（
昭
和
39
）
、
自
然
休
養
林
通
達
（
昭

和
43
）
、
自
然
保
護
を
考
慮
し
た
森
林
施
業

通
達
（
昭
和
46
）
、
国
有
林
の
赤
字
累
増
（
昭
和
50
）
、

森
林
組
合
法
公
布
（
昭
和
53
）
、
森
林
浴
構
想

を
発
表
（
昭
和
57
）
。
森
林
は
経
済
財
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
現
在
で
は
環

境
財
と
し
て
も
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

千
葉
徳
爾
著
﹃
は
げ
山
の
研
究
﹄(

そ
し

え
て
１
９
９
１
）
に
よ
れ
ば
、
荒
廃
林
地
を

山
崩
れ
、
地
す
べ
り
地
、
禿
げ
山
で
あ
っ

て
、
国
土
保
護
の
働
き
を
失
っ
た
林
地
と

し
て
規
定
し
、
荒
廃
林
地
は
人
為
に
よ
っ

て
生
じ
た
と
論
じ
る
。
瀬
戸
内
海
塩
業
の

発
達
に
よ
る
林
地
荒
廃
、
東
濃
陶
業
地
帯

の
禿
げ
山
の
形
成
、
田
上
山
地
の
荒
廃
林

地
を
追
求
し
て
い
る
。
森
林
は
そ
の
時
代

の
要
請
に
基
づ
き
過
度
に
伐
採
が
進
み
、

植
栽
を
怠
る
と
、
禿
げ
山
の
状
況
と
な
り
、

そ
の
回
復
に
は
長
年
の
労
働
力
を
要
す
る

こ
と
に
な
る
。

現
在
、
我
が
国
に
お
け
る
天
然
林
と
人

工
林
の
面
積
比
率
は
、
前
述
の
よ
う
に

52
％
と
40
％
で
あ
る
。
戦
後
の
拡
大
造
林

ブ
ー
ム
に
よ
り
植
栽
さ
れ
た
杉
、
檜
等
の

人
工
林
の
問
題
に
つ
い
て
、
恩
田
裕
一
編

﹃
人
工
林
荒
廃
と
水
・
土
砂
流
出
の
実
態
﹄

（
岩
波
書
店
２
０
０
８
）
の
中
で
、
15
年
に
わ

た
る
調
査
研
究
の
結
果
で
論
じ
る
。
そ
の

荒
廃
の
要
因
は
間
伐
の
時
期
を
迎
え
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
間
伐
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
材
価
の
下
落
に
よ

り
人
工
林
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
平
成
15
年
か
ら
緑
の
雇
用
担
い
手

対
策
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
日
本
特
有
の
森
林
政
策
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
学
校
林
と
い
う
制
度
で
あ

る
。
竹
本
太
郎
著
﹃
学
校
林
の
研
究
﹄（
農

山
漁
村
文
化
協
会
２
０
０
９
）
に
は
、
明
治
政

府
の
国
家
政
策
の
下
で
、
複
数
の
村
落
共

同
体
を
は
ら
ん
で
い
た
町
村
は
、
一
つ
の

共
同
体
秩
序
へ
と
再
編
成
さ
れ
る
た
め
に
、

そ
の
中
心
と
し
て
神
社
と
学
校
林
の
設
置

が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
学
校
林
は
学
校
の

た
め
に
利
用
さ
れ
る
森
林
で
あ
り
、
学
校

の
財
産
で
あ
る
。
学
制
公
布
に
よ
る
学
田
、



ミツカン水の文化交流フォーラム2009が開催されました

アクアツーリズム
これからの観光資源と水文化

【問題提起】

「水文化は観光の未来を拓くか？ アクアツーリズムと次世代ツーリズム」石森秀三 北海道大学教授

「なんでもないものの発見 チッタスロー（地産地消）で地域力を引き出す」陣内秀信 法政大学教授

「水都大阪の再生 環境先進都市とアクアツーリズム」橋爪紳也 大阪府立大学教授

「飲める水と生食文化 旅の歴史と未来」神崎宣武 旅の文化研究所所長

【討　論】

「ツーリズムがつくり守る水文化とは」 コーディネーター：神崎宣武 登壇者：上記報告者

50

都市への人口集中が進む中、持続的な地域づくりが各地で模索
されています。そんな中、定住と交流の両面から、水・水路・里
川・暮らしと水文化などが、観光資源として見直されようとして
います。水文化は主に定住者が「使いながら守る」と考えられて

いますが、ヨソモノである観光客が水の価値を発見する機会が増
えると、人と水とのかかわり方はどう変わるのか。
このような観点から、水文化を観光資源としている事例を紹介
し、アクアツーリズムの可能性について考えました。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た

コ
メ
ン
ト

◎
水
の
文
化
を
育
て
る
上
で
、
河
川

や
海
と
い
っ
た
水
害
か
ら
守
る
こ

と
ば
か
り
考
え
る
時
代
か
ら
、
水

を
使
う
時
代
へ
と
変
わ
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。（
学
生
）

◎
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
新
鮮
に
感

じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
イ
メ
ー
ジ

だ
け
が
先
行
し
漠
然
と
し
た
も
の

だ
っ
た
。
水
を
め
ぐ
る
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
契
機
に
、
水

辺
の
再
評
価
を
す
る
社
会
が
発
展

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。（
大
学

教
員
）

◎
水
、
水
辺
、
そ
れ
ら
が
つ
く
る
空

間
に
こ
れ
ほ
ど
共
感
す
る
人
が
多

い
と
は
。
ト
ト
ロ
の
森
も
、
カ
ッ

パ
天
国
も
夢
で
は
な
い
と
思
う
。

（
市
民
団
体
）

◎
水
文
化
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か

ら
論
ず
る
視
点
は
、
大
変
興
味
深

か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
水
文
化
の

捉
え
方
が
、
舟
運
の
復
活
や
食
に

限
ら
れ
、
も
っ
と
論
ず
べ
き
視
点
、

自
然
と
の
共
存
、
防
災
な
ど
の
議

論
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
出
て

く
る
防
災
教
育
や
環
境
教
育
な
ど

の
議
論
が
重
要
だ
と
思
う
。（
公

務
員
）

日時：2009年10月7日（水）13時30分～

会場：東京ウィメンズプラザ

問
題
提
起
・
報
告

■
か
ね
て
よ
り
﹁
観
光
学
﹂
を
提
唱
し
て
き

た
石
森
秀
三
さ
ん
は
、
現
代
が
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
か
ら
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
変
革
期

と
捉
え
、
他
律
的
観
光
か
ら
自
律
的
観
光
へ

シ
フ
ト
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
ア
ク
ア
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
温
泉
観
光
地
が
マ
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
時
代
の
牽
引
役
だ
っ
た
が
、
ニ

ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
は
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
し
て
の
温
泉
地
が
現
わ
れ
て
お
り
、
人

間
の
生
き
方
を
変
え
る
の
に
貢
献
で
き
る
観

光
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
上
で
、
水
文
化
は

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
主
張
し
た
。

■
都
市
史
研
究
者
の
陣
内
秀
信
さ
ん
は
、
田

園
の
再
評
価
が
地
域
を
豊
か
に
し
て
い
る
イ

タ
リ
ア
諸
都
市
の
例
を
紹
介
し
、﹁
何
で
も

な
い
こ
と
に
価
値
を
与
え
る
発
見
﹂
と
い
う

観
光
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
東
京
を
捉
え
る
と
、
墨
田
区
の
水

路
・
川
・
産
業
・
観
光
地
の
エ
コ
シ
テ
ィ
へ

の
試
み
や
、
東
京
都
日
野
市
の
水
に
よ
る
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
興
味
深
い
と
自
ら
の
調

査
体
験
を
元
に
報
告
し
た
。

■
こ
れ
に
対
し
、
水
都
大
阪
を
力
説
し
た
の

が
都
市
研
究
者
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
橋
爪

紳
也
さ
ん
。
１
９
３
７
年
︵
昭
和
12
︶
に
制

作
さ
れ
た
船
上
観
光
も
盛
り
込
ま
れ
た
大
阪

観
光
Ｐ
Ｒ
フ
ィ
ル
ム
を
上
映
。
当
時
は
、
林

立
す
る
煙
突
と
煤
煙
の
景
観
が
産
業
都
市
大

阪
の
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。
そ
の
上
で
、
大
阪
の
﹁
水
の
都
﹂
ブ

ラ
ン
ド
は
伝
統
的
な
も
の
だ
が
、
現
在
で
は
、

川
や
水
に
接
す
る
市
民
の
思
い
を
集
め
大
阪

の
魅
力
を
描
き
直
す
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る

と
紹
介
し
た
。

■
こ
こ
ま
で
の
３
人
は
、
表
流
水
を
軸
と
し

た
ア
ク
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掘
り
下
げ
た
の
に

対
し
、
民
俗
学
の
立
場
か
ら
日
本
の
文
化
を

見
つ
め
続
け
て
き
た
神
崎
宣
武
さ
ん
は
、
地

下
水
を
取
り
上
げ
た
。
京
都
で
は
食
用
に
使

っ
た
水
が
井
戸
水
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、

こ
れ
は
日
本
各
地
で
も
同
様
と
指
摘
し
た
。

地
下
水
は
疫
病
の
伝
染
を
防
ぐ
水
だ
っ
た
わ

け
で
、
こ
こ
に
日
本
の
和
食
、
生
食
文
化
が

発
達
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
以

降
の
旅
・
移
動
の
増
加
の
大
き
な
要
因
の
一

つ
に
、
水
の
安
全
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
神
崎
宣
武
さ
ん
は

﹁
人
知
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
へ
の
敬
意
、そ
の

よ
う
な
自
然
の
恵
み
が
あ
る
と
い
う
感
謝
の

気
持
ち
だ
け
は
私
た
ち
は
ど
こ
か
へ
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
述
べ
た
が
、
ア

ク
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
拠
っ
て
立
つ
文
化
を
抜

き
に
し
て
は
、
観
光
の
本
質
は
わ
か
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
大
き
な
疑
問
を
喚

起
し
て
く
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
編
集
部
）
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■水の文化35号予告

特集「アクアツーリズム」（仮）

人々の暮らしに豊かな水使いがある地域は、元気

になれるのではないか？　そんな地域の魅力を知

ってもらうのに、地域資源としての「水」と「人」

を定住・交流の両面から再構成する「アクアツー

リズム」は有効なのではないか？　

従来型のツーリズムとは一線を画した、アクアツ

ーリズムによる「地域資源」を考えます。

『水の文化』に関する情報をお寄せください

本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水とのかかわり」に焦点

を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。

ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差し

た調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、

事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化バックナンバーをホームページで

本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。

すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

編
集
後
記

◆

今
年
の
初
詣
の
折
り
、
来
年
１
０
０
年
を
迎
え
る
故
郷
の
神
社
が
、

神
社
所
有
の
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
材
で
社
殿
の
修
繕
を
行
な
っ
て
い
ま

し
た
。
人
に
よ
り
伝
承
さ
れ
、
１
０
０
年
に
一
度
と
い
う
時
空
を
超
え
る

自
然
と
文
化
の
営
み
が
そ
こ
に
は
見
え
た
想
い
が
し
ま
し
た
。︵
小
︶

◆

物
事
の
本
質
を
捉
え
な
い
様
を
、﹁
木
を
見
て
森
を
見
ず
﹂
と
言
う
が
、

そ
の
た
と
え
通
り
に
願
う
と
す
る
な
ら
、﹁
森
﹂
を
キ
チ
ン
と
作
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。﹁
木
﹂
を
見
る
だ
け
な
ら
た
や
す
い
の
だ
が
、
ど
ん
な

森
に
す
る
の
か
、
し
た
い
の
か
・
・
・
。
そ
れ
が
見
え
て
こ
な
い
の
が
現

状
だ
。︵
新
︶

◆

今
回
の
取
材
で
は
、
い
ま
ま
で
よ
り
さ
ら
に
知
ら
な
い
こ
と
の
多
さ

に
気
づ
か
さ
れ
た
。
日
本
の
森
林
の
現
状
を
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

﹁
呆
然
と
し
た
﹂
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
。
そ
れ
で
も
、
何
と
か
す
る

た
め
の
一
歩
が
た
く
さ
ん
の
場
所
で
踏
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
希
望

が
も
て
た
。︵
百
︶

◆

小
学
生
の
頃
、
一
番
最
初
に
見
た
舞
台
が
﹁
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

﹃
森
は
生
き
て
い
る
﹄﹂
だ
っ
た
。
デ
ィ
テ
ー
ル
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
森

の
精
た
ち
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
云
々
で
、
素
直
に
感
動
し
た
記
憶
が
あ

る
。
今
で
い
う
生
物
多
様
性
の
要
素
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
森
の
見

方
の
チ
ャ
ン
ス
は
色
々
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。︵
ゆ
︶

◆

森
の
維
持
と
、
子
育
て
と
は
よ
く
似
て
い
る
。
育
て
る
人
が
将
来
食

っ
て
い
け
な
い
と
婚
姻
率
、
出
生
率
が
上
が
ら
な
い
の
は
、
森
も
同
じ
だ
。

子
育
て
支
援
が
結
局
は
一
人
ひ
と
り
が
半
世
紀
以
上
働
き
暮
ら
し
て
い
け

る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
と
す
れ
ば
、
森
林
維
持
が
求
め
る
社
会
像
と
は
何

な
の
だ
ろ
う
。︵
中
︶

◆

近
年
、
東
京
の
高
尾
山
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
神
仏
習
合
の
寺
が
パ
ワ
ー
の
源
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
高
尾

の
森
を
構
成
す
る
多
く
の
木
々
や
様
々
な
動
植
物
が
生
み
出
す
﹁
命
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
﹂
こ
そ
が
、
パ
ワ
ー
の
発
生
源
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。︵
緒
︶

◆

毎
日
が
パ
ソ
コ
ン
漬
け
で
疲
弊
す
る
中
、
木
製
の
キ
ー
ボ
ー
ド
が
発

売
さ
れ
た
。
桁
が
一
つ
違
う
価
格
に
手
が
出
な
か
っ
た
が
、
樹
脂
や
金
属

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
木
の
価
値
を
再
度
見
出
そ
う
と
い
う
試
み
に
好
感

が
持
て
た
。
今
後
に
期
待
し
た
い
。︵
力
︶

◆

毎
朝
、
犬
と
散
歩
し
な
が
ら
柴
を
拾
っ
て
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
焚
き
つ

け
に
す
る
。
水
は
沢
水
。
新
緑
、
紅
葉
、
落
葉
は
腐
葉
土
に
。
我
が
家
に

と
っ
て
は
宝
の
山
だ
が
、
薪
拾
い
、
水
汲
み
に
一
日
の
大
半
を
費
や
し
、

砂
漠
化
が
進
む
地
も
。
人
と
資
源
の
バ
ラ
ン
ス
を
思
う
。︵
賀
︶

水の文化

Information



表紙上下：建築家 長大作の「はっぱチェアー」（上）とインテリアデザイナー 水之江忠臣の「小椅子」と「テーブル」（下）。デザイ
ンも製造も日本の家具である。普段使うものが、何でつくられているか、どこからきたか、誰がつくったか、そういうと
ころにまで気持ちを寄せて生きたい。

裏表紙上：日本の森林は、誠に急峻な山地にあって、その厳しさからどうしてもコストアップしてしまう宿命にある。しかしまた、
その厳しさゆえに人と人を強く結びつけてきた。長野県・遠山郷では、人知の及ばない神の力にすがる暮らしが、数多く
の祭りを育んできた。

裏表紙下：生まれた川に戻り卵を産もうとする鮭や、野山を駆ける猪や鹿は、自分の力で生きている野生の生きものだ。その命を育
んでいるのは森林であり水。命をいただくことで、私たちは身の内に森林を取り込んでいる。

水
の
文
化
　
２
０
１
０
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